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　公園のそばに、本場ドイツでも名を知られた手作りソーセージの小さな店がある。

　そこで買ってきたソーセージをグリルし、縦に割ったコッペパンにはさんで、ケチャップと粒つぶマスタード、それにスイートレリッシュをたっぷり。この際レタスなんかは入れない。

　そういうシンプルなホットドッグを、わざわざ早起きして二〇本も作り、すべてホイルに包んだところで、宮みや本もと伊い織おりは寝起きの怪かい物ぶつに捕つかまった。




　食べるものを作り置きしておいて、自分だけこっそり出かけるはずが、そのせいでコブつきになった。
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　鎌かま倉くら五ご山ざんのお膝ひざ元もととして知られる北鎌倉の駅周辺は、平日の朝夕にはサラリーマンや学生たち、休日にはおもに観光客でごった返すと聞いていたが、今はなぜか意外なほどにひっそりと静かだった。

　小さな駅舎の背後には円えん覚かく寺じの山さん門もんがそびえ、古こ都との名にふさわしい荘そう厳ごんなたたずまいがあった。すぐそこまで山が迫っているからか、おだやかな風に乗って、やわらかな緑の匂いがただよってくる。訪れるのがもう少し早ければ桜が、逆に遅ければ紫陽花あじさいが見頃を迎えていただろう。観光客の数が想像していたほどでもなかったのは、そうしたシーズンのちょうど谷間だったせいもあるのかもしれない。

　横よこ須す賀か線せんに揺られて北鎌倉へとやってきた宮本伊織は、駅前の案内板をしばらく凝ぎよう視ししたあと、溜ため息いき混まじりに空を見上げた。

「イオリー、おなか空すいた～」

　ベンチに座ってそうほざいているクリスタベルは、リュックの中からホイルに包まれたホットドッグを取り出し、もぐもぐとやっている。

「……一応聞くが、あと何本残った状態でそういうことをおほざきになっているんだ、おまえは？」

「え？　これ合わせて……二本？」

「確かおれは、出がけに二〇本は作ったはずだが」

「うん！　だからこれで一九本目♪」

　食べかけのホットドッグを口の中に押し込み、クリスはハムスターのように頰ほおをふくらませたまま笑った。自分が常識はずれの健けん啖たんぶりを発揮しているのだということも、それが伊織を憂ゆう鬱うつにさせているのだということも、まったく意識しているとは思えない満面の笑みである。

「……じいさんの残した遺産を趣味同然の研究で大きく目減りさせたのは親おや父じだが、完全に食くい潰つぶすのはこのガキだな。少なくともおれじゃあない」

　笑顔の愛らしい少女に責任を転てん嫁かし、伊織はふたたび天を仰いだ。
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　伊織の父は学者だった。

　だった、という過去形を使うと、まるで故人のようだが、正確にいえば生死不ふ明めい、行方ゆくえ不明ということになっている。

　ケルト文明について研究していた伊織の父は、伊織が小学生の頃、フィールドワークと称して渡と欧おうしたきり日本に戻ってくることはなかった。七年前、アイルランドのダブリンから日本の息子むすこのもとへと船便を発送したことは判明したが、それ以降の行方は杳ようとして知れない。

　七年遅れで届いたその船便で伊織の前に現れたのが、ほかならぬクリスタベル――〝好戦的な〟妖精ウオーライクを自称する少女だった。

　実際、クリスはふつうの人間ではありえなかった。見た目を大きく裏切る大たい食しよく漢かんであるという一点は、まだ人にん間げん業わざの範はん疇ちゆうだとしても、みずからの影の中に沈み込み、ひと振りの剣と化すような芸当は、世界最高のマジシャンにも不可能だろう。

　それをクリスは、伊織の目の前で幾いく度どとなくやってのけている。

　伊織にもまだ判わからないことは多かったが、ウォーライクというのはそういうものであるらしい。

　ずっと行方知れずだった父が、なぜ人ならぬ身の少女を伊織のもとに送りつけてきたのか。そもそもクリスタベルとは、ウォーライクとは何なのか――そんな好奇心も手伝って、伊織はクリスを手もとに置いている。




　しかしだからといって、クリスをつねに連れ歩こうという気はさらさらない。むしろその必要がないのなら、家の中でおとなしくしていてくれと思っている。何しろクリスは、見事なまでの金きん髪ぱつ碧へき眼がんという外見からして人目を惹ひきやすく、いっしょにいる伊織までが注目を浴びてしまうのである。

　最後のホットドッグをもぐもぐやっている少女の隣となりに座り、伊織は嘆たん息そくした。

「……で、おまえは何しにここまで来たんだ？」

「え？　イオリのつきそいだよ」

「それは初耳だ。……で、どこまでつきそってくれるんだ？」

「えー、知らない。イオリはどこまで行くの？」

「そうだな……」

　小さなバッグの中から日に焼けて褪たい色しよくした一通の封筒を取り出し、伊織はそこに記されていた住所を一いち瞥べつした。

「この住所からすると――どうやらあの上のほうらしいな」

「えっ？　山だよ、あれ！」

　伊織が指差した高台を見上げ、クリスは頓とん狂きような声をあげた。

「大おお袈げ裟さなことをいうな。別に登山というほどハードなもんじゃない。ちゃんと舗ほ装そうされた道路が通ってる。……ただ、坂道や石段は多いだろうが」

「え～！　そんなのやだあ。あのタクシーってゆうので行こうよ」

　坂道が多いとはいえ、おそらく少女の足でも一時間かからないほどの道のりだろう。そんな距離をタクシーで行くほど、伊織は自分たちが贅ぜい沢たくをしていい人間だとは思っていない。そもそも伊織は最初から歩いていこうと考えていたのであって、そこにクリスが勝手についてきただけなのである。

　駅前の小さな商店街に喫きつ茶さ店てんの看板があるのを見て、伊織はクリスに提案した。

「――なら、あそこで待っているか？」

「クリスだけで？」

「当たり前だ」

「イオリ、いつ戻ってくるの？」

「知るか。まあ、三時間はかからないとは思うが」

「うん、判った♪　――何食べよっかなー」

「……まだ食うのか、おまえは？」

　底知れぬクリスの食欲にげんなりしつつ、伊織は少女の手を引いて喫茶店に向かった。
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　きっかけは、父の書しよ斎さいを整理していた時に出てきた古い手紙の束だった。その多くは父の大学時代の恩師からのもので、それを見るかぎり、かなり頻ひん繁ぱんにやり取りをしていたらしい。

　思えば伊織は、自分の父親がどういう人間なのかということをよく知らない。伊織の幼少期の記憶にあるのは、近所の住人から幽ゆう霊れい屋や敷しきと揶や揄ゆされる広い洋館で、夫の帰りをひたすら待ち続けるさびしげな母の横顔ばかりだった。

　そのせいか、伊織の実父に対する感情は決してよくはない。自分が放置されてきたことももちろんだが、何よりも母を放置してきたことが伊織には許せなかった。伊織が小学校に上がる前に母が亡くなったのも、生来の病弱さに加えて、やはりそうした心労が祟たたったのだろう。

　だから、自分や母親を放り出して好き勝手をしてきた父が行方不明になったからといって、恨うらみに思いこそすれ心配などしたこともない伊織だったが、逆に今では、父が今どこで何をしているのか――そもそも生きているのか死んでいるのか――気になるようになっていた。

　父が送り込んできたクリスとの出会いが、その一因だとは思う。

　なぜ父はこの子を自分のところへ送りつけてきたのかと疑問に思うのと同時に、伊織は、自分があまりにも父親のことを知らない事実に気づいた。




　そして今、伊織は父の恩師を訪ねようとしている。

　父の恩師に会えば父の行方が判るわけではないというのは承知している。ただ、そうすることで、自分が知らなかった父親のことが何か判るかもしれない。

　もちろん、これで何かが判ったところで、研究という名の放ほう蕩とう三ざん昧まいに明け暮れてきた父親を許す気になれるわけではないが。

「…………」

　ゆるやかだがえんえんと続く坂道の途中で、伊織はふと足を止めた。

　ここからそう遠くないところに、紫陽花で名高い明めい月げつ院いんがあるはずだが、このあたりに観光地的な猥わい雑ざつさはない。おそらく古くからの住宅地なのだろう。ここでは、鬱うつ蒼そうとしげる木々の緑に色づいた影の下に、すべてがひっそりと静まり返っているように感じられた。

「……置いてきて正解だったな」

　ガードレールの向こうに北鎌倉の駅舎を眺ながめ下おろし、伊織は額ひたいにうっすらと浮いた汗をぬぐった。もしクリスが同道していたら、おそらくこの長い坂道の途中であっさりと音をあげ、伊織が背負っていくか戻るか決断を迫られるはめになっていただろう。

　しばらくその場に立ち尽くしていた伊織は、大きく深呼吸してふたたび歩き始めた。ぽつんぽつんと立っている電柱のプレートを確認しながら、洒落しやれっ気けのない封筒に記されていた住所だけを頼りに、父の恩師の住まいを捜さがす。

　冷静に考えてみれば、父がこの便りを受け取ってから、すでに二〇年近くがたっている。この住所を突き止められたとしても、くだんの恩師が今もそこに住み続けているとはかぎらない。父の大学時代の恩師であれば、すでに故人になっているという可能性すらある。

　伊織の脳のう裏りに、これがとんでもない無む駄だ骨ぼねなのではないかという嫌な思いがかすめ始めた頃、舗装された坂道から、さらに急な勾こう配ばいで続く石段が枝分かれしているのが目についた。

　山寺のそれを思わせる苔こけむした細い石段のたもとには、朽くちかけた小さな標識が立っていた。風雨にさらされ続けてずいぶんとかすれているが、白いペンキの地の上に、黒くローマ字で「ＳＵＤＯ」と書かれているのがかろうじて読める。

「……ここか？」

　石段の上のほうを見上げ、伊織はバッグの中に封筒をしまい込んだ。

　父の恩師の名は、須す藤どう良よし明あきという。
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　喫茶店の定番メニューといえば、ピラフやナポリタン、サンドイッチにハンバーグといったところだろう。学校帰りの食べ盛りの学生をターゲットにしているのか、この店のメニューはどれもこれも値段のわりにはボリュームたっぷりで、店側の経営努力がしのばれた。

　それをこの少女は――もちろんクリスのことである――ばくばくと容よう赦しやなく、片端から胃の中へと納めていく。ちらほらといるほかの客たちも、クリスの食べっぷりを唖あ然ぜんとして見守っていた。

「ぐ～りぐ～りぐりぐりっと♪」

　ナポリタンの皿の真ん中にフォークを刺さし、ぐるぐると回してスパゲッティの玉を作って口もとへと運ぶ。今度はカレーピラフの山にスプーンで横穴を掘り、ナイフで細切れにしたハンバーグといっしょに食べる。その合間合間にコーラフロートをずこずことすすり、クラブハウスサンドをもそもそと頰張る――。

　ひとつひとつが腹ペコ学生向けのボリューミーなメニューを、同時に三つも四つも、それこそ鼻歌を歌いながら食べているわけだから、周囲の人間がそれを見て目を丸くしているのも無理はない。

「イオリ、早く戻ってこないかなー。じゃないと食べ終わっちゃうよ」

　クリスは買ってもらったばかりの携けい帯たい電でん話わを取り出し、メールを打ち出した。

　三〇分ほど前、クリスをこの店に連れてきて、オーダーと支払いを先にすませた伊織は、店を出ていく時に、これから大事な話をしてくるから、こちらからかけるまで絶対に電話をしてくるなと釘くぎを刺していった。

「――でんわはダメでもメールならいいんだよね」

　屁へ理り屈くつでも何でもなく、クリスは本気でそう考えている。自分があとで叱しかられるようなことをしているという自覚もなしに、クリスは伊織にメールを送信した。

「イオリが戻ってきたら、次は何食べよっかな～」

　ひと仕事終えたとばかりにケータイをしまったクリスは、ふたたびメニューを手に取り、それを眺めながら食事を再開した。どこからか「まだ食べるのか……？」という呟つぶやきが聞こえてきたが、上機嫌のクリスの耳には届いていないらしい。
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「……もう食べ終わりそうだと？　こっちはまだ目的地にも着いてないんだが」

　クリスから届いたメールを一読し、伊織はケータイの電源を切った。一時間もたたないのにこの調子では、伊織があの喫茶店に戻るまでに、何通のメールが届くか判ったものではない。

「ケータイなんか買いあたえるんじゃなかったな」

　いまさらのように毒づき、伊織はまた歩き出した。

　細く曲がりくねった石段を登りきり、その先に広がる緑の林の中の道を歩いていく。あたりにはほかに民家があるようには思えない。人里離れたというほどではないが、何かあっても隣近所に駆け込むには少し時間がかかりそうだった。

　駅からの距離も、単純な直線距離でならそう遠くはないはずなのだが、ここへいたるまでの高低差がとにかく激しすぎる。一応健康な男子高校生の足で、途中道に迷いながらとはいえ三〇分という距離は、決して駅から近いとはいえまい。

「天気が悪くなかったのが唯ゆい一いつの救いだな。これで雨にでも降られたら最悪だった」

　白い砂じや利りの敷しかれた道を見下ろし、伊織はひとりごちた。

　まがりなりにもこうして道が舗装されている以上、やはり須藤邸ていはこの先にあるのだろう。あとは肝かん心じんの本人が今も存命かどうか――そして何より、まったく面識のない伊織に会ってくれるかどうかということだった。

　やがて林を抜けた先に、白い小さな二階屋が見えてきた。伊織がふもとのほうでちらほら目にしてきた和風建築の家々とは一線を画した、古くはあったが趣味のよさを感じさせる洋風の家である。おそらく、建てられた当時はずいぶんとモダンな造りといわれたに違いない。

　あまり手入れが行き届いているとはいいがたい生垣には、小さな白い花がぽつりぽつりと咲いていたが、伊織にはそれが何という花なのか判らなかった。

　蔦つたの絡まる鉄製のアーチにくくりつけられたポストを見て、ここが須藤邸であることを確認した伊織は、襟えりを正して呼び鈴を鳴らした。

「…………」

　一〇秒ほど間を置いてもう一度呼び鈴を鳴らしたが、応じる声はない。

　もう一度押して、それで誰だれも出てこなければ諦あきらめようと、呼び鈴のスイッチに手を伸ばした時だった。

「――――」

　自分にそそがれる視線を感じ、伊織はふっと顔を上げた。












　開け放たれたままの二階の部屋の窓から、白い服を着た少女の顔が覗のぞいていた。年でいえば伊織よりもひとつかふたつ下、中学生ほどだろうか。

「あの――」

　伊織が声をかけるより早く、少女は口もとを押さえて窓辺から消えてしまった。

「……どういうリアクションだ、今のは？」

　まるで幽霊でも見たかのような怯おびえきった表情で姿を消した少女に、伊織がいぶかしげにぼやいていると、思いもかけないほうから声がかかった。

「……どなたかな？」

「あ」

　庭のほうを回ってきたのか、杖つえをついた老人が怪け訝げんそうに伊織を見ていた。

「その……須藤、良明先生――ですか？」

「確かにそうですが……？」

「はじめまして」

　小さく咳せき払ばらいし、伊織はていねいに一礼した。

「宮本伊織といいます」

「宮本……？」

「覚えておられるかどうか判りませんが、昔、先生にお世話になった、宮本康やす頼よりの息子です。きょうは父のことについてお話をお聞かせいただきたいと思いまして」

　我ながらそつなく説明できたとほっとしている伊織の前で、老人はすぐに得心がいったのか、大おお仰ぎように何度もうなずき、しわだらけの顔にさらにしわを増やして懐なつかしげに笑った。

「ああ……宮本くんの息子さんか――」

「父のことを覚えておいでですか？」

「もちろんだよ。私のような変わり者に師し事じしようという学生は、年に何人もいなかったからね。――とにかく、まずは中に入ってもらおう」

　久しぶりに孫に会った老ろう爺やのように、須藤良明氏は伊織の背中を気安げに叩たたき、玄関の扉を開けた。

「杏あん奈な！　杏奈や！　お客さんにお茶の用意をしておくれ！」

「……はい」

　ひんやりとした薄うす闇やみに満ちた須藤邸の玄関で、伊織は、ちょうど二階から降りてきた少女とふたたび顔を合わせた。

　須藤杏奈――少女の伊織を見つめる瞳ひとみには、どこかまだ怯えたような、不安に揺れる戸と惑まどいの色があった。

　少女の瞳を見返し、伊織はいぶかしげに目を細めた。
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　伊織の父がケルト文明の研究をこころざしたのがいつだったのか、今となっては知りようもないことだったが、少なくとも大学に進学した時には、漠ばく然ぜんとした興味を持っていたことだけは確からしい。自分の大学にその道の泰たい斗とがいると知った宮本康頼が、教えを請こうために訪ねたのが、ほかならぬ須藤良明の研究室であった。

　以来、伊織の父が大学を卒業し、逆に自分が講師として学生たちを教える立場になっても、須藤との交流は続いていたという。

「宮本くん……きみのお父上が、精力的にフィールドワークに出ていたということは、私も聞いてはいたよ」

　安あん楽らく椅い子すに深く腰を降ろした須藤は、伊織の口からかつての教え子の失しつ踪そうを告げられると、沈ちん痛つうな面おも持もちで長い溜息をついた。

「確かにここ数年ほど、旅先からの便りもなくなっていたが……まさかそのようなことになっていたとは思わなかった」

「……では、父の行方について思い当たることも……？」

「申し訳ないが、私には何も判らないよ」

「そうですか……」

　伊織はかぶりを振る老人から視線を逸そらした。

「あの頃にしては珍しく――といっては何だが、彼はとても熱心な学生でね。いつも私の研究室で、安いワインを飲みながら、終電間近になるまであれこれと話し合っていたものだよ」

「おれは……父のことをよく知らないんです」

　壁に架かけられた風景画を何とはなしに見つめていた伊織は、ここの空気が少しだけ宮本家の書斎に似ているように感じた。

「父がどういう研究をしていたのかもよく知らないし、どういう人間だったかということも知りません。おれにとっては、家に寄りつかずに好きなことばかりしていた、どうしようもない親父なんです」

「……言い訳をするわけではないが、それに関しては、私も同じようなものだったよ。往々にして学者というのは、そういうたちの悪い生き物なんだ。知識欲というのか探求欲というのか……そういうものに取とり憑つかれた学者は特にね」

　確かに言い訳にもならない。そうしたものを優先したいのであれば、最初から結婚して家族など持つべきではなかったと、放置されてきた立場の伊織はそう思ってしまう。もっとも、それを須藤にぶつけたところで無意味だということも、伊織にはちゃんと判っていた。

「彼は……妖精に魅み入いられたのかもしれないな」

「――――」

　不意に老人の口から飛び出した妖精というフレーズに、伊織はぎくりとした。

「……どういうことです？」

「彼がケルト文明について研究していたということは？」

「そのくらいは……はい」

「ケルトといってもいろいろあってね」

　須藤は壁に飾られていた古いヨーロッパの絵地図を指差した。

「私はどちらかといえば大陸のケルト、今でいうフランスからオーストリアあたりに住んでいたケルト人について、後世の文学との関係性について研究していたんだが、きみのお父上は、おもにイギリスやスコットランド、アイルランドのケルト文明を専門にしていたんだよ」

「アイルランド――」

「特にアイルランドは妖精のふるさとといわれている。その伝承の多くはケルト文明の影響を強く受けているんだ。きみもアーサー王の伝説やシェークスピアの戯ぎ曲きよくは知っているだろう？」

「はい」

「要するに、あの島国と妖精とケルト文明は、切っても切れない深い関係にあるんだ。彼がそうしたものに惹かれていたのは私も知っていた。だから、宮本くんがアイルランドからの便りを最後に消息が知れなくなったというのも、私には何かしらの暗示のように思えてならないんだよ」

「…………」

　七年前、アイルランドのダブリンから船便を送ってきたのを最後に、父の行方が杳として知れなくなったということは、すでに須藤にも伝えてある。しかし、その船便が七年遅れでつい先日伊織のもとに届き、その中から出てきた少女が妖精を自称しているという話については、まだいっさいしていない。というより、するつもりはない。あまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎて、こちらの正気を疑われかねないからである。

　伊織が押し黙ってしまったのを誤解したのか、須藤は慌あわててつけ足した。

「いや、申し訳ない。きみの前で少し無神経だったな。妖精に魅入られたなどと、浮うき世よ離ばなれしたことをいってしまって――」

「ああ、別にもういいんです。おれにとっては父は最初からいないも同然の存在でしたし。……ただ、母がどう思っていたのか……」

「真ま弓ゆみさん……だったかな。もう一〇年近くになるか――」

「はい」

「そうだ」

　何を思い出したのか、老人は身を乗り出すようにして膝を打った。

「アイルランドといえば……きみは、きみ自身にアイルランド人の血が流れているということを知っていたかね？」

「おれに……？」

「ふむ、やはり知らなかったのか」

「……初耳です」

「確かきみの母方の曾そう祖そ母ぼ、お母上の祖母に当たられるかたがいらっしゃるだろう？」

「おれのひいばあさん……ですか？」

　伊織にはほとんど親しん戚せきがいない。父方の祖父母はすでに鬼き籍せきに入っており、唯一親戚と呼べるのは、父の弟の宮本頼より通みちだけだった。母には兄きよう弟だい姉し妹まいがおらず、その両親もすでに亡ない。

　ただ、伊織も会ったことはないが、母の祖母に当たる老婆が今も岩いわ手てに健在だという話は、いつだったか叔お父じから聞かされたことがある。須藤がいっているのはその老婆のことだろう。

「何といったか――か、かな……」

「金かな森もり……じゃないですか？」

「そうだ！　そう、金森さわさんといったな、確か」

　胸のつかえが取れたように、須藤はほっと安あん堵どの吐と息いきをもらして笑った。

「その金森さわさん――きみのひいおばあさまはね、日本人とアイルランド人のハーフなんだよ。だから大おお雑ざつ把ぱにいって、きみの血の一六分の一はアイルランド人のものということになるかな」

「父も母も何もいっていませんでしたが……しかし、どうして先生がそのことを？」

　非難がましくならないように伊織がそう聞き返した時、応接間の扉が開いて、あの少女――須藤杏奈が、ティーカップを載のせたトレイを持って入ってきた。

「…………」

　少女は無言のまま、ふたりの間のテーブルの上にお茶の用意をすると、何かに追い立てられるように、そそくさと部屋を出ていった。

「すまないね、ろくに挨あい拶さつもできない気の利きかない娘で」

　閉じられた扉のほうを見やり、老人は苦笑した。

「母親に早く死なれて、男手ひとつで育ててきたせいかもしれないが……滅めつ多たに客など来ないこの家に珍しくきみのような若者が来たので、それで照れているのだろう。許してやってくれ。……ま、あれも年頃ということかな」

「はあ」

　須藤の言葉に、伊織は首をかしげた。老学者のいっていることが、どうにも奇妙で腑ふに落おちなかったのである。しかも、どうやら須藤自身は、自分のいっていることの不条理さに気づいていないらしい。

「――そうそう、話の続きだが」

「はい？」

「さわさん……きみのひいおばあさまのことだよ。きみのご両親が結婚してすぐ、まだきみが生まれる前のことだが、私はさわさんに会ったことがあるんだ。きみのお父上の紹介でね」

「そうなんですか」

「ああ。きみのお父上が、さわさんの協力を仰いでアイルランドの古いフォークロアを採さい録ろくしたいといってね。要は、さわさんが子供の頃に母親から聞かされたおとぎ話を記録するということなんだが、よければ私もどうかと誘われたんだよ。それで、きみのご両親といっしょに、岩手までさわさんを訪ねたことがある。……小柄だが、えらく矍かく鑠しやくとしたかただったのを覚えているよ」

「それはまた……」

　何といっていいかわからず、伊織は曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。正直、伊織にはぴんと来ない話である。その金森さわなる老婆に会ったことがないのだから当然だった。

　しかし、当時の思い出をつらつらと語る須藤はひどく嬉うれしそうだった。可か愛わいがっていた教え子との懐かしい日々を、思いがけずその息子に打ち明ける機会を得て、年とし甲が斐いもなくはしゃいでいるのかもしれない。

「……確かアルバムがあったはずだな」

「え？」

「だから、岩手に行った時の写真だよ。きみは、さわさんを写真でも見たことがないんだろう？」

「それはまあ、そうですが――」

「どれ、今持ってきてあげよう。見たらきっと驚くよ、きみも」

　と、須藤は杖を手にして立ち上がった。

「いや、べ……お構いなく」

　別に興味はないと斬きって捨すてそうになり、伊織は慌てていい直した。本当に興味はないのだが、老人のささやかな楽しみを台なしにするのに忍びなかったのである。

「ま、ま、きみはそこで待っていなさい」

「……はあ」

　浮かしかけた腰をふたたび落ち着けた伊織は、部屋を出ていく須藤を見送り、人知れず溜息をついて紅茶をすすった。

「……いっちゃ悪いが、まずい紅茶だな」

　ただひとり見慣れぬ部屋の中に取り残された伊織は、ひと口いただいただけでティーカップを置くと、バッグの中から須藤の手紙を取り出した。

　この手紙は、まだ学生だった頃の伊織の父に須藤が宛てたもので、どうやら父がこの家に遊びにきた直後に書かれたもののようだった。

　古い時代の人間にありがちな、達筆だが読みづらい文字を無言で追いかけていた伊織は、文中のある箇か所しよで目を留めた。

　二〇年近く前の須藤良明氏は、伊織の父に宛てた手紙の中で記している。




　娘の杏奈もきみのことが気に入ったようだから、少し遠いかもしれないが、またうちに遊びにきてほしい――。




　この家に来た時から、伊織にはこの一節がずっと気になっていた。正確には、二階の窓から伊織を見つめていた少女を、須藤が杏奈と呼んだ時から、伊織はそこに奇妙なものを感じていた。

　この手紙を読むかぎり、須藤杏奈は当時すでに生まれていて、しかも充分に物心がついている年頃だったことになる。そこから逆算すれば、現在の杏奈の年齢は、最低でも二〇代、あるいは三〇をとうにすぎていたとしてもおかしくない。とにかく、伊織よりもずっと年上でなければ計算が合わなくなる。

　にもかかわらず、須藤が自分の娘――孫娘ではなく、娘だと紹介したあの杏奈という少女は、せいぜい伊織と同じくらいの年頃にしか見えなかった。

　伊織が生まれる前に書かれた手紙にある須藤の娘の杏奈と、今この家のどこかにいる杏奈という名の少女は、本当に同一人物なのか。

　唇くちびるを嚙かんで物思いにふけっていた伊織は、須藤の戻りが遅いことに気づき、ソファから立ち上がった。

　その瞬間、伊織の天地が逆転した。

「――――」

　突発的な激しいめまいに襲われ、四し肢しから急速に力が抜けていく。ソファの背にすがってどうにか身体からだをささえようとしたが、もはや小指の先にすら力が入らなかった。

　ろくに受け身を取ることもできずに崩くずれ落おちた伊織が最後に見たのは、細く開いたドアの向こうから、まるで怪物でも見るかのような怯えきった瞳でじっと自分を見つめている、須藤杏奈の青白い姿だった。
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　喫茶店でコーヒー一杯で三時間も粘ねばる客がいたとしたら、かなり面つらの皮かわが厚い人間かもしれない。

　そうした手合いとくらべれば、クリスタベルはまだ罪がなかった。

　なにしろまだ来店してから二時間もたっていないし、それにコーヒー一杯でテーブルの占せん有ゆう権けんを主張しているわけでもない。チーズハンバーグ、スパゲティナポリタン、カレーピラフ、クラブハウスサンド、コーラフロート――もちろんクリスが払ったわけではないが、それでもトータルで三〇〇〇円は店に落としている。客単価を考えれば立派な上客といえるだろう。

　店の従業員や客たちが見守る中、クリスは出された料理をすべてたいらげ、それでもまったくふくれたようには見えない腹を撫なでつつ、さきほどからケータイをいじっている。

　コーラフロートまで飲み干してしまった今、クリスの口に入るのはお冷やの水くらいのものである。それをちびちび飲みながら、クリスは待てど暮らせど鳴ることのないケータイの画面を見つめていた。

「イオリおそいよ～……」

　クリスはリュックの中をさぐって携帯ゲーム機を引っ張り出し、遊び始めた。

　が、それもほどなく赤ランプが点灯し、バッテリー切れで電源が落ちてしまった。ゆうべベッドの中で寝落ちするまで遊び続け、そのまま充電もせずに持ってきたのだから当然だが、それも今のクリスには伊織の気の利かなさのせいに思えて仕方がない。

「待つのもう飽きた～。早くおうちに帰りた～い」

　小さくなった氷をぼりんぼりんかじりながら、クリスはテーブルの上にぐったりと突つっ伏ぷした。

　ところがその直後、

「！」

　突然跳はね起おきたクリスは、頭を押さえてあたりをきょろきょろと見回した。

　いったい何ごとかと周りの客たちがクリスに注目していたが、そうした視線も気にすることなく、クリスは眉み間けんにしわを寄せて不安げなまなざしをさまよわせている。

「イオリ……！」

　最後にコップに残っていたぬるい水を飲み干し、慌てて携帯ゲーム機をリュックの中に放り込んで、クリスは店から飛び出した。

「ごちそうさま！」

　ドアベルの音を背中で聞きながら、クリスは喫茶店の前の道を走っていく。その視線がじっと見み据すえているのは、あの緑の高台だった。

　なぜそう思ったのか、たぶんあとからクリスに尋たずねても明確な答えは返ってこないだろう。強引に理由を捜せば、人ならぬ身の少女ゆえの直感、ということになるのかもしれない。

　いずれにしても、クリスは勃ぼつ然ぜんと感じたのである。

　自分の〝鞘ロのー主ド〟、宮本伊織の危機を。
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　ひどく気分が悪い。

　親や教師に隠れて酒を飲んだことのない伊織には、もちろん二日酔いになった経験もないが、あれはもしかすると、こういう気分の悪さなのかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを考えていた伊織は、その時になってようやく、自分が何者かに引きずられていることに気づいた。

「――――」

　ごつんごつんとあちこちに身体がぶつかる。しかし、激しい頭痛と嘔おう吐と感かんのせいで、身体のどこが痛いのかも判らない。それ以前に、まるで麻ま痺ひしたように全身に力が入らなかった。唇が震ふるえて声すらまともに出せない。

　かろうじて目だけを動かし、伊織は自分を引きずっていく小柄な犯人を見やった。

「……ひっ」

　伊織と目が合った刹せつ那な、須藤杏奈は小さな悲鳴をあげ、手にしていたロープを放り出した。

「…………」

　伊織はゆっくりと視線を動かし、自分の身体を見た。

　両方の手首と足首に、ぎっちりとロープが巻きつけられている。その、足首から伸びたロープを引っ張って、杏奈は伊織をどこかに運ぼうとしているようだった。

　手首と足首を縛しばられているだけなら、どうにかもがいて抵抗することもできそうな気がしたが、相変わらず四肢に力が入らない。今にして思えば、あのまずい紅茶に何か薬でも盛られていたのだろう。

　どこかまだぼんやりとしていた意識が鮮せん明めいになってくるのに合わせて、冷静な判断力が戻ってくる。伊織はあたりを見回し、自分が脱衣所らしきところに連れ込まれていることに気づいた。

　杏奈はすりガラスの引き戸を開け、伊織をバスルームの中へと引っ張っていった。

「……どうしてここへ来たんですか……？」

　伊織と視線を合わせることなく、杏奈はかぼそい声でいった。

「わたしは、ただここでおだやかに暮らしていたいだけなのに――」

「な、に……？」

「隠したって駄目です……あなた、ロードでしょう？　ひと目見て判りました」

「……！」

　杏奈の口から出てきた言葉に、伊織は頰が痙けい攣れんするのを感じた。

「あ、んた――あんたも、ウォーライク、か……？」

「わたしは平へい穏おんに暮らしたいだけなんです。ただそれだけがわたしの望みなんです。だから、ほかのウォーライクに知られたくないんです。わたしがここにいることを……」

「ま、待て――っ」

　顎あごを懸命に動かし、もつれる舌に鞭むち打うって、伊織は口を開いた。

「お、おれは……おれたちは、ほかのウォーライクを、傷つけるつもりは、ない。もちろんあんたにも、だ。それに、ここへ来たのは本当に偶然だし、誰にも、あんたがウォーライクだということを、しゃべるつもりもない。だから――」

「……ときどきいるんです。あなたみたいな人」

　伊織の訴えを聞いていなかったのか、杏奈は伊織の身体をバスタブの縁ふちに寄りかからせると、いったんバスルームから出ていった。

「おい……っ！」

「自分の身を守るためには、どんな些さ細さいな可能性だって、できるかぎり早いうちに潰しておかないと……だってわたし、弱いから――」

　ぶつぶついいながら戻ってきた杏奈の手には、理髪師が使うような鋭い剃かみ刀そりが握られていた。

「――――」

　まばたきも忘れて、伊織は杏奈を凝視した。

　最初に会った時には、ただ怯えているだけの気の弱い少女にしか見えなかった杏奈が、今はとてつもなく不気味で恐ろしい女に見えた。剃刀を持つ手がかすかに震えているのと、何よりも伊織を見つめるその目が恐ろしい。

　それはもはや瞳ではなく、深い穴だった。自分以外のすべての存在に対する畏い怖ふと、それをはるかに凌りよう駕がする狂気と殺意をたたえた恐ろしく暗い深しん淵えん――見ている伊織のほうが引きずり込まれてしまいそうな闇だった。

「わたし、弱いんです。だから、こういうことでもしないと、身を守れないんです」

「……ちょっと待て。あんた、いっていることと、やっていることが……ちぐはぐだぞ……？　おれはさっきから、あんたを害するつもりはないと、いっているだろう？」

「それを信じて、もしあなたに裏切られたら、どうなるんです？」

　伊織のかたわらに座り込んだ杏奈は、力が抜けたままの伊織の手をバスタブの上にかかげ、その手首に剃刀を添えた。

「もしあなたが噓うそをついたら……わたし、死ぬのよ……？」

「あんた……おれが噓をつかないという前提で話を進める気はないのか……？」

「ごめんなさい……わたしが信じられるのは、おとうさまだけだから」

「……おい」

　伊織の眼鏡めがねのレンズに赤いものが散った。全身が麻痺しているせいでしばらく気づかなかったが、すでに杏奈は伊織の手首の動脈を剃刀で切断していたのである。

　バスタブの底に、伊織の手首からほとばしる血が広がっていく。

　自分の血の赤さをぼんやり見つめていた伊織は、ためらいの感じられない杏奈の手際のよさに、彼女が一度ならずこうした作業をしたことがあると確信した。邪魔者には一服盛って動きを封じ、その痕こん跡せきが残らないようにバスルームで失血死させ、あとはゆっくりと林の中に死体を埋うめればいい。

「あんた……須藤先生に、何か暗示をかけたんだな――？」

　ウォーライクの中には、〝魅惑ラブトーカー〟と呼ばれる強力な催さい眠みん暗示能力を持つ者がいる。その力を使ってロードをあやつり、人間社会での自分の居場所を確保しているウォーライクと、伊織もかつて遭そう遇ぐうしたことがあった。おそらく杏奈もそうしたウォーライクなのだろう。

「わたしはただ、おとうさまに、楽しい夢を見せてあげてるだけなんです。娘を失ったあの人に――」

　血に濡ぬれた剃刀を片手に、杏奈はふらりと立ち上がった。

　本物の杏奈はすでにこの世にはいまい。ここにいる杏奈は、妻に続いてひとり娘まで失った失意の須藤に近づき、ラブトーカーを使って自分が本物の杏奈だという暗示をかけ、この家にもぐり込んだのに違いない。

「だから、わたしがこうするのだって、間違ってないんです。おとうさまは哀かなしみを忘れて愛する娘と生きていける。わたしも争いとは無縁の平穏な暮らしが続けられる……わたしたちはたがいに助け合って生きてるんです。だから、それを壊そうとするあなたを取り除くのは、わたしの正当な権利なんです」

「……何が正当だ」

　伊織は弱々しい声で吐はき捨すてた。

「わびしい老後を送る老人の孤独感につけ込むような真ま似ねをして、何が正当な権利なんだ？　そんな身勝手な理由で、これまでに何人の人間を殺してきた……？　さっき自分でいってたが、一服盛ったのだって、おれが初めてじゃないんだろう？」

「やめて……やめてよ――」

　途切れがちだが、しかし容赦のない辛しん辣らつな伊織の言葉に、杏奈はもともと白い顔をさらに青白くさせ、ふるふると首を振っている。しかしそれは、自分の中の罪悪感に直面し、葛かつ藤とうしている少女の表情では決してない。大きく目を見開き、激しい苛いら立だちを抑えつけるかのように呟き続ける杏奈の表情は、ひどくみにくく、恐ろしかった。

「やめてやめてやめて……本当にやめて……やめてやめてやめてやめて……」

「自分は弱者だから何をしてもいいなんて法律はない。おれからすれば、おまえはただの殺人鬼だ。……本当は先生のことだって、ただの隠かくれ蓑みのぐらいにしか考えてないんだろう？」

「やめてよ！　やめてって……やめろっていってんだろ!?」

　いきなり別人のように声を荒げ、杏奈は剃刀を振り上げた。臆おく病びようなくせに狡こう猾かつで残忍で、そして狂暴な、それがこのウォーライクの本性なのだろう。

　いいたいことをいって気はすんだが、この窮きゆう地ちを脱する策があったわけではない。朦もう朧ろうとする意識の中、伊織は杏奈が自分の襟首を摑つかみ、頸けい動どう脈みやくに剃刀をすべらせようとするのを、ひどく客観的に、他ひ人とごとのような心持ちで見ていた。

　と、その時、裏庭に面したバスルームの窓ガラスが砕くだけ散ちった。

「ひい!?」

　歯を剝むき出だした狂暴な表情を引っ込め、杏奈は剃刀を放り出して頭をかかえた。

　続けて、赤ん坊の頭くらいのサイズの石がいくつも投げ込まれた。

「ひっ――」

　頭をかばい、杏奈はその場にしゃがみ込んだ。

「イオリ！」

　綺き麗れいにガラスがなくなった窓まど枠わくを乗り越えて、クリスタベルがバスルームに転がり込んできた。












「！」

　それに気づいた杏奈が剃刀に手を伸ばした。

　だが、杏奈がふたたび剃刀を振り上げるよりも、クリスが伊織に抱きついてキスをするほうが早かった。

「この――」

　ウォーライクがロードに口移しであたえる〝魔性の血エルフインブラツド〟は、ロードの身体能力と治ち癒ゆ能力を飛ひ躍やく的てきに上昇させ、痛覚を麻痺させると同時に精神を高こう揚ようさせる。それは伊織の体内をめぐっていた薬物の効果を一瞬で打ち消し、超人的な腕力を彼にあたえた。

　超人化した伊織にとって、力任せにロープを引きちぎるくらいわけはない。

「あ……！」

「……いつもとは勝手が違うか？」

　あやういところで剃刀を持つ杏奈の手を摑み止めた伊織は、低い声でいった。

「ひ……！」

　杏奈は伊織の手を必死に振りほどき、ほとんど四よつん這ばいの恰かつ好こうでバスルームから逃げ出した。

「ったく――」

「イオリ、大丈夫？」

「この出血を大丈夫というなら、ま、大丈夫だろうな」

　首のところにクリスを抱きつかせたまま、伊織はすべてのロープを引きちぎって立ち上がった。少女のキスによって摂取したエルフィンブラッドによって、すでに手首の傷はふさがりつつある。

　まだわずかに残っている頭痛とめまいを振り払い、伊織は大きく深呼吸してクリスに尋たずねた。

「――ところでどうしておまえがここにいる？」

「だって、イオリがぜんぜん戻ってこないんだもん！」

　クリスは伊織の首に回した手に力を込め、少年の頰にぐりぐりと頭をこすりつけた。

「おれがいってるのはそういう意味じゃない。どうしてここが判ったのかってことなんだが」

「……判んない」

「は？」

「判んないけど、ただ何となく……イオリがあぶないって感じたから――」

　目を赤く潤うるませ、クリスはもごもごと口ごもっている。彼女自身、うまく説明できないのだろう。これ以上問いただしたところで、クリスが伊織の満足する回答を出せるとは思えない。

「……要するに、野性の勘かんというヤツか」

　いずれにしろ、クリスが伊織の窮地を感じ取って駆けつけてくれたおかげで、九死に一生を得たのである。伊織があれこれ文句をいえた立場ではない。

「それにしても、あの道楽親父には本当に祟られるな。親父の話なんか聞こうと思わなければ、こんな目に遭あうこともなかったろうに――」

　えぐえぐとぐずっているクリスをタイルの上に降ろし、伊織は蛇じや口ぐちをひねって血に汚れた手を洗った。

　その時、どこか遠くで、陰いん鬱うつな鐘の音が鳴り始めた。

　ついさっきまで明るい陽ひ射ざしが降りそそいでいた窓の外が、急速に暗くなっていく。抜けるように晴れ渡った空は、茜あかね色いろと黒を混ぜ合わせたような不気味ないろどりに支配され、吹き込んでくる風もどこか生ぬるく感じられた。

　永えい劫ごうの黄昏たそがれ――〝逢魔が刻トワイライト〟と呼ばれる異世界への扉が開かれたのである。

「……あの女、臆病なくせしておれたちを生かして帰すつもりはないらしいな」

　溜息混じりに呟き、伊織はクリスを連れてバスルームを出た。

　杏奈がこのトワイライトを開いたのはまず間違いない。そこに引きずり込まれた以上、伊織とクリスがここから脱出するためには、杏奈が改心してふたたび扉を開くか、あるいは杏奈を倒す以外にないが、ここまでの経緯を考えれば、杏奈が平和的な解決を望んでいるとはとても思えなかった。

　伊織のシャツの裾すそをしっかりと握り締め、クリスは震える声で尋ねた。

「……ねえ、さっきの人……？」

「ああ、ウォーライクだ。それもずいぶんとたちの悪い、な。……ムカつくぜ」

　エルフィンブラッドがもたらす高揚感が、伊織らしくもない粗そ野やな言こと葉ば遣づかいになってあふれ出してくる。クリスを手にして戦うことになれば、それはさらにエスカレートしていくだろう。

　伊織は決してみずから戦いを望むような性格の少年ではないが、それでも、自分とクリスが生き延びるためであれば迷わず剣を取る。それは、クリスの面倒を見ようと思った時からすでに覚悟していたことだった。

　時が凍こおりついた薄暗い須藤邸の内部を、伊織はゆっくりと進んだ。

「ここ、どこなの……？」

「ここはおれの親父の恩師の家だ。どうやらあのウォーライクは、その恩師のじいさんに暗示をかけてこの家にもぐり込んでたようだな」

　超人化した伊織の耳には、先ほどから、少女のすすり泣く声が聞こえている。

　杏奈が須藤良明をあやつってみずからのロードとしているのだとすれば、須藤もまたこのトワイライトの中にいる。共生関係にあるロードとウォーライクが揃そろっていなければ、トワイライトに入ることはできないのである。

　伊織は応接間を覗き込んだが、須藤と杏奈の姿はなかった。

　さっきから聞こえているすすり泣きの主――杏奈は、応接間のさらに奥へと通じる扉の向こうにいるようだった。

「クリス……おれが合図したら、すぐにもぐれ」

「うん、判った」

　鼻をすすり、少女は力強くうなずいた。

　アルバムを取ってくるといった須藤は、あの扉を開けて奥の部屋へと入っていった。たぶん、須藤の書斎か何かになっているのだろう。

　須藤と杏奈はそこにいる。

　そう確信した伊織は、背後にクリスをかばいながら、静かに扉を押し開けた。




　老学者は椅子に座ったままの姿勢で眠っていた。

　大きな机の上には古いアルバムが積み上げられており、その向こうに開かれた窓の外には、憂鬱な色をした暗い空が広がっている。どこかねっとりと肌はだに絡みつくような風が、気まぐれのようにレースのカーテンをざわつかせた。

「わたしは悪くないのに――」

　白いワンピースに、ところどころ血の染しみをつけた少女が、老学者の膝にすがって泣いていた。

「わたしはただおだやかに暮らしたいだけなのに、みんながわたしの邪じや魔まをする……わたしを、こ、殺そうって――あの人が、あの人たちが……」

「……どの口でいってんだ？」

　伊織は眉間にしわを寄せて吐き捨てた。

「おまえがおれを殺そうとしたんだろうが。こっちは手を出すつもりはねェっていってんのに、おれたちの息の根を止めなきゃ安心できねえのか？」

「だってわたしは弱いんだもの……こうでもしなきゃ自分の身も守れない。自分を守るために、わたし、必死で――」

「必死でおれを殺そうとしたわけか。……っとにムカつくな、てめえは」

　伊織はすでに杏奈の本性を見抜いている。

　弱者である自分が身を守るために何をしようと、それは決して誰からも責められることのない正当な行為であると主張する――しかし実際には偏へん執しつ的てきで非常に危険なウォーライク、それが須藤杏奈だった。

「……だいたい、他人の不幸につけ込むってやり方からして気に食わねえんだよ。そのじいさんと娘さんとの思い出がどんなモンだったか、そいつはおれにも判らねェが、少なくとも、てめえの隠れ蓑に使っていいような安いモンじゃあねえはずだ」

「あなたには、関係ないのに……そんなこと、いわれる筋合い、ない……！」

　ようやく顔を上げた杏奈は、異様にぎらつく瞳で伊織を見据えた。

「関係ねえだと？　バカいえ、ここに閉じ込められてるだけでも大アリだろうが」

　杏奈の恐ろしげな眼光を真正面から受け止め、伊織は笑った。

「関係ねえってんなら今すぐおれたちを解放しろよ。……っつーか、どうせそんなつもりねえんだろ？」

「…………」

「いつまでも被害者ヅラして泣いてるようなら、こっちから仕掛けてもいいんだぜ？　どっちにしたっててめえを倒さなきゃここから出られねえんだからな、おれたちは」

　挑発的な伊織の言葉に、杏奈は涙をぬぐって立ち上がった。さながらその細身の影は幽ゆう鬼きのごとく、爛らん々らんと輝く双そう眸ぼうで伊織を睨ねめつけている。

「クリス」

「うん」

　力強くうなずいたクリスが、絨じゆう毯たんの上に落ちた自分の黒い影の中へと音もなく沈んでいく。そして、それと入れ替わりに、青白い輝きを放つひと振りの剣が影の中から飛び出してきた。

　これこそが、〝変形シエイプシフト〟したクリスタベルのもうひとつの姿――ウォーライクの名にふさわしい、武器としての少女であった。

「こいつらを殺して！　おとうさま！」

　黒髪をかきむしって絶ぜつ叫きようした杏奈は、老人にくちづけをすると、すぐさま自分の影の中へと沈み込んだ。

「……ふん」

　シェイプシフトして現れた杏奈は、燃え上がる炎のように波打つ両刃の凶器と化していた。フランベルジュと呼ばれる、両手持ちの巨大な剣である。もっとも、はかなげだった外見を大きく裏切る凶悪なフォルムは、杏奈の本性を現しているように伊織には思えた。

「…………」

　眠っていた須藤が、影の中から飛び出してきた杏奈を握り締めた。

「……よくよく考えるとやりにくいな」

　エルフィンブラッドを摂取すれば、誰でも常識をはるかに超える身体能力を持った超人と化す。それは須藤のような老人でも例外ではない。

　だが、そのことを差し引いても、伊織としては戦いづらい相手だった。きょうが初対面とはいえ、須藤は父の恩師であり、その境きよう遇ぐうを思えば哀れな老人でもある。

「できれば戦わずにすませたいんだが……無理だろうな」

　強力な暗示にかけられた須藤が、伊織の言葉くらいで正気づくとは思えない。

「杏奈……」

　うわ言のように呟き、須藤が伊織に襲いかかった。つい今まで座っていた椅子がこなごなになるほどのいきおいで、一瞬のうちに伊織の目の前へと迫る。

「！」

　老人の膂りよ力りよくとは思えない重い一撃を受け止め、伊織は奥歯を嚙み締めた。

　すかさず、須藤の細い足が、すさまじい速さで伊織の脇腹へと飛んできた。

「ぐっ……」

　老人のミドルキック一発で、伊織の身体が扉を突き破って応接間まで吹っ飛んでいく。

『イオリ!?』

　すぐさま立ち上がり、伊織は脇腹を押さえて呻うめいた。

「……問題ねえ」

　今の一撃、決して伊織にかわせないものではなかった。クリスをかざして受けに回れば、伊織はほとんどノーダメージ、逆に須藤は右足を膝下から失い、そこで勝負はほぼ決まっていただろう。

　だが、伊織にはそれができなかった。須藤に怪け我がをさせまいとする伊織の意識が、そうすることをためらわせたのである。

　そこに、ふたたび須藤が肉薄してきた。腰溜めに剣を構え、ほとんど身体ごと伊織へ突っ込んでくる。

「あのアマ……！」

　捨て身ともいえる須藤の戦い方に、伊織は杏奈の悪意を感じた。杏奈は伊織が須藤を傷つけられないということを察し、わざとこうした戦い方をしているのだろう。

「ますますムカつくぜ……！」

　伊織の胸をどす黒い怒りが満たしていく。必死に押さえ込まなければ、須藤に対する手加減を忘れてしまいそうになるほど、それはとても激しく危険な感情だった。

　まったくひねりのない突きをかわすと、伊織の目の前にがら空きの須藤の背中がさらされたが、そこに斬り込むことはできなかった。須藤を傷つけずに勝つには、須藤自身にはダメージをあたえることなく、彼が手にしている杏奈を叩き折るくらいのことをしなければならない。

　それが判っているからか、杏奈にあやつられた須藤は、最初から防御のことなど考えていないかのように、無茶苦茶にフランベルジュを振り回して斬りかかってくる。攻撃一辺倒のその戦い方にはつけ入る隙すきがいくらでもあったが、須藤を傷つけることができない伊織は、ただ守りに徹するしかなかった。

『あはははははは！』

　耳みみ障ざわりな杏奈の笑い声が響き渡る。

『イオリ！　この人コワい！』

「おれもだよ。……それ以上に腹ァ立つけどな！」

　肩口や脇腹を斬りつけられ、血が噴ふき上あがっても、伊織は須藤の攻撃をしのぎ続けていた。しかし、ただ単に受けに回っていたわけではない。伊織なりに、頭の中で勝利のパターンを描きながら耐えしのいできた雌し伏ふくの時間が、ようやく終わりを告げようとしていた。

「……そらよ！」

　真っ向からフランベルジュを振り降ろそうとする須藤の手を、伊織は左手一本で受け止めた。その状態で、双方がしばし睨にらみ合あう。

「……そろそろ息が切れてきたんじゃねェの？」

　精一杯憎たらしげに、伊織は唇を吊つり上あげた。

　それもまた、考えてみれば道理であった。確かにエルフィンブラッドはロードを一種の超人に変えるが、それは、ロードが本来持っている力を数倍にパワーアップするということである。単純な腕力や動体視力、治癒能力、そして持久力――そのすべてがたとえ一〇倍になったとしても、決して無限になるわけではない。激しい戦いを長時間続けていれば、数倍化されたスタミナもやがては底をつく。

　まして須藤は老人である。体力や持久力という点では、まだ一〇代なかばの伊織には遠くおよばない。

『くっ……！』

　杏奈が舌打ちし、伊織の手を強引に振りほどいて距離を取った。

　頰から流れる血をそっとぬぐい、伊織は笑った。

「ちょいとした傷ならすぐにふさがるだろうが、好き勝手暴れ回って消しよう耗もうした体力は、そう簡単にゃ回復しねえ。……てめえは調子に乗りすぎたんだよ。自分のロードの年を考えろっての」

　狂暴な闘争心を必死に抑えつけ、迂う闊かつに手を出すことなく須藤のスタミナが尽きるまで耐え忍ぶことこそが、自分の勝利への唯一の道だということを、伊織は最初から理解していた。須藤の捨て身の攻撃をどうしのぐかということより、むしろ自分の衝動をどう押し殺すかということのほうが、伊織には難しい問題だったかもしれない。

　そして今、須藤の体力は限界に来ていた。いかに杏奈が須藤を戦いに駆り立てようとしても、須藤の肉体のほうがそれに追いついていけない。

　それでも、杏奈の狂暴な殺意だけは萎なえることはなかった。

『あんたなんか――！　きいいい！』

　金切り声をあげるフランベルジュが、ふたたび縦横に空気を切り裂いて伊織に迫る。だが、そこに最初の頃のスピードはもはやなかった。

　伊織は冷静にその動きを目で追いかけ、紙かみ一ひと重えのところでたくみにかわしながらクリスを振るった。須藤の身体には毛筋ほどの傷すらつけることなく、杏奈だけを――フランベルジュの刀身を狙ねらって、容赦なく叩いていく。

『いたいいたい！　いたいよ、イオリ！』

　刃と刃がかち合うたびに、クリスが細かく震えて伊織に痛みを訴えた。

「大丈夫だ。向こうのほうがもっと痛い」

　シェイプシフトしたウォーライクの刃がもし砕け散るようなことがあれば、そのウォーライクはまず間違いなく死にいたる。しかし、伊織の感触では、クリスの刃が折れることはまずありえない。もともとが臆病で怖がりだからわめいているが、ウォーライクとしての力は杏奈よりもクリスのほうが上だと確信している。

『ひっ、ひとごとだと思って――いたっ！　いたたたたっ！』

「泣くな！　すぐに終わらせてやる！」

『勝手なことをいうな！　終わるのはあんたたちのほうだろ！』

　闇雲に振り回していてはますます須藤の体力が消耗すると考えたのか、ひとたび深く引き戻されたフランベルジュが、一転、鋭い突きとなって飛んできた。

「いいや、てめえが消えて終われ」

　壁を背負っていた伊織は、右にも左にも身をかわさなかった。

『！』

　杏奈の刀身がそのなかほどまで壁にめり込んだ時、伊織は須藤の頭上にいた。須藤の突きをぎりぎりまで引きつけた上で、垂直にジャンプしてかわしていたのである。

「おれはもう、家に帰りてえんだよ」

　ぼそりともらした伊織の身体がくるりと回転し、その遠心力と重力加速度を加えたクリスの刃が、壁から生えていたフランベルジュの刀身を直撃した。












『―――』

　その瞬間の杏奈の悲鳴は、フランベルジュがまっぷたつに折れる音のせいでよく聞き取れなかった。




　フランベルジュの残ざん骸がいが影の中に沈み、それに代わって、血まみれの杏奈が影の中から浮上してきた。

「お、おまえらの、せいで――」

　床に這いつくばった杏奈の背中を、無む惨ざんな傷きず跡あとが斜ななめに横切っている。それがウォーライクにとっても致ち命めい的てきな傷であるということを、伊織はさして多くない戦いの中ですでに学んでいた。

　杏奈は猛もう禽きんの爪つめのように大きく開いた両手の指先で絨毯をかきむしりながら、恨めしげなまなざしで伊織を睨め上げていた。

「おまえのせいでおまえのせいで、おまえの、せ、いで――」

「うるせえ。自業自得だ」

　杏奈の恨み節を一いつ蹴しゆうし、伊織は須藤を見やった。

　須藤は床の上に倒れて気を失っていたが、これといって外傷はなかった。一時的にひどく消耗した状態ではあったが、それも、体内にわずかに残ったエルフィンブラッドが補ほ嗔てんしてくれるだろう。しばらくすれば、何ごともなかったかのように目を醒さますに違いない。

「…………」

　伊織が視線を戻した時、杏奈の身体はほとんど消えかかっていた。傷ついたその身体全体が淡く輝き、細かな光の粒と化して四肢の先端のほうから蒸発していく。

　これが、ウォーライクの最期の姿だった。

　伊織の手を離れてもとの姿に戻ったクリスは、目の前の光景から目を背そむけ、伊織の腹に顔を押しつけている。確かに少女が見ていて気分のいいものではないだろう。

　遠くでまたあの鐘が鳴り始めた。

　杏奈の敗北によって、トワイライトの扉が開き始めていた。

「――――」

　完全に消滅するその間際まで、杏奈は伊織を見つめていた。もはや声も出なくなった口をぱくぱくさせ、ただその瞳だけは不気味な眼光をたたえたまま、自分たちのささやかなしあわせを破壊した伊織を恨み続けて杏奈は消えていった。

「……自分に非があるなんてことは、コレっぽっちも思ってねえんだろうな」

　伊織はクリスを抱きかかえて須藤邸を抜け出した。じきに伊織たちは――須藤も――このトワイライトから現実世界へと放り出される。ここであった激闘の痕こん跡せきなど何もない、何も起こらなかった現実世界に立ち戻って、伊織にはまだやらなければならないことが少しだけ残っていた。
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　日当たりのいいテラスで、老学者がロッキングチェアに揺られている。

　日は中天をすぎ、少しずつ西に傾きつつあったが、日没までにはまだ間がある。じんわりと熱を帯びたコンクリートタイルの上で、老学者の影もゆらゆらと揺れていた。

　老人は一枚の写真をじっと見つめていた。ずいぶんと褪色し、端のほうがすり切れた古い写真である。

「……お嬢じようさんの写真ですか？」

　少し離れたところに座っていた宮本伊織が、須藤良明にそっと尋ねた。

「ああ……」

　老人は伊織に写真を差し出し、深く溜息をついた。

「私が四〇をすぎてからようやく授かった娘だった……。妻にも先立たれて、研究のほかにはこの子だけが私の生き甲斐だったんだがね」

　写真の中の少女は――おそらくまだ中学生にもなっていないのだろう――大きな麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶって微笑ほほえんでいた。その脇に立っているのは、今よりもずっと若い須藤と、その教え子だった頃の伊織の父――今の伊織とほんの五歳ほどしか違わない、青年時代の宮本康頼だった。

「ええと、きみは――」

「宮本伊織です」

「ああ、そうだった。……すまんね、どうもこの頃は物忘れがひどくて。年は取りたくないものだよ。起きていても昔のことばかり考えてしまうし、眠れば眠ったで、やはり昔のことを夢に見る。それが老人という生き物なのかもしれんが――」

　ぼそぼそと呟いた須藤は、眠たげなまなざしを転じ、庭先に置かれていた錆さびだらけのブランコを見やった。

「……ちょうどあの子ぐらいの年頃だった……」

　ぎこぎこときしみをあげるブランコで、クリスが鼻歌を歌いながら遊んでいる。それを見つめる須藤の横顔には、どこか哀しげな笑みが浮かんでいた。

「うちの娘はきみのお父上にぞっこんでね。宮本くんが結婚すると聞いた時には、本当に落ち込んでいたよ」

「そうですか……」

「その杏奈も、今のきみの年になる前に、母親のもとに逝いってしまったが」

　それからは教職も辞し、この家でひとり暮らしを続けていると、須藤はいった。

　あの偽者の杏奈が消滅したことで、須藤にかけられていた暗示は解け、そして記憶の一部も書き換えられた。ウォーライクを失ったロードは、ウォーライクとともにいた間の記憶を失う。最初からウォーライクなどいなかったものとして思い出を修正されてしまうのが、ウォーライクを守りきれなかったロードの宿命だった。

　自分がつい一時間前まで杏奈と暮らしていたという事実は、すでに須藤の記憶から綺麗に消え去っている。須藤にとってあのウォーライクとの日々は、いつわりに塗りかためられていたかもしれないが、しかし、そこに哀しみはなかった。強い暗示にかけられていた間、須藤は鬱うつ々うつとした哀しみから解放され、彼が本来求めていたはずの、娘とのおだやかな日々を送っていたことは間違いない。

　それを、真実ではあるが過か酷こくな現実に引き戻したのは、ほかならぬ伊織だった。

「…………」

　やさしい噓とやさしくない真実――老い先長いとはいえないこの老人にとってどちらがよかったのか、伊織はその答えを自分で出したくはなかった。

　伊織はペンキの剝はげたベンチから腰を上げ、須藤の膝の上に写真を返した。

「……先生、そろそろ失礼します」

「悪いね。ろくなもてなしもできずに。いつもなら、お茶くらい――あれ？　どうしていたのかな？　誰かにやっていてもらったような気がするんだが……」

「いえ、いいんです。急に押しかけたのはこちらですし」

　ブランコからいきおいよく飛び降りたクリスが、伊織のもとに駆け寄り、その腰にしがみついた。

「おれはただ、父のことをお知らせしたかっただけですから」

「……お父上が無事に帰ってくることを祈っているよ」

「ありがとうございます」

　クリスの頭を押し下げながら深く一礼し、伊織は今度こそ本当に須藤邸を辞去した。

「イオリ……」

　長い林を抜け、急な石段を降くだっている時に、不意にクリスが口を開いた。

「いいの？」

「何がだ？」

「あのおじいさん――」

「いいも何も、もうどうしようもないだろ」

　あの老人に伊織がしてやれることは何もない。何ともやりきれないものをかかえて、伊織は思わず呟いた。

「唯一の救いは、あの先生が、娘を二度失ったことを覚えていないってことだな」

「イオリのせいじゃないよ」

　クリスが伊織の手をきゅっと握り締める。

「そうだな……」

　これからも伊織は同じような後味の悪さを感じることがあるだろう。クリスを守ってロードとして生きていくかぎり、伊織が戦いから逃れることはできない。

　だが、この生き方を選んだのは伊織自身だった。クリスもろともいまさらそれを放り出すのは、伊織の矜きよう持じが許さない。身勝手な父親を反面教師として成長してきた伊織は無責任な人間が大嫌いであり、それ以上に、自分がそうした無責任な人間になることが我慢ならないのである。




　伊織はクリスの手を少し強く握り返し、西日に目を細めた。

　時をわきまえないトラツグミの気味の悪い鳴き声が、どこか遠くから聞こえてきた。






















　サリエリのオペラに見入るまなざしは氷のように冷たい。

　赤い唇くちびるは気難しげに結ばれたままだが、それが笑みにほころんださまを思い浮かべるだけで、男なら胸中に勃ぼつ然ぜんと湧わき上あがってくる思いを抑えられなくなるだろう。

　ととのいすぎともいえる美び貌ぼうの持ち主は、彼女を知る者たちから、ただ、ラ・ベルとだけ呼ばれている。

〝美女〟という意味である。

　しかし、より深く彼女を知る幾いく人にんかは、彼女のことをラ・ベル・ダム・サン・メルシィと呼ぶ。

〝無む慈じ悲ひで美しい人〟という意味である。

　美しく無慈悲なラ・ベルは、広いボックス席を貸し切り、ソファに身をうずめてステージを見つめている。その両脇には、彼女がジョンにキーツと呼ぶ黒ずくめの美青年たちが、直立不動の姿勢で侍じしていた。

「マダム」

　右側に立っていたキーツが、ラ・ベルに何ごとか耳打ちした。

「いいじゃない」

　美女の唇が吊つり上あがる。

「――サリエリは飽きたわ。退屈しのぎにちょうどいいじゃない」

　彼女の言葉が終わらぬうちに、どこかで鐘の音が鳴り始めた。

　劇場に朗々と響き渡るソプラノの歌声をかき消し、代わりに鳴り始めた陰いん鬱うつな鐘の音が、好こう事ず家かたちの集つどう空間を永遠の黄昏たそがれ色いろにまたたく間に染め上げていく。

「――――」

　茜あかね色いろに支配された視界に目を細め、ラ・ベルが両手を左右に広げる。ジョンとキーツがその手をうやうやしくいただき、手の甲こうにそっと口づけると、ふたりの美青年はおのが影の中に静かに沈んでいった。

「ペルスヴァル！」

　声こわ高だかに呼ばわりながらラ・ベルが立ち上がると、主を失ったはずのふたつの影の中から、黒光りする一いつ対ついのサーベルが飛び出してきた。

『……息災だったか……？』

　舞台の上の役者たちも、オーケストラピットの演奏者たちも、そして満座の観客たちも、すべてが幻まぼろしのように消え去ったうつろな劇場空間に、不気味にくぐもった男の声が響いた。

　両手にサーベルを握り締め、ラ・ベルはふたたび呼ばわった。

「あなたがイタリアに来るなんて珍しいわね。いったい何の用？」

『……俗ぞく世せの塵じん埃あいにまみれた暮らしをしていると、たまにこうして――』

「わたしの顔が見たくなる、なんて安い世せ辞じならいらないわ」

　男の声をさえぎり、ラ・ベルは鼻を鳴らした。

「これといって用がないのなら、さっさとウェールズにお帰りなさいな。無骨なあなたにはミラノのような華やかな街は似合わないんじゃなくて？」

『……相変わらずだな……』

　姿の見えない男は、にべもないラ・ベルの言葉に苦笑したようだった。その声に、明らかにそれと判わかる猛獣の息づかいがかさなって聞こえる。

『おまえは見つけたか……？』

「……何を？」

『……我々は〝詩人ミンストレル〟だ。だが、我々が歌うべき詩はどこにある？　我々が記した〝書レボル・シオグ〟は、今どこにある……？』

「放っておいても誰だれかが見つけるわ」

『……だろうな。それがいにしえよりの習いだ。……では、もし私が最初に見つけたなら、〝書〟の巻頭には私の名を書きつけることにしようか……』

　姿のない男が低い声で笑った。

『おまえが何もしないのなら、それはそれでよかろう。ただ存在し続け、詩をつむぎ続けるだけで、我々の役目は果たせる。……ただ、私はそれだけではつまらんと感じるたちでな。暇ひまを持てあましているおまえとは違う』

「――――」

　男の声に嘲あざけりの色が混じったと見えた刹せつ那な、ラ・ベルは両手のサーベルを振り降ろした。その切っ先から空間を引き裂いて飛んだ衝撃の刃が、劇場右手側の天てん井じよう桟さ敷じきの一角を吹き飛ばす。鳥の巣箱を思わせるゴンドラ席の柱ががらがらと崩くずれ落おち、粉ふん塵じんが舞い上がった。

『……本当に変わらんな、おまえは……。そういうところが、私や〝男だん爵しやく〟には可か愛わいらしく思えるのだが』

「小娘あつかいはよしてちょうだい」

『ならばそう甲かん高だかい声でわめくな。……私の〝ペット〟を抑えておくのは、これはこれで疲れることなのでな……』

　男の低い笑い声に、獣の唸うなり声ごえが連なる。

　敵を威い嚇かくするかのようなその声に、ラ・ベルはすばやく左右に視線を走らせた。しかし、黄昏に包まれた劇場には、今はラ・ベルしかいない。

『……まあいいだろう』

　ひとしきり笑ったあと、男は軽く嘆たん息そくした。

『おまえのささやかな楽しみを邪じや魔まして悪かったな。サリエリだかワグナーだか知らんが、せいぜいゆっくり楽しんでいくがいい……』

「待ちなさい、ペルスヴァル！」

　はっと顔を上げたラ・ベルは、広い天井の中央にぶら下がっていたシャンデリアに向けてサーベルを一いつ閃せんさせた。

「――――」

　実にきらびやか、まことに豪ごう奢しやなクリスタルの雨を降らせて、天井に開いた大きな穴から、何か巨大な黒いモノ――翼を持ったシルエットが飛び去っていくのをラ・ベルは見た。

「……いいたいことだけいって、さっさと逃げたわね、あの男……」

『マダムのお株を奪われた恰かつ好こうですね』

　忌いま々いましげに舌打ちするラ・ベルの右手の中で、サーベルが笑うように震ふるえた。

「ひと言余計よ、キーツ」

『失礼いたしました』

「……ふん」

　ふたたびあの鐘の音が鳴り始めたのを聞いたラ・ベルは、両手のサーベルを無む造ぞう作さに放り出した。凍こおりついていた黄昏色の時間がふたたび動き始め、長い歴史を持つ劇場に華やかな活気が戻ってくる。

　美女の手を離れたサーベルは、床に落ちた影に吸い込まれ、すぐにまた黒ずくめの青年の姿に変じて現れた。

「ジョン」

「何でしょう？」

「何といったかしら？　あの娘は――」

「マラハイドですか？」

「そう、それ」

「あの娘が何か？」

「あの子を連れて出かけるわよ。……そろそろ新しい〝鞘ロのー主ド〟を捜さがしてあげないとね」

「どちらにお出かけで？」

　ラ・ベルはその問いには答えなかった。

　ただ面白くもなさそうな表情で、頰ほお杖づえをついて舞台上の役者たちを見つめている。

　そんな横顔も、ラ・ベルはとても美しかった。
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　春先のぬるい雨の中に、アルコールの匂いが混じっている。

　すでに時刻は午前二時を回っていた。

　色とりどりのネオンライトの光彩が雨あま粒つぶにぼんやりとにじみ、アスファルトの上に二重になって映り込んだその上を、足元のおぼつかない男と女が歩いていく。

　タクシーばかりが目立つ大通りに出てきたところで、男は女の腰に回していた手をほどいた。

「大丈夫ですか、智ち恵えさん？」

「うん……」

　顔を赤くした女は、男の胸に額ひたいを押しつけるようにして寄りかかった。ずいぶんと酔いが回っているらしい。

「やっぱりオレがクルマで来ればよかったですね。そうすれば智恵さんを家まで送っていけたし、そのぶん長くいっしょにいられたのに」

「それは嬉うれしいけど……でもいいのよ。それじゃ健けん二じくんがお酒飲めないし、それにウチの人に見つかったら困るから」

「それは確かに怖いな」

　唇を吊り上げ、男――由ゆ良ら健二は薄く笑った。

　雨の降る夜の街に、ひとつ傘かさの下で身体からだを寄せ合う男女の姿は特に珍しくもない。

　しかし、由良健二は、自分たちの関係が、世間一般のカップルよりもはるかにリスキーで、そして不ふ毛もうだということを自覚している。

　自覚してはいるが、それを決して表情には出さない。上かみ条じよう智恵の前では笑顔しか見せないのも、健二の〝仕事〟のひとつだった。

　智恵の背中をそっと撫なでながら、健二はタクシーを停めた。

「智恵さん、ほら、タクシー」

「ごめんねぇ、健二くん……あしたは朝から用事があって、どうしても帰らなきゃいけないんだあ」

「別にいいよ」

　健二は年に似合わない甘ったれた智恵の口く調ちように苦笑した。ふだんはさほどでもないのだが、酒が回ると、智恵はかならずといっていいほどこうなる。

「ああ、そうだ」

　タクシーの後部座席に乗り込んだ智恵に、さも今になって思い出したかのように、健二は白いジャケットのポケットから、細いシルバーのチェーンを取り出した。

「――これ、智恵さんに」

「えっ？」

「こんな安物、智恵さんにあげるのもどうかと思ったんだけど、オレ、いっつも智恵さんにご馳ち走そうしてもらってばっかりだし、プレゼントももらってばっかりだからさ。たまには何かお返ししようと思って……」

「そんなの気にしないでいいのに……」

「いや、オレ、一応男だから」

「健二くん……」

「じゃ、気をつけて」

　銀の鎖くさりを握り締める智恵に軽くキスをして、健二はタクシーから離れた。

「…………」

　走り出したタクシーのリアウインドウ越しに、智恵がずっと手を振っている。それをしばらく笑顔で見送っていた健二は、タクシーが交差点を曲がって見えなくなると、唇を拳こぶしでぬぐってきびすを返した。

「……さすがにあのシチュでタクシー代はおねだりできねェよな」

　腕時計で今の時刻を確認し、健二は溜ため息いき混まじりにぼやいた。深夜料金のタクシーで居眠りしながら帰宅するより、どこかで三時間ほど時間を潰つぶして始発で帰ったほうがよほど安くつくだろう。

　そう思って駅のほうへ歩を進めた健二は、すでにシャッターの降りたブティックの軒のき先さきで雨宿りをしている少女に目を留めた。

　年の頃は一四、五歳、もし警察に見られようものなら、即座に補導されてもおかしくない。ゴシックパンクスタイルに大きなヘッドホンが特徴的な、文句なしの美少女である。

　そんな少女が、膝ひざをかかえて雨を避け、何が面白いのか、さっきからずっとケータイをいじっている。ときおり男たちが声をかけているようだったが、それもすべて無視して、少女はただじっとそこにしゃがみ込んでいた。

　ブティックの向かいのファーストフード店で、酔よい醒ざましに熱いコーヒーをすすった健二は、ハンバーガーとドリンクをテイクアウトして店を出ると、傘をさして少女のもとに歩み寄った。

「腹が空すいてんだろ？」

「…………」

　唐とう突とつな健二の言葉に、少女が顔を上げた。

「オレ、腹が空いてるガキは見ただけで判わかるんだ。いいから食えよ」

　なかば無理矢理少女にハンバーガーの袋を押しつけ、健二は笑った。

「……どうでもいいけど、こんなとこでぼーっとしてたら、タチの悪い連中に目ェつけられて、おまえのほうが食われちまうぞ？」

「…………」

　健二の言葉の意味が判らないということはないだろうに、少女はまばたきもせずにじっと健二の顔を見つめている。声をかけた健二のほうが居心地が悪くなるほど、そのまなざしはまっすぐだった。

「……ま、元気でやれよ。じゃあな」

　小さく咳せき払ばらいをして、健二は駅に向かって歩き出した。

「……とてもじゃないけどこれじゃ足りません……」

　がさごそと袋の中身を確認した少女が、去っていく健二の背中に向かってかぼそい声で呟つぶやいたが、雨音に邪魔をされ、それは健二の耳には届かなかった。
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「由良健二――さん？」

　不意に自分を呼び止める声に、地面に落ちていた健二の視線が上向いた。

　駅へ向かう健二の正面に、黒い傘をさした女が立っていた。

「……？」

　デキるキャリアウーマンを思わせる黒いダブルのスーツにサングラス、背中の中ほどまで流れる髪は見事な銀色――と、一見しただけで、そのへんの夜の女たちとは明らかに異質な存在だと判る。

　もちろん、健二の知り合いではない。

　女はわずかにサングラスをずらして健二を見やった。

「由良健二さん……ですよね？」

「そういうあんたにオレは心当たりがないんだけどな」

「そうでしょうね」

「見ず知らずの人間が自分のことを一方的に知ってるってのは、あんまりいい気分がしねえな」

「判ります」

　女が軽く肩をすくめたのを見た次の瞬間、健二はみぞおちに重い衝撃を感じて吹っ飛んだ。

「――ぐ」

　いきなり腹を蹴けられたのだと気づいた時には、もう健二は立てなくなっていた。激しい痛みに声を出すどころか満足に息もできず、濡ぬれたアスファルトの上で身を折るしかできない。

「お、おま……っ」

　どうにか首をもたげて女を睨にらみつけた健二の身体が、今度はふわりと浮いた。

「!?」

　健二の背後に回り込んだ女が、ジャケットの後ろ襟えりを摑つかみ、横手の細い路地の奥へと放り投げたのである。あまりに無造作に、しかもこともなげにやられたおかげで、ゴミ箱の山に背中から突っ込むまで、健二には自分が投げられたのだということを実感できなかった。

「ぐは――っ」

　ゴミに埋うもれたまま、健二は必死に身を起こそうともがいたが、手足にまったく力が入らない。

「…………」

　ざっとあたりを見回し、誰も騒ぎ立てる者がいないのを確認した女は、スーツの内ポケットに手を差し入れた。

「……夜分遅くにすみません。わたくしです」

　取り出した携けい帯たい電でん話わでいずこかに連絡を取りながら、女は健二のほうへと近づいてきた。

「奥さまはタクシーに乗ってもうお帰りになられました。先方と少し話し合ってから、わたくしも戻ります。詳しいお話はその時にでも」

　手短に通話を終えた女は、携帯を懐ふところにしまい、ようやく半身を起こしたばかりの健二の胸に足をかけた。

「由良健二さん」

「ぐ、ぅ……っ」

　女の右足に少しずつ力が込められ、健二の身体がふたたびゴミの山に埋もれていく。息苦しさに、健二の顔が真まっ赤かになっていった。

「――あなたもこのくらいのリスクは覚悟の上だったと思いますが」

「な、にが――」

「奥さまのことです。――いまさら知らなかったではすみませんよ？」

　女は健二を強引に引きずり起こし、軽く平手打ちをした。

　ただ、軽く見えたその平手には、プロボクサーも舌を巻くほどの破壊力があった。

「！」

　重いフックを食らったかのように、健二はその場で無ぶ様ざまに半回転し、今度はうつ伏せにゴミの中に突っ伏した。

　口の中に血の味が広がっていく。唇が切れ、奥歯がぐらついているのが健二にも判ったが、その唐突な暴力に対して反撃するだけの気力はすでに失うせていた。

　平手を打った手をこれ見よがしにハンカチで拭ふき、女は健二を見下ろした。

「これに懲こりたら、二度と奥さまには近づかないようにお願いします」

「……オレはそれでもいいんだけどさあ」

　血のにじむ唇をゆがめ、健二は弱々しく笑った。

「智恵さんのほうからオレに連絡を取ってくるんだぜ？　そいつもオレのせいか？」

「あのかたが既婚者だということは由良さんもご存じのはずです。それを承知で密会を続けていた以上、あなたに弁解の余地はないと思いますよ。あなたがたがいつどこで何をしていたか、こちらには充分な証拠がありますから」

「証拠集めて裁判でもする気かよ……？」

　どうにか仰あお向むけに寝返りを打った健二は、震える拳で唇をぬぐった。

「――だったらオレは、あんたを傷害罪で訴えるぜ？」

「こちらとしては、そういう泥仕合は望んではいません。もちろん裁判をするつもりもありませんよ。――今夜はまあ、警告だと思ってくだされば」

「警告……？」

　健二の前にしゃがみ込んだ女は、すでに金額の書き込まれた小切手を取り出し、動けない健二の胸のポケットに押し込んだ。

「……手切れ金のつもりかよ？」

「いえ。勝手にすべって転んだあなたへのお見舞いですよ。……ほら、頰のところが腫はれてらっしゃる」

「手切れ金じゃなくて示談金か……」

「どう受け止めようと、それはあなたの自由ですよ、由良さん」

　健二の胸を軽く叩たたき、女は立ち上がった。

「――とにかく、これ以上あなたが奥さまとかかわらなければすむ話です。あなたの賢明な判断に期待していますよ。わたくしとしても、あなたのご自宅にまで乗り込むような面倒な真ま似ねはしたくありませんし」

　暗に健二の住んでいるところも把は握あくしているのだといい置いて、女は足早に立ち去った。

「…………」

　雨が健二の身体から体温を奪っていく。

　しかし、健二はまだ立ち上がることができなかった。今になって回ってきた酔いのせいで視界が渦うずを巻き、四し肢しにも力が入らない。

　そのうち、だんだんと気が遠くなってきて、健二はふたたびアスファルトの上に突つっ伏ぷした。

　意識が完全に失われる寸前、誰かがすぐそばにやってきたような気がしたが、健二にそれを確かめるすべはなかった。
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　おいしいね。

　おにいちゃんおいしいね。

　ハンバーガーってはじめてたべたよ。

　ポテトもおいしいね。

　おかあさんがいなくっても、おにいちゃんがいればいいよ、わたし。

　おかあさんがいないほうがいいよ、わたし。

　ねえ。

　おにいちゃんもたべなよ。

　さっきからわたしばっかりたべてるもん。




「いや、にいちゃんはいい――」

　自分が発したやけにはっきりとした寝言で、健二は目を醒ました。

　軽い頭痛に急せかされるように、混こん濁だくしていた意識が急速に澄んでいく。

　智恵と別れ、コーヒーを一杯飲み、とりあえず駅に向かおうとしたところで物騒な女に呼び止められ、そして――。

　そこまで記憶の確認がすんだところで、健二は大きく深呼吸した。

　もう夜明けが近いのか、あたりは白々と明るかった。すでに雨もやみ、代わりに冷ややかな霧きりがしっとりと立ち込めている。

「何がいいんですか？」

「うわ!?」

　不意に視界に飛び込んできた少女のアップに、健二は小さな悲鳴をあげた。












「オレはいいオレはいいって繰り返してましたよ？」

「…………」

　たっぷり一〇秒、驚きの表情のままでかたまっていた健二は、それがあのブティックの軒先にしゃがみ込んでいた少女だということを思い出した。

「えーと……」

　健二が目醒めたのは、煉れん瓦が敷じきのプロムナードに置かれたベンチの上だった。そこに健二は、少女に膝ひざ枕まくらしてもらう恰好で横たわっていたのである。

　いまさらのようにそれに気づいた健二は、慌あわてて身を起こした。

「……どういうことかな？」

「はい？」

「確かオレは――」

　銀ぎん髪ぱつの女にヘビーなビンタを食らった顔に触れてみたが、不思議なことに痛みはなかった。切れたはずの唇をぬぐってみても、乾きかけの血がぽろぽろと落ちるだけで、痛みどころか腫れや傷すらない。

「……あれ？」

「どうしたんですか？」

「いや……ひょっとして、きみが――？」

「はい？」

　健二の曖あい昧まいな問いかけに、少女はただにこにこと笑っている。

　いつの間にか酔いもほとんど醒めている。乱れた髪をととのえた健二は、少女を見やって苦笑した。

「……よく判らないけど、世話になっちゃったみたいだな」

「別にわたしは何もしてませんよ」

「美少女の膝枕ってのはそんなに安いもんじゃないよ。――ところできみ、名前は？」

「マラハイドです」

「え？」

　耳慣れない響きに、健二は思わず聞き返した。

「マラハイドです」

「ま……マラハイド？」

「はい」

「それはまた……珍しい名前だな」

「そうですか？」

「まーちゃんって呼んでいいかい？」

「いいです」

「そっか」

　いきおいをつけてベンチから立ち上がった健二は、軽く首を回してマラハイドを振り返った。

「――世話になったお礼に何かおごるよ。っていっても、この時間じゃ、開いてる店も限られてるけどさ」

「別に何もお世話なんかしてないんですけど……でも、ご馳走してくれるんだったら、あれがいいです」

　そういってマラハイドが指差したのは、数時間前に健二がコーヒーをすすっていた、二四時間営業のファーストフード店の看板だった。

「……あんなとこでいいのか？　少し行けばファミレスもあるぜ？」

「あれがいいんです」

「まーちゃんがいいってんなら、まあ、オレはそれでいいんだけど」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、健二はマラハイドを連れて店に入った。

　日中はひどく混み合う店内も、さすがにこの時間はがらんとしていた。明らかに仕事帰りといった感じの水商売風の女に終電を逃した学生が数人、テーブルに突っ伏してうつらうつらしている。

　ポケットから取り出した棒つきのキャンディをなめながら、健二はレジカウンターの前に立った。

「――で、何がいい？」

「ハンバーガーがいいです」

　マラハイドはメニューの中で一番安いハンバーガーを指差した。

「これを――」

「そんなのでいいのか？　ホントに？」

「これを、とりあえず一〇個ください」

「――え？」

　マラハイドの言葉に、健二とバイトの青年が同時にかたまった。

「……駄だ目めですか？」

「いやいやいや、駄目ってことじゃなくて――」

　そんなに頼んで食べきれるのか？　と問いただそうと思ったが、結局、健二は少女の要求通りにオーダーした。ハンバーガーくらいでケチケチしたことをいいたくなかったし、もしマラハイドが残したとしても、健二が食べればいい。さいわい、健二もなぜかひどく空腹だったのである。

「いただきます」

　テーブルに着くなり、マラハイドは健二にぺこりと頭を下げ、さっそくハンバーガーに手を伸ばした。

　決してがっつくわけではない。しかしマラハイドは、淡たん々たんと休むことなくハンバーガーをかじって胃の中に落としていく。三個食べても五個食べても、そのペースはまったく落ちない。

　その姿を間近に見ていた健二は、マラハイドが「とりあえず――」といった意味をすぐに理解した。このぶんなら一〇個くらいあっという間に片づけてしまうだろう。

「……大食いギャルってヤツ？」

「はい？」

「いや……もっと食べるだろ？　あと五個くらいいけそうかい？」

「一〇個お願いします」

「……ＯＫ」

　口の中のキャンディをかろんと転がし、健二はふたたびカウンターに向かった。
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　ソファに腰を降ろした上条智恵は、あからさまに不機嫌そうだった。ひょっとするとまだアルコールが抜けきっていないのかもしれない。背もたれに身をうずめ、眉み間けんにしわを寄せてこめかみを押さえている。

「……智恵」

　長い沈ちん黙もくを間にはさみ、上条慎しん太た郎ろうはおもむろに口を開いた。

「きみには、もう少しきみの立場というものを理解してもらいたい」

「……立場？」

　智恵が溜息混じりにじろりと夫を見やる。一瞬そのまなざしに気け圧おされそうになった慎太郎は、小さく咳払いをし、書しよ斎さい机づくえの上に身を乗り出して続けた。

「きみは僕の妻だ。上条家の嫁だ。……勝手気ままができるそのへんの小娘ではないんだよ」

「わたしは家につながれるためにあなたと結婚したわけじゃないの。――第一、夫らしいことなんか何ひとつしてくれないあなたに、いまさらそんなこといわれたくないわ。あなたはわたしより仕事が大事なんでしょう？　ならそれでいいじゃない。あなたもわたしも好きなようにやっているだけよ」

「だから、きみにも上条家の人間としての立場が――」

「立場立場って、あなたが心配なのはあなた自身の立場でしょう？」

「む……」

「奥さま」

　顔を赤くして言葉に詰まった慎太郎に代わり、明るい書斎の窓辺にじっと立ち尽くしていた黒いスーツの女が口を開いた。

「いい加減に子供のようなことをおっしゃるのはおやめください」

「さっきから思ってたんだけど……あなた誰？」

　夫に向いていた視線が女に向かう。

「奥さまのボディガードをおおせつかりました、テルドーナと申します」

「ボディガード？」

　慇いん懃ぎんに一礼した女と夫の顔とを交互に見やり、智恵は怪け訝げんそうに目を細めた。

「ご安心ください。これでも格闘技や護身術全般に精通しておりますので」

「誰もそんなこと心配してないわよ。……ボディガードなんていらないっていいたいの、わたしは」

「そういうわけにはまいりません。……悪い虫がつかないようにしませんと」

　そういって、テルドーナは小さな手帳を開いた。

「由良健二――」

「――――」

　テルドーナの口から出てきたその名前に、智恵は反射的にソファから立ち上がっていた。

「……何なの？　あなた、何がいいたいの？」

「悪い虫から奥さまをお守りするのがわたくしの役目ですので」

「そんな……そんなこと、頼んでないでしょ!?」

「もちろんです。わたくしの雇い主は奥さまではなく、上条社長ですので」

「……！」

　智恵の視線が厳しさを増して夫を捉とらえた。

「彼は関係ないでしょう？　これまでと同じ、ちょっとした遊びじゃない！　別にわたし、健二くんとは――」

「そう、これまでもだよ」

「え……？」

「僕はね、きみのそういうちょっとした遊びとやらを、これまでもずっと大目に見てきたつもりだ」

　慎太郎は深い溜息をついて呟いた。

「……だが、どうも今回の遊びは単なる遊びで終わりそうにないらしいじゃないか。それが僕にはね、どうにも我が慢まんがならないんだよ。きみがそうしてその青年をかばうようなことをいったことさえ、僕には妬ねたましくて仕方がないんだ」

「あなた――」

　智恵の言葉をさえぎり、テルドーナが冷淡に告げた。

「由良健二には、その旨むねをすでに伝えておきました」

「！　いつよ!?　いつ？」

「昨夜です。奥さまが由良健二と別れた直後に、わたくしが」

「まさか――まさか、あなた健二くんに!?」

「さて」

「あなた――」

　含むようなテルドーナの態度に智恵は大きく目を見開いた。その瞳ひとみが潤うるみ、たちまち涙をなしてこぼれ落ちていく。

「健二くんに……ひどいことしたのね!?　したんでしょう！」

「とんでもない。ただ話し合いをしただけですよ」

「噓うそ！」

「噓と決めつけられるのは心外ですが」

　さっきまでの不ふ貞て腐くされた態度から一変し、しくしくと声を押し殺すようにして泣き崩れた知恵に、テルドーナは相変わらずの淡々とした調子で告げる。憎らしいほどのポーカーフェイスだった。

「――奥さまにまずご理解いただきたいのは、奥さまと由良健二との関係は、世間一般では不倫といわれるものだということです。まさかその自覚がおありでなかったということはないでしょう？」

「それは……っ」

「つまり、社長には奥さまと由良健二を訴える権利があるということです」

「訴えるなんて、大おお袈げ裟さな――」

「妻を持つ夫としての正当な権利です。別に大袈裟ではありません。……そして、裁判になれば由良健二には一パーセントの勝ち目もない」

　テルドーナは、手帳にはさんでいた数枚の写真を智恵の前のローテーブルの上に置いた。どの写真にも、夜の街を背景にして親しげに歩く智恵と健二の姿が写っている。浮気の証拠はいくらでもあるといいたいのだろう。

　涙で頰を濡らしていた智恵は、その写真を手に取り、やにわに引きちぎった。

　びりびりと写真が破られ、ただのゴミに変わっていくのを平然と見守りながら、テルドーナはいった。

「……もちろん社長には、奥さまの不貞を裁判を起こしてまで訴えるおつもりはありません。社長はただ、奥さまと〝夫婦〟をやり直したいと考えていらっしゃるだけなのです。そのためには、まず奥さまがあの青年と別れて、身辺を綺き麗れいになさっていただかなければなりません」

　テルドーナがそう説明している間も、智恵はまるで癇かん癪しやくを起こした子供のように、不貞の事実を告げる証拠を細かく細かくちぎってはあたりにばらまいている。

　それまでずっとテルドーナに代弁させていた慎太郎は、ついに机を叩いて立ち上がった。

「智恵！　いったいきみは何が不満なんだ!?　本当なら、その青年を合法的に破滅させることだって僕にはできるんだぞ？　それを、きみに免じてそこまではしない、ただ別れて僕のところに戻ってくればいいといってやっているのに、これ以上まだ何か文句があるのか？」

「あなたはつまらないのよ！」

　写真の残ざん骸がいを投げ捨て、智恵は泣きながら夫に詰め寄った。

「――いつも仕事仕事でほかに何の楽しみも知らないようなあなたなんか、男として面白くも何ともないわ！　健二くんのほうがいっしょにいてずっと楽しいし、わたしのことをずっと気き遣づかってくれる！」

「それはその若造がホストで、きみが大金を落とす上客だからだ！　少し考えれば判るだろう！」

「うるさい！　わめかないで！　仕事と結婚した人間に偉そうに説教なんかされたくない！」

「智恵……！」

　妻の暴言に、慎太郎は右手を振り上げた。が、咄とつ嗟さにテルドーナに押さえられ、その手が智恵を打つことはついになかった。

　慎太郎はテルドーナの手を振りほどき、憤ふん然ぜんと妻に背を向けた。

「……とにかく、僕はきみと別れるつもりはない。きみにはあの青年と別れてもらう。もしきみがどうしても嫌だというのなら、彼には何かしらの制裁を受けてもらって、彼のほうから身を退ひいてもらうことになる」

「制裁って――」

「社会的なものになるか、そうでないかは判らないがね。……それこそきみの出方次第だよ」

「そんな……ひどいじゃない！」

「別にひどくはない」

　今度は慎太郎が冷淡に智恵の言葉を斬きって捨すてた。

「……本当に、きみはいつまで子供のようなことをいっているつもりなんだ？　本来ならきみも同罪なんだぞ？　きみたちと僕と、どちらが被害者なのかも判らないのなら、ご両親に泣きついて優秀な弁護士でも紹介してもらって相談してみればいい。まともな弁護士なら、はなから相手にしないような案件だろうがね」

「……！」

　肌はだが白くなるほどぎゅっと拳を握り締めていた智恵は、しばらく夫の背中を睨みつけていたが、やがて、何もいわずにきびすを返して書斎を出ていった。












　いきおいよく閉じられたドアを一いち瞥べつし、テルドーナは慎太郎にいった。

「……どうなさいます？」

「いった通りだ。……智恵と別れるつもりはない」

「わたくしには今ひとつ理解できませんが、閨けい閥ばつというのはそれほど重要なものなのですか？」

「それもある。……だが、僕が智恵と別れないのはそればかりが理由というわけでもない。彼女はおそらく体面の問題だと思っているだろうがね」

「今も奥さまを愛していらっしゃる？」

「当たり前だ」

　そう断言してから、慎太郎は少し気恥ずかしげに鼻の頭をかいた。

「……いい年をした男がみっともないと思うだろうが、僕は妻を手放したくはない。できればこの手で、その何とかいう男を殴なぐりつけてやりたいくらいだよ」

「社長がお望みなら、そういうやり方もございますが」

「いや、いい。これ以上ゴタつきたくはないし、そんなことをすれば余計に智恵の態度が硬化するだけだろう。この上は、できるだけ穏おん便びんにふたりを別れさせたい」

「その点はあまり問題ないかと思いますが」

　懐に手帳を戻し、テルドーナはいった。

「あの青年のほうが、奥さまよりよほど現実というものを判っているようです。向こうのほうから少しずつ距離を取るようになるでしょう」

「だといいが」

　慎太郎は窓の外を見つめて嘆息した。

「智恵を頼む。……とにかくもうその青年には会わせないようにしてくれ。気が狂いそうだ」

「承知いたしました」

　テルドーナは慎太郎に深々と頭を下げ、智恵を追って書斎をあとにした。
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　本人の口からはっきりとそう聞かされたわけではない。

　ただ、深夜にひとりでぽつんと雨宿りをしていたことや、どこから来たのかを尋たずねても答えようとしないことを考えると、マラハイドが家出娘だと判断するのはさして間違っていないように思われた。

　少し冷静になって考えてみれば、そんな少女を自宅に連れ込むのは――マラハイドの年ねん齢れいを考えても――あまり利り口こうなことではない。

　しかし由良健二は、不思議とマラハイドのことをほうっておくことができず、マラハイドのほうでも別れたくなさそうな様子だったこともあって、つい自分のマンションまで連れてきてしまった。

「……そういや初めてだな」

　独身、人妻を問わず、これまで多くの女性とつき合ってきた健二だが、自分のマンションに誰かを連れてきたのはこれが初めてだった。

「何です？」

「いや、別に」

「そうですか。……ぜんぜん関係ないですけど、いいマンションですね」

「そりゃどうも。不動産屋が聞いたら喜ぶよ、きっと」

　どこかずれているマラハイドの言葉に小さく笑った健二は、ポケットを探ってキーケースを取り出した。

「――まあ、よさそうに見えるのは外側だけでさ。ウチの中は殺さつ伐ばつとしたもんだよ、ホント」

　予防線を張りつつ、健二はドアのロックをはずした。これまで誰も上げたことがないとはいえ、自分の部屋が世間一般のそれとくらべるとやや異質だということは、健二にもそれなりに自覚はある。

「お邪魔します」

　健二のうしろからちょこちょことついてきたマラハイドは、よほど珍しいのか、しきりにあたりをきょろきょろとしている。

「殺風景だろ？」

　キャンディの棒を口から引っ張り出し、健二は苦笑した。

　健二が住んでいるマンションは、まだ新しく小綺麗だったが、悪くいえば確かに殺風景で、いわゆる生活の匂いというものがほとんど感じられなかった。

　お湯を沸わかすくらいのことしかしないキッチンは、いまだモデルハウスのそれのようにぴかぴかで、隅のほうに大きなゴミ袋が置かれていなかったら、まだ誰も住んでいないのではないかと錯さつ覚かくしかねないほどだった。

　ひとり暮らしにはやや広すぎるリビングには、ベッド代わりの大きなマットレスとテレビ、それに安っぽい衣装ケースがあるくらいで、そのほかに調度らしい調度はない。そのせいで、もともと広い部屋が余計にがらんとしているように見えた。

　ここに住んでいる健二自身がそう感じるくらいだから、初めて訪れたマラハイドならなおさらだろう。

　リビングの真ん中に立ち尽くしてぼーっとあたりを見回している少女に、健二は小さなビーズクッションを勧めた。

「な？　いった通りだろ？」

「別に殺風景とは思いませんけど……思っていたより綺麗です」

「意外と綺麗好きなんだよ、オレ」

　健二は冷蔵庫の中でビールといっしょに冷やされていたジンジャーエールを取り出すと、四角いトレイに載のせてマラハイドの前に置いた。このリビングには、小さなローテーブルすらないのである。

　ＢＧＭ代わりにテレビをつけ、健二はバスルームに向かった。

「遠慮しないで飲んでてよ。ちょっと着替えてくるから」

「はい」

　素直なマラハイドの返事に声を殺して笑いつつ、健二はバスルームの前の洗面台で顔を洗った。

「ふ～……」

　冷たい水で顔を洗い、アルコールの余よ韻いんを完全にぬぐい去さった健二は、あちこち泥で汚れてしまったジャケットとシャツを脱いだ。

「……やっぱゴミ臭くせェな」

　一〇時間ほど前、あの女にしたたかに痛めつけられたはずなのに、健二の身体にはその痕こん跡せきがまったく残っていなかった。はたかれて切れたはずの唇も、今こうして見るかぎりでは傷きず跡あとなどどこにもない。もちろん痛みもなかった。

「…………」

　脱ぎ散らしたジャケットの胸ポケットからは、ゼロが六つも並んだ小切手がちらりとはみ出している。あの銀髪の女が去り際に押しつけていったものだ。

　つまり、やはりあれは夢でも幻でもなかったということになる。

　バスルームの中に干してあったＴシャツとジーンズに着替え、健二は洗面台に寄りかかった。

　いろいろと釈然としないことはあるが、それをここであれこれ考えても事態が進展するわけではない。それよりも健二には、先に考えなければならないことがあった。

「あのー」

　健二が天井を見上げてぼんやりしていると、マラハイドがリビングのほうからひょいと顔を覗のぞかせた。

「ちょっとお聞きしたいことがあるんですが」

「ん？　何？」

「ケンジさんのご家族は？」

「いないよ」

「旅行か何かで？」

「ありえねえし」

　苦笑混じりにリビングに戻った健二は、マットレスに腰を降ろしてジンジャーエールのキャップを開けた。

「オレ、小学生の頃から施設で育てられてきたからな。……施設って判るか？」

「はい、何となく」

「親に捨てられたっていうか、放置されたっていうか……まあいろいろとあって、中学まで施設で暮らして、そのあとはずっとひとり暮らしなんだよ」

「そうですか」

　こともなげに答えた健二に、マラハイドもどこか無感動に返事を返した。

　この手の身の上話を始めると、ふつうの人間ならいかにも気の毒そうな目で健二を見るものだが、健二はそういう憐れん憫びんのまなざしで見られることが大嫌いだった。その視線が、自分はそういう境遇でなくてよかったという安あん堵どの裏返しだということを、健二はそれこそ子供の頃から知っていたからである。

　だが、マラハイドの態度にはそれがまったくなかった。そういうところが、健二にはいっそ心地よく感じられる。

「――けど、どうしてそんなこと聞くんだ？」

「さっき健二さんが、寝言でにいちゃんはいいっていってたんで、おにいさんがいるのかと思って」

「――――」

　ジンジャーエールのボトルに口をつけたまま、健二は瞬間的にかたまった。

「……そんなこといってたか、オレ？」

「はい」

「そうか――」

「おにいさんはいないんですね」

「いないっていうか……にいちゃんてのはオレのことだよ。昔、妹がいてさ」

「妹さん？」

「ま、今はいねえけど」

　飲みかけのジンジャーエールのキャップを閉めた健二は、そこで話を打ち切るつもりで立ち上がった。

　まるでそのタイミングを見計らっていたかのように、クレイドルに置いたばかりの健二の携帯電話が鳴り出した。

「…………」

　電話に出ようとして、しかし健二は液晶画面を見るなりふたたびかたまった。

「ケンジさん？」

「……いや、何でもない」

　きょとんとしたマラハイドの表情に背を押されるように、健二は電話に出た。

「――もしもし？」

『健二くん!?』

　切せつ羽ぱ詰つまったような智恵の声に、健二はマラハイドに背を向けて苦笑した。

「どうしたんですか？　きょうはまた早いですね」

『どうしたって――』

　電話回線の向こうの智恵が、言葉に窮きゆうして息を呑のむのが判った。

　おそらく、健二が銀髪の女に何をされたか夫から聞かされ、それで心配になって連絡してきたのだろう。

『でも……あの人が、健二くんのことを――』

「ああ、別にたいしたことありませんよ。……少々脅おどされはしましたけどね」

『ホント？　本当に大丈夫なの？』

「ええ。別に病院のお世話にもなってませんし、きちんと自分の足で歩いて帰ってきましたよ」

『よかった……』

　智恵がほっと溜息をつくのを聞いて、健二はまた苦笑した。こちらの心配をしてくれるのは嬉しいが、今はまず、自分たちの関係が露ろ見けんしたことを心配すべきだろう。そういう想像力がはたらかないところが、わがまま放題に育てられたお嬢じようさまならではなのかもしれない。

　そんなことを考えていると、何を思ったのか、智恵が切り出してきた。

『ねえ健二くん、これから、会えない？』

「は？　これから――ですか？」

『朝からウチの人とケンカして家を飛び出してきちゃって、今外にいるの。健二くんには迷惑かけちゃったお詫わびもしたいし――』

「お詫びなんて別にいいんですけどね」

　智恵には聞こえないように小さく嘆息して、健二はマラハイドを一瞥した。なぜか少女の前で智恵とこうしたやり取りをすることに、かすかな後ろめたさを感じた。

「……それじゃ、その時にまた」

　夕刻に会う約束をして電話を切った健二は、ケータイをクレイドルに戻し、マットレスに寝転がって天井を見上げた。

「――なあ、まーちゃん」

「はい」

「まーちゃんはどうする？」

「どうするって、どういう意味です？」

「いや、オレ、そろそろ出かけるんだけどさ、オレが帰ってくるまで留守番してる？　行くとこないんだろ？」

　どう見てもマラハイドはまだ未成年、下へ手たをすると義務教育すら終えていない年頃かもしれない。そういう少女が、真夜中にどこに行くでもなく、ぼんやりとひとりで雨宿りをしていたのである。何かしらの事情があると考えるのが当然だろう。

　それでも、不思議と健二は、マラハイドをこのまま追い出す気にはなれなかった。特に男としての下心があったわけではなく、ただ本当に、この少女のことが気になって、放り出すのに忍びなかったのである。

　マラハイドは答えず、逆に聞き返してきた。

「……お仕事なんですか？」

「仕事？」

「お仕事で出かけるんですか？」

「仕事っていえば仕事――かな。……あんま自慢できるハナシじゃないけどさ、オレ、個人で出張ホストやってんだよね」

「はあ」

　理解しているのかしていないのか、マラハイドは気のない曖昧な返事をした。もっとも、そこであらためて部屋の中をぐるりと見渡したところからすると、健二が分不相応ともいえるマンションに住んでいる理由をそれで察したのだろう。

「今の電話はそのお客さん。ゆうべも同じ人だったんだけどね」

「これからその人に会いにいくんですか」

「会いたいんだってさ。……もっとも、このへんが潮しお時どきだろうな」

　頭の後ろで組んでいた手をほどき、健二は身を起こした。

「――向こうの旦だん那なにしてみれば、奥さんが出張ホストに入れ込んでるなんてのは、ホストクラブに行って遊んでくるのよりよっぽどタチ悪いよ。ほとんど愛人囲ってるようなもんだもんな」

「そういうものですか？」

「いや、そういうもんだろ？　……ホントに判ってる？」

「たぶん……」

「……何かなあ……」

　どこか世間からずれた感じのするマラハイドに首をかしげながらも、健二はクローゼットからシンプルなデニムのジャケットを引っ張り出してきた。

「――まあいいや。とにかくオレ、出かけるから」

「わたしはどうしたらいいですか？」

「というより、まーちゃんはどうしたいわけ？」

「…………」

　マラハイドは何も答えなかったが、健二は回答を急かさなかった。

「――ま、どこにも行くとこないなら、ここにいくらいてもいいよ」

「いいんですか？」

「ああ。腹が空いたら冷蔵庫の中にあるものテキトーに食べていいし、出ていきたくなったら勝手に出てってもいいし。ここ、オートロックだからさ」

「はい、ありがとうございます」

「じゃ」

　律りち儀ぎに頭を下げる少女を残し、健二はスニーカーを履はいて部屋を出た。

「……家に帰ってみたら、めぼしい金目のものがすべて消えてたりしてな」

　思わずひとりごちてから、健二は溜息混じりにかぶりを振った。

　もし万一そんなことがあったとしても、たぶん健二は後こう悔かいしないだろう。
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　明け方にはやんだはずの雨が、喫きつ茶さ店てんに入っていくらもたたないうちに、また降り出していた。夕暮れ間近い空は、雨を含んだ雲に覆われてひどく暗い。

　由良健二は灰色から黒に染め替えられていくアスファルトをガラス越しに一瞥し、上のフロアへと続くアールヌーヴォー調の螺ら旋せん階かい段だんを登っていった。

　駅から少し歩かなければならないという立地条件と、外をそぞろ歩きするにはやや重いきょうの天気のせいか、店内に客の姿はそう多くはない。二階に上がってきた健二に注目した人間も、窓際の席に座っていた上条智恵ただひとりだった。

　健二に気づいた智恵は、無邪気に笑って手を振っている。

　年とし甲が斐いもない――といえば言葉は悪いが、三み十そ路じすぎの大人の女としては、その笑顔はやはり無邪気にすぎた。

「ゆうべはどうもごちそうさまでした」

　席へ着くなり、健二はそういって頭を下げた。

「いいのよ、そんなこと」

　健二の無事な姿をその目で確認してようやくほっとしたのか、智恵は人目もはばからずにテーブルの上の健二の手を取った。その細い手首には、健二がゆうべプレゼントした、智恵が身に着けるにはやや安っぽい、銀のチェーンが輝いている。

「――それよりごめんなさいね、ウチの人が妙なのをけしかけちゃってて」

「いや、そこはまあ……」

　同じ男としての立場から考えれば、智恵の夫がそういう行動に出たのは健二にも理解できる。

　智恵の夫はさる旧家の人間で、二〇代の頃から一族が所有する企業の経営に参加してきたという。いわゆる仕事人間であり、そのせいで智恵をずっと放置気味にしてきた。智恵が家にいつかず外で派手に遊び回るようになったのは、仕事ばかりで家庭をかえりみない夫への当てつけの意味もあるに違いない。

　もっとも、だからといって妻が不貞をはたらいていい理由にはならない。

　おそらく智恵には、そんな根本的なことすらも判っていないのだろう。

　コーヒーを運んできたウェイトレスがいなくなると、智恵は小声で尋ねてきた。

「怪け我がはしてないっていうけど……本当に大丈夫なの？　わたしに気を遣って無理してるんじゃなくて？」

「ええ、まあ」

　一度気を失って、目を醒ました時には痣あざも傷も消えていました――とはさすがに告白できず、健二は曖昧にうなずいた。

「――それより智恵さんのほうこそ大丈夫だったんですか？　旦那さんに全部ばれちゃってるみたいだけど」

「平気よ」

　それまで健二を心配していた智恵の表情が、一瞬でふてぶてしい女のそれに切り変わった。

「――あの人、他人にあれこれ命じることはできても、自分ひとりじゃ何もできない意い気く地じなしなんだから。わたしに手を上げるなんて絶対できないわよ」

「それじゃ智恵さんは、暴力とか虐ぎやく待たいとか、そういうひどい目には遭あわされたりしてないんですね？」

「ええ」

「そうですか。それはよかった」

「ぜんぜんよくないわよ。――暴力なんかなくたって毎日が地獄だわ。退屈で死にそうなの、わたし」

　カップにミルクを垂らし、智恵はコーヒーをかき混ぜながら愚ぐ痴ちり始めた。

「あの人はわたしのことなんて、取引先が集まるパーティーの時に必要なぬいぐるみくらいにしか思ってないのよ。頭の中にあるのは仕事のことばかりだし、わたしには適当に何か買いあたえておけばそれでいいと思ってるんじゃない？　ほ～んと、つまんない人間なのよ」

「それはまた……辛しん辣らつですね」

　夫に対する愚痴と悪口雑言に、健二は小さく笑ったが、その胸中では智恵の身勝手な言い分にうんざりしていた。ホストという立場上、健二はいつも智恵の味方として行動してきたつもりだが、だからといって、当人がいない場での一方的すぎる弾だん劾がい裁さい判ばんは、はたで聞いていてあまり気分のいいものではない。

　くしゃくしゃに丸めたハンカチを握り締め、その指先で神経質そうにガラス製のテーブルを叩いていた智恵は、窓の外を眺ながめながら唐突にいった。

「――決めた。あの人と別れるわ」

「は？」

「あの人と別れるっていったの」

「別れる？」

「そうよ……どうして今までそうしなかったのかしら？　気に入らないなら別れればいいのに」

「智恵さん――」

　智恵の口から飛び出した言葉に、健二は眉まゆをひそめた。だが、智恵のほうは健二の気難しげな表情にも気づかず、ひとりで勝手に話を進めている。

「あの人と別れてすっきりしたいわ、いい加減。そうすれば健二くんともちょくちょく会えるし」

「あの……智恵さん」

「なぁに？」

「旦那さんと別れてどうするんです？」

「どうするって？」

「旦那さんと離婚するってことは、実家に戻るって意味だと思うんですけど、智恵さんの親おや御ごさんはそれを許してくれるんですか？」

「？」

　健二の言葉に、智恵はきょとんとしている。

　智恵の実家もかなりの資産家で、嫁とつぎ先の上条家とは先代の頃から仕事の上での関係が深かったと聞いている。要するに、智恵と今の夫との縁組は、両家のつながりをより深くするための政略結婚だった。

　そういう意味を持つ婚こん姻いん関かん係けいを、浮気同然のホスト遊びにうつつを抜かしていた智恵のわがままで、一方的に解消できるとは思えない。部外者の健二にすら判るその理屈に思いいたらない智恵は、やはり世間知らずのお嬢さまなのだろう。

　いくぶん冷めたコーヒーをすすり、健二は冷静に呟いた。

「離婚をいい出せるのは、この場合は旦那さんのほうだけですよ。――でも、旦那さんに別れる気はないんでしょう？　ゆうべオレのところに来た女がそんなことをいっていましたよ」

「それは……でも、腕のいい弁護士に頼めば――」

「腕のいい弁護士ならなおさらです。勝ち目のない仕事に首を突っ込みたがる弁護士はいないと思いますよ」

「勝ち目がないって――」

「どう見たって智恵さんのほうが有責です。つまり、もし本当に離婚となったら、智恵さんが――智恵さんとオレが、智恵さんの旦那さんに慰い謝しや料りようを払わなきゃならない立場だってことですよ。何しろ不倫してるんですから」

「不倫!?　そんなのおかしいじゃない！」

　ハンカチを握り締めていた智恵の手が、血の気を失って細かく震えていた。

「……智恵さんのいいたいことは判りますけどね」

　法律の専門家ではない健二には、どこまでがただの交友関係でどこからが不倫関係になるのか、厳密なところは判らない。ただ、健二の個人的なポリシーとして、最後の一線だけは越えないようにしようと決めている。

　もちろん智恵とのつき合いも、いっしょに食事をしたり酒を飲んだり、あるいは腕を組んで夜の街を歩いたりといったことは何度となくあったが、同じベッドに入ったことだけはただの一度もない。

　もっとも、今それを証明する手段は何もなかったし、たとえそれが証明できたとしても、有利不利で考えれば智恵のほうがはるかに不利なことには変わりがない。たとえ夫が家庭をかえりみなかったとしても、それが結婚生活を維持していく上で必要な労働の代価である以上は、妻の不貞よりもまだ罪が少ないのである。

　顔を青ざめさせている智恵に、健二はことさら気のなさそうなそぶりで、ケータイをいじりながらいった。

「離婚という選せん択たく肢しがあるなら、旦那さんは、いつだって自分に有利な条件で離婚を切り出せる状況にあるんですよ。自分が仕事をしている間に、妻はろくに家事もせずに若い男と不倫をしていたっていう事実があるんですから。――でも、旦那さんはその切り札を切るつもりはない。それはたぶん、旦那さんの実家と智恵さんの実家の双方にとって、ふたりの婚姻関係がこのまま続いていくのが最善だって判断があるからじゃないですか？」

「家のことなんか知らないわ！　わたしは道具じゃないのよ！」

「それも判りますけどね」

　ヒステリックな声をあげる智恵を冷ややかに一瞥し、健二は続けた。

「……でも、だったらそもそもどうして結婚したんです？」

「――え？」

「智恵さんが本当に嫌なら、この縁談を拒こばむことだってできたはずですよ。それこそ家出するなり何なり、智恵さんの覚悟をご両親に見せつけていれば、好きでもない相手と結婚せずにすんだんじゃないんですか？　でも、智恵さんはそうせずに婚姻届にサインをした。少し考えれば政略結婚だってことぐらい判るでしょうに、智恵さんは自分でＯＫしたんですよ。……それをいまさら、家同士の関係なんか知らないなんていうのは、ちょっと通らないと思いますけど」

「健二くん――」

　信じられないものを見るような目つきで、智恵は呆ぼう然ぜんと健二を見つめた。

「……どうしたの？　やっぱりゆうべのことで怒ってるの？」

「いえ、怒ってませんよ」

「だって――ヘンよ、きょうの健二くん……ちっともやさしくないじゃない」

「やさしいことだけいっていても、その人のためになるとはかぎらないんですよ、智恵さん」

　健二はジャケットのポケットからキャンディではなくタバコを取り出し、口にくわえて火をつけた。久しぶりに吸うタバコはやけに苦く、思わずむせ返りそうだった。

「もし智恵さんが離婚しようとすれば、たぶん、ぼろぼろになると思います。調停はひと月やふた月じゃ終わらないですよ。調停がうまくいかなければ裁判にまでもつれ込むでしょうし、それで離婚を勝ち得たとしても、実家とは絶縁、旦那さんへの慰謝料を払うために大きな借金を背負うはめになって――それで、そのあとどうするつもりなんですか？」

「それは、だから健二くんと――」

「……もう忘れてるのかもしれないですけど、オレ、ホストですよ？」

　周囲の客に聞こえるのを承知で、健二ははっきりとそういった。

「ホストが金のない女なんか相手にするわけないじゃないですか」

「え……？」

「智恵さんて、高級ブランドの服とかバッグとか、会うたびに違うもの身につけてますよね？　それ全部、旦那さんの稼かせぎで買ったものじゃないんですか？　それに、オレにプレゼントしてくれた時計やアクセサリーだってそうでしょう？　ひとつでも智恵さんが自分で稼いだ金で買ったものってあります？」

「それは――」

　あるわけがないと健二にも判っている。結婚前は実家の、結婚後は夫の、経済的な庇ひ護ごを当然のこととして受けながら、智恵は何ひとつ不自由のない贅ぜい沢たくな暮らしを送ってきた。ふつうの主婦並みの家事すらろくにしたことのない彼女に、労働の経験などあるはずがない。

「――贅沢は大好きだけど自分では稼げない、実家の意向に逆らうことになるから援助も期待できない、おまけに旦那さんへの慰謝料までかかえ込むことになる。……それで本当にやっていけると思ってるんですか？　それとも、今度はオレにやしなってもらえばいいと思ってるとか？」

「そんなこと――お、思ってないわ」

「でしょうね。思っていないというより、思いもよらなかったんですよ、何もかも智恵さんは」

　身に着けていた服が気に入らなければ買い直せばいい、注文した料理が口に合わなければ別のものを頼めばいい――それと同じ感覚で、夫との暮らしがうまくいかなければ別れればいいと、智恵は単純にそう考えているのだろう。これまでの半生、たいていのことは自分の思い通りになってきた智恵には、自分のわがままが通じないことがあるなどとは想像もできなかったのだろう。

「……いずれにしても、このへんが潮時でしょ」

「潮時って……え？　健二くん、まさかわたしと別れるって――もしかしてそういいたいの？」

「別れる別れないの話じゃないんですよ、智恵さん。もともとオレは、智恵さんの恋人だったわけじゃない。〝仕事〟として智恵さんの恋人役を演じてただけなんです。……まあ、生々しいカネの話を抜きにしても、オレは旦那さんにバレたあとまで智恵さんとつき合うつもりはないですよ」

「――――」

　立て続けに投げかけられる健二の言葉に、智恵はすでに椅い子すから立ち上がり、瞳を潤ませて絶句していた。ほかの客の視線が自分たちに向けられていることにも気づいていないのか、唇をかすかに震わせ、今にも泣きそうな顔をしている。

　半分ほど灰に変わったタバコを灰皿になすりつけた健二は、智恵から視線を逸そらしてコーヒーを飲み干した。

「……だってオレ、基本的に年上の女って嫌いですから」

　ぼそりと健二がつけ足した瞬間、がちゃんと音がした。

「噓……噓よ――！」

　智恵の手がテーブルを叩き、お冷やのグラスがひっくり返っていた。

　静かに広がった水がテーブルの端からしたたり落ち、自分のジーンズの膝をゆっくり濡らしていくのをぼんやり眺めていた健二は、長々と嘆息して立ち上がった。

「――旦那さんがオレのところにこわもての銀髪女を寄よ越こしたのは、それだけ智恵さんのことを愛してるってことですよ。だったらその旦那さんに冗じよう談だん抜ぬきに見捨てられる前に、本当に自分を大切にしてくれるのは誰かってことを考えたほうがいいんじゃないんですか？　正直、三〇すぎてそんな夢みたいなことばっかりいってたんじゃカッコ悪いですよ、智恵さん。女子高生じゃないんだから」

　ジーンズのポケットからしわくちゃの紙幣を数枚引きずり出し、健二は自分が飲んだコーヒーのカップの下にそれを置いた。

　これまで健二は、智恵と喫茶店やレストランに入った時に、一度として自分で勘かん定じようを支払ったことがない。つねに智恵がご馳走してくれていたからである。きょうここであえて健二が金を出したのは、これまでのような関係はもう終わったのだという決別の意志表示だった。

「……家族は大事にしないと駄目ですよ、ホント」

　そういい置いて、健二は足早に店を出た。

　背中に智恵の視線が突つき刺ささるのを感じはしたが、健二は決して振り返らなかった。

「……けっこう降ってんな」

　さっき降り始めた雨は、いきおいを増して依然降り続いていた。このところ、春とは思えない寒々とした日が続いている。

　重苦しい灰色に染まった空を見上げ、一気に駅まで走ろうとした健二は、向かいのレストランの軒先に傘を持ったマラハイドが突っ立っているのに気づいた。

「まーちゃん……」

「お仕事は終わりましたか？」

　にっこりと笑って近づいてきたマラハイドに、健二は怪訝そうに尋ねた。

「どうしてオレがここにいるって判ったんだ？」

「健二さんがいるところなら、どんなに遠くても判るんです、わたし」

「……何かカッコいいな、それ。マンガのセリフみてえ」

　意味深に微笑ほほえむ少女の頭をくしゃりと撫で、健二は笑った。




　ひとつの傘に入って歩み去っていく若者たちを窓越しに見下ろし、女は頰を震わせていた。

「……！」

　喫茶店の二階に取り残された上条智恵は、椅子に腰を降ろすことも忘れて、ガラスに爪つめを立てるかのように、雨の街を歩いていく健二たちの後ろ姿を凝ぎよう視ししている。ぎゅっと嚙かみ締しめられた唇には、かすかに血がにじんでいるようだった。

「そろそろお目が醒めたのではありませんか、奥さま？」

　気味の悪い沈黙が支配していた空間に、物もの怖おじすることのない女の声が割って入ってきた。

　反射的に振り返った智恵の視線の先で、黒いダブルのスーツを見事に着こなした銀髪の美女が、うやうやしく頭を下げていた。

「――口ではあれこれ調子のいいことをいっていても、少し脅されただけですぐに逃げに入る。おまけに自分ではああして別に若い女を囲っているような若造に、そこまで入れ込むことはございませんでしょう？」

「――――」

　硬質なヒールの足音を響かせて悠ゆう然ぜんとやってきたテルドーナを、智恵は柳りゆう眉びを逆立てて睨みつけた。

　しかし、言葉が出てこない。テルドーナに返す言葉が見つからず、智恵はふたたび窓のほうへと視線を戻したが、すでに彼女の視界の中からは、健二たちの姿は消え去っていた。

「旦那さまは奥さまのことを心配なさっております。このままお戻りいただけるなら、奥さまのご実家へは何も告げず、すべてを水に流すとおっしゃって――」

「戻る？　わたしが？」

「……はい」

　セリフを途中でさえぎられた恰好になったテルドーナは、取ってつけたような淡い笑みはそのままに、あらためて告げた。

「よくお考えください。奥さまがこれまでご自分のお好きなようにふるまってこられたのは誰のおかげか――いうまでもなく、奥さまのご両親さま、そして今は旦那さまのお力あってのこと」

「……彼と同じことをいうのね」

「ホストでも子供でも判るような理屈でございますから」

　テルドーナのその言葉は、ガラスが砕くだけ散ちるけたたましい音にかき消された。

「お客さま!?」

　その音を聞きつけたウェイトレスが階段を駆け上がってきたが、智恵はそれを押しのけるようにして、憤然と下へ降りていってしまった。

　智恵がテーブルから払い落としたコーヒーカップやグラス――そして手首から引きちぎるようにむしり取った銀のチェーンの残骸が、床の上でいっしょくたになって、アンティークな照明を跳はね返かえして輝いている。

　壊したものの弁べん償しようをウェイトレスに申し出たテルドーナは、溜息混じりに腕組みし、サングラスを押し上げた。

「ただの土地成金の娘でも、三代目ともなれば無む駄だにプライドが高いようね。おまけにまだまだ幼児性が抜けきっていないようだし。……あやつりやすいという意味では助かるけど」

　窓から表の通りを見下ろすと、ちょうど喫茶店を出た智恵が傘もささずに歩いていくのが見えた。

　智恵の狂態を目の当たりにしていた周りの客たちが、今はテルドーナをちらちらと見ながら、何ごとかひそひそと言葉を交わしている。おそらく、智恵と健二の関係、それにテルドーナの素す性じようを勝手に想像しているに違いない。

　そんな不ぶ躾しつけな野次馬たちを、無言のままサングラス越しのまなざしひとつで押し黙らせたテルドーナは、割れた器を片づけていたウェイトレスに一万円札のちょっとした束を押しつけ、智恵のあとを追うように店を出た。

「……それにしても、あの小僧がああいう手合いだと判っていれば、ゆうべのうちにもっと痛めつけてやればよかった」

　その物騒な呟きは、アスファルトに跳ねる雨音のために、周りの人間の耳にまでは届かなかった。
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「――どうなさいます、マダム？」

　ガード下に停車していたリムジンの車内で、ハンドルを握るジョンがミラー越しにラ・ベルに尋ねた。

「キーツは今どこ？」












　答えたラ・ベルは、広いリムジンの車内で優雅にカフェオレを飲みながら、フランス語のファッション誌のページをめくっている。彼女の読書の邪魔にならない程度にかけられているＢＧＭは、ベルリオーズの『幻想交響曲』だった。

「まだ向こうに張りついています」

　ジョンは静かに眼を閉じ、何かを探るかのように眉間に小さなしわを寄せた。

「……相手はどうやらはぐれ者のようですし、ご命令さえあればすぐにでも始末できるといっていますが、いかがいたしましょう？」

「そのまま見張らせるだけでいいわ」

「よろしいので？」

「もしあの子が倒されそうになった時だけ、最低限の助力だけ許可すると伝えなさい」

「判りました」

　ふたたびジョンはこめかみに指を当てて数秒ほど瞑めい目もくしていたが、やがて目を開け、シフトレバーに手を伸ばした。

「――どちらへ向かいましょう？」

「ホテルへやってちょうだい。きょうはもう疲れたわ」

「はい」

　二トン近い巨体を誇るリムジンが、それを感じさせないスムーズさで動き始めた。ガード下から這はい出でた黒光りするボディが、雨粒をはじいて加速していく。

　しかし、ラ・ベルが持つカップの中のカフェオレは、その動きにもほとんど波立つことがなかった。
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　わずか数日の間に、由良健二の生活には大きな変化が生じていた。

　ひとつは、出張ホストとしての仕事を辞めたこと。

　もともとどこかの事務所やクラブに属していたわけではなく、ケータイひとつを頼りに女たちと出会い、つき合ってきた一いつ匹ぴき狼おおかみの健二だから、女たちとの関係も、ケータイをまっぷたつにするだけで――はなはだ一方的ではあったが――簡単に終わる。智恵も含めて、これでもう誰も健二に連絡は取れない。自分でも覚えていないくらい多くの女たちとつき合っていながら、健二は誰にも自分の住んでいる場所を教えたことがなかったからである。

　そしてもうひとつの変化は、健二がただひとりで住み続けてきたそのマンションに、マラハイドという風変わりな住人が増えたということだった。

　よく事情を知らない第三者の目からは、チャラチャラした若造の部屋にどこかの家出娘が転がり込んできて、なし崩しに同どう棲せい生せい活かつが始まったとしか見えないだろう。

　もっとも、健二のあらたな生活の現実は、同棲という字じ面づらほどには色っぽくはなかった。いっしょに暮らし始めたからといって、健二とマラハイドの仲が急速に接近するということもなく、何より健二は、あきれるほどのマラハイドの食欲を満たすために、あらたな仕事を捜さなければならなかったのである。

「バイトや仕事を捜すより、まず引っ越し考えたほうがいいかもな……あとはクルマを処分して――」

　求人情報誌をぱらぱらめくりながら、健二はぽつりと呟いた。

「引っ越しですか？」

　食事中のマラハイドが、健二のひとり言を聞きつけて聞き返す。

　マラハイドのきょうの夕食は、厚めにスライスしてフライパンで焼いたスパムを、たっぷりのマスタードを塗りつけたトーストではさんで作ったスパムサンドである。すでにスパムふた缶ぶん、パンなら二斤きんぶんほどが、ほっそりした少女の胃袋の中に消えていた。

　今もマラハイドが食べ続けているのと同じスパムサンドを、ひとつ食べただけで満腹になってしまった健二は、マットレスに寝そべったまま、かろかろと棒つきキャンディを口中で転がした。

「いや、だってここ、ふたりっきりで住むには無駄に広いだろ？　家賃だって安かねェし――」

「そうかもしれませんね」

「無駄っていうか、その当時はよかれと思ったんだよな、オレも。……ガキの頃から広くて綺麗な家ってのにあこがれてたから」

　情報誌を放り出し、健二は寝返りを打って天井を見上げた。

「……けど、自分ひとりで広い家に住んでみたって、何かむなしいっていうか、寒々しいだけだってすぐに判ってさ」

「妹さんと」

「ん？」

「……前に健二さんがいっていた、妹さんといっしょに住んだらいいんじゃないんですか？」

「そりゃあ無理だ。今はいないっていったろ？」

「どこにいるんですか？」

「どこっていわれても……どっかへ嫁いでったとか、海外に留学してるとか、そういう事情ならまだよかったんだけどな。――もうずいぶん前に死んだよ」

「――――」

　食事の手を止め、マラハイドは健二を凝視した。

「……オレの母親ってのは、ホントに人間のクズみたいな女だった。事情はよく知らねェけど、けっこう若い頃にどっかのチンピラだかと結婚してオレが生まれたんだが、それからいくらもしないうちに離婚して、また別の男とつき合い始めたとたんに、今度は妹ができた」

「恋多き女性だったんですね」

「ものはいいようだな」

　健二はマラハイドを一瞥して苦笑した。

　マラハイドの言葉は健二の母に対する痛烈な皮肉のように聞こえたが、たぶんマラハイドにそういう意識はない。彼女は彼女なりに、本気で健二の母をそう評しているのだろう。

「確かに美人といえば美人だったよ。だから次々に男ができたんだろうけど……でも、さすがにふたりの子持ちとなると、そうそううまくはいかなくなるんだろうな。絶世の美女ならともかく」

　健二が小学校に上がり、妹もそれなりに大きくなると、男のほうで敬遠するようになるのか、健二の母の男遊びもややおとなしくなった。女として男に相手にされなくなりつつあったのかもしれない。

　その代わり、母親はギャンブルに走った。

「ろくにはたらきもしねえで生活保護受けてるくせに、カネが手に入れば片っ端からパチンコか酒につぎ込んじまうんだぜ？　自分で生んだ子供のことなんざこれっぽっちも考えてなかったよ。だからオレと妹は、いっつも腹を空かせてたんだ。……まあ、その妹もじきに死んじまったんだけどさ」

「どうしてです？」

「パチで負けた母親に八つ当たりでブン殴られたからだよ」

　他ひ人とごとのように淡々と答えた健二は、自分がなぜこんなことを少女に説明しているのかよく判らなかった。

　ホストとしてつき合ってきた女性たちに、自分が施設育ちだという話をしたことはある。しかしそれは、年上の女たちの母性本能を刺激し、金を落とさせるための一種の切り札としてであった。

　しかし、自分の母親がいかに最低の人間であったか、妹がいかにして命を落とすこととなったか、そこまで詳しく教えた相手はひとりもいない。もちろん上条智恵もその例外ではなかった。自分の少年時代の境遇ならともかく、妹の死の顚てん末まつまでは、まるでそれを汚してしまうような気がして、女とつき合う上での切り札にはとても使えなかったのである。

　それをマラハイド相手に初めて話す気になったのは、やはり彼女が余計な同情をしない少女だからかもしれない。

　マラハイドのグラスが空からになっているのを見た健二は、自分の飲みかけのジンジャーエールをそそいでやった。

「……オレはまだマシなほうだったんだ」

「何がです？」

「その頃のオレは、もう小学校に行ってたからだよ。学校にいる間は母親に殴られることもなかったし、いくら母親がメシを用意してくれなかったっていったって、昼は給食が食えてたからな。……だけど、あの頃まだ四つか五つくらいだったオレの妹には、そういう逃げ場がひとつもなかった。だから本当は、オレが守ってやらなきゃいけなかったんだよ」

「…………」

「今にして思えば、あの頃の母親は、新しい男にフラれたか何かでいつもより荒れてたよ。オレたちがいなけりゃ男とうまくいくのにって、そんな理不尽な理由でオレはよく殴られてた。そういうこともあったから、あの日のオレは、母親のいる家に帰りたくなくて、日が暮れるまで友達といっしょに遊び回ってた」

　子供なんか生むんじゃなかったと、物心ついた長男の前で何度も吐はき捨すてるような母親である。息子むすこが家に帰ってこないからといって、それを心配したり怒ったりするようなことは一度としてなかった。

　それでも、いつかは家に帰らなければならない。家に帰りたいという気持ちからではなく、あの母親といっしょにいる妹のことが心配になって、健二は結局、楽しい思い出のないアパートへと毎日戻っていた。

「それで、オレが恐る恐るアパートに戻ってみたら――何かこう、いつもと違うんだ。アパートの前にパトが停まってて、野次馬がたくさん集まってんだよ。そのうち、オレや妹にたびたびお菓子なんかくれてた隣となりの部屋のばーさんが、野次馬の中に混じってたオレを見つけて、半泣きで何かいい出した。でも、何をいってるのか判らなくてさ。ふつうなら、こんな騒ぎになってたら、あの母親がうるせえってヒステリー起こして飛び出してきそうなもんなのに、それもなかった。そのあと、オレは養護施設に送られて、そこで何があったのか教えられたんだ」












　錯さく乱らん気ぎ味みの母親が警察に語った直接の動機は、妹が泣きやまないという、ただそれだけだった。尋じん常じようではない物音とヒステリックなわめき声を聞きつけた近所の人間が、慌てて部屋まで様子を見にいった時には、すでに妹は母に殴られて動かなくなっていたという。

「たぶん妹は、オレがいないから泣いていたんだろう。オレがもっと早く家に帰っていれば、妹が殴られて死ぬことはなかったのかもしれない。母親がオレや妹を守ろうとしないなら、オレが妹を守ってやらなきゃいけなかったんだ。……でも、オレにはそれができなかった」

「……今もそのことが気になってるんですか？」

「どうだろうな。……ただ、オレが年上の女が嫌いになったのは、妹を殺した母親のことを思い出すからだよ」

「それじゃ、どうして出張ホストなんかしてたんです？」

「家庭をかえりみない女からカネを吸い上げて遊んで暮らせるのって、何かいいよなって考えたんだよ。思えば単純だよな。いまさら自分の母親には復ふく讐しゆうのしようがねえし、その代わりに……ってさ」

　健二は財さい布ふをジーンズのポケットに押し込み、立ち上がった。

「……どこか行くんですか、ケンジさん？」

「まだ満腹じゃないだろ？」

　健二の独演会の間に、マラハイドは残りのスパムサンドもあっさり食べ尽くしてしまっていた。健二が重い過去をさほど深刻にならずに語ることができたのも、孜し々しとして口を動かし続けるマラハイドを見ていたからだ。

「まーちゃんの食欲がこれくらいで満たされるわけねえしな。コンビニ行くから何か買ってきてやるよ。何がいい？」

「ハンバーガーかホットドッグがいいです」

「ジャンクフード系好きだよな、まーちゃん。下手に遠慮なんかしないところも好きだよ、オレ」

　すぐに戻るとつけ足して、健二はマンションを出た。

　アスファルトの上にはまだ水溜まりがぽつぽつと残っていたが、雲間を透かしてかすかに月の輝きが見えている。どうやら今夜は半月らしい。

　ジャケットのポケットに両手を突っ込み、背中を猫のように丸めて、健二は一番近場のコンビニへと向かった。




　結局、マラハイドと名乗る少女が何者なのか、健二には何ひとつ判っていない。

　がしかし、それを根掘り葉掘り詮せん索さくするつもりはなかった。マラハイドが転がり込んできてからの暮らしは、今の健二にとっておだやかで居心地がよかったし、迂う闊かつなことを尋ねてそれを崩したくなかった。

「……ほとんど買い占めみたいなもんだな」

　深夜のコンビニで、ハンバーガーやホットドッグといったジャンクフード的な食料を大量にレジに持ち込んだ健二は、スキャナーの電子音をぼんやり聞きながら、死んだ妹のことを思い出していた。

　健二が道で拾った五〇〇円で、妹にハンバーガーを買ってやったことがあった。妹がそうしたものを口にしたのも、健二が外で妹に何かご馳走してやったことも、健二が記憶しているかぎりでは、それが最初で、そして最後だった。さかんにおいしいおいしいといっていたのを、今も覚えている。

　ただ、その顔がよく思い出せない。

　我が子に対する愛情が決定的に欠落していた母親は、健二たちの写真などまったくといっていいほど残していなかった。少なくとも、健二が施設に持っていった荷物の中には家族の写真は一枚もない。だから、自分の妹がどんな顔をしていたのかを思い出す手がかりは、もはや健二には何もなかった。

　そのくせ、憎らしかった母親の顔は今でも忘れられずにいる。それがまた妹に申し訳なくて、健二はたびたび妹の夢を見るのかもしれない。

「――――」

　自分がマラハイドを拾ってあれこれ面倒を見ているのは、もしかしたら、自分が救えなかった妹に対する罪悪感を少しでも軽くするための、ある種の代だい償しよう行こう為いなのかもしれない――そんな思いが脳のう裏りをよぎらないでもなかったが、健二はすぐにかぶりを振り、そうした考えを打ち消した。

　駅前から少し離れたこのあたりの住宅街は、さっき買い物をしたコンビニの周辺を除けば、深夜ともなればひっそりと静まり返り、人の往来はほとんどなくなる。

　点々と水銀灯がともるだけの夜の家路を、大きくふくらんだコンビニの袋を両手に提さげて歩いていた健二は、ふと聞こえてきた重々しいエンジン音に、何気なく背後を振り返った。

　健二の視線の先で、見覚えのある黒塗りの大型車が停まり、その後部座席から見覚えのある女が降りてきた。

「……！」

　気の毒なほどに顔を青ざめさせた上条智恵を見て、健二が真っ先に思い浮かべたのは、彼女がなぜここに現れたのかという素そ朴ぼくな疑問だった。これまでの女たちと同様、智恵にも自分のマンションの場所は教えていない。知っているのはケータイの番号とメールアドレスだけだったが、それも今はケータイごと破は棄きした。

　もちろん、有能な興信所を使えば、健二の住所を突き止めることなど簡単だが、それよりも健二には、智恵が自分にそこまで執着する理由が判らなかった。

　あの日、健二はあえて智恵に冷淡な言葉をかけた。贅沢な暮らしが身体の芯しんまで染みついてしまっている智恵には、どうやっても夫と別れることなどできはしないし、それなら自分が悪役になったほうが智恵も夫と元もと鞘さやに納まりやすいだろう。だから健二は、最後のアフターケアとして、ことさらにホストと客という立場を意識させ、智恵に愛想を尽かされるような別れ方を演出したつもりだった。

「智恵さん……どうして――？」

　意識せずに、そんな疑問の言葉が健二の口から漏もれる。だが、智恵は無言のまま、足早に健二へと詰め寄ってきた。

「!?」

　智恵の手もとにきらりと輝くものがあることに気づいた時、健二の腹に鋭い痛みが走った。

「ぐ……！」

　瞬間的に脱力した健二は、腹を押さえてアスファルトに尻しり餅もちをついた。ナイフでえぐられた傷口からおびただしい量の血があふれ出し、白いシャツをあっという間に赤く染めていく。

　自分の体温をてのひらで感じながら顔を上げると、呆然とした表情で立ちすくむ智恵と視線が合った。

「あ……」

　さっきまで般はん若にやのような顔をしていた智恵は、アスファルトの上に広がっていく血を見て我に返ったのか、血まみれのナイフを取り落とした。

「け、健二くん――」

「感情の起伏の激しい人だとは、思ってたけどね……」

　おそらく腹部の傷は内臓まで達しているのだろう。傷口からは熱い血がまだ流れ続けている。四肢の先から少しずつ体温が奪われていくのを感じながら、健二は額に脂あぶら汗あせをにじませて笑った。

「よくもまあ、ここまで、嫌われたもんだ……」

「ち、違う……違うの、健二くん！」

　智恵は血溜まりの中に膝をつき、四つん這いのまま健二ににじり寄った。

「わたしはただ、健二くんをあんな子に取られたくないって――嫌いになったわけじゃないの！　健二くんを誰にも取られたくなかったから、わたしは……！」

「はは……見てたんだ……」

　喫茶店からの帰り、マラハイドといっしょに歩いていくところを見られていたのだと悟さとった健二は、智恵に対する怒りよりも、自分の見通しの甘さに苦笑せずにはいられなかった。女のあつかいには慣れているつもりでいたくせに、智恵の胸中を読みきれていなかった――その結果がこれである。

　自分に対する智恵の執着の深さすら判らずにいたことがあまりに滑こつ稽けいで、ついつい込み上げてきた笑いに、傷口がまたあらたな痛みを生んだ。

「つ……！」

「ごめんなさい、健二くん……あなたを殺してわたしも死のうって、そんな馬ば鹿かなこと考えてた――」

「別にいいですよ、いまさら……」

　健二は右手を膝に当て、電柱を背負うようにしてのろのろと立ち上がった。

「オレは、刺されても仕方のないことを、いいましたから――」

「健二くん……」

「いいから、もう帰ってくださいよ。これで気がすんだでしょ……？」

　いろいろとうぬぼれていた自分自身への怒りはあっても、智恵に対する怒りはなかった。智恵を傷害で訴えるつもりもない。

「オレのことも、今夜のことも、全部忘れて――旦那さんと、仲よく暮らしてくださいよ……。あなたの旦那さんなら、きっと許してくれますから……」

「奥さま――」

　健二の言葉をさえぎるように、エンジンの停まったクルマの運転席から、黒いスーツの女が出てきた。

「あんた……」

　サングラスをはずして近づいてきた女を見み据すえ、健二は呻うめいた。

「以前お会いした時に名乗りませんでしたか？　わたくし、奥さまのボディガードでテルドーナと申します。――それはそうと、奥さま」

　女――テルドーナは、自分より背の低い智恵を見下ろし、挑発するかのように薄い笑いを浮かべた。

「――先ほどまでは非常にお怒りのご様子でしたけど……おっしゃっていたこととずいぶん違いませんか？」

「だって……！」

　智恵は血で汚れた白い手をわななかせた。

「やっぱりわたし、まだ健二くんのことが好きなんだもの！　そんな、殺すなんて……できるわけないじゃない！」

「やはり奥さまのほうにはまだ未練がおありですか。……ですけど、由良さんのほうには未練などまったくないようですよ？　彼にはもっと若い――そう、年相応の恋人がいるようですし」

「……！」

　涙に濡れていた智恵の横顔が、そのひと言にこわばる。

「どうなさいます、奥さま？　ここはやはり奥さまがすべてを忘れて身を引くべきかと思いますが――」

「…………」

　智恵は今にも泣きそうな顔で健二とテルドーナとを交互に見やった。そこにはまだ逡しゆん巡じゆんの色がある。

「奥さまが思い切れないとおっしゃるのであれば、わたくしがお手伝いしてさしあげましょうか」

「……え？」

「奥さまと旦那さまの今後の新しい生活には、この青年との思い出は必要ありません。むしろ邪魔なだけです。ですから、わたくしが代わりに思い切らせてさしあげるというのですよ」

　テルドーナは地面に落ちていたナイフを拾うと、おもむろに健二に向き直った。

「ちょっ……あなた!?　何をする気なの!?」

「奥さまが思い切れずにできなかったことを、代わりにわたくしがやり遂げてさしあげます。……この青年が憎いのでしょう？　自分を捨てて若い娘に走った男を、殺してでも独占したいのでしょう？　先ほどそうおっしゃっていたではありませんか」

「違っ……それは――！」

「一時の激情から出た言葉であろうと、そうした思いが奥さまの心にわずかとはいえあったのは事実でしょう？　どうぞご安心ください、あとの始末はわたくしが万事抜かりなくすませますので」

「やめて――！」

　腕にすがりついて制止しようとする智恵を意に介さず、テルドーナはナイフを振りかぶった。

　その時、テルドーナの足元に、赤い光の矢が突き立った。

「…………」

　濡れたアスファルトにふかぶかと突き刺さり、一瞬だけ輝きを増した光の矢は、ほどなくして消滅した。

　それをじっと見つめていたテルドーナは、無言のままゆっくりと視線を上げた。

　健二もまた、テルドーナの視線を追って頭上を振り仰ぐ。

「……まーちゃん……？」

　健二が背にしていた電柱の上に、マラハイドが超然と立ち尽くしていた。テルドーナを指すその指先に、先ほどの光の矢と同じ赤い輝きが宿っている。

「おなかが空いたので様子を見にきたんですけど――」

　いつになく険しい表情で、マラハイドはテルドーナを見据えていた。

「……あなた、ケンジさんに何をしたんです？」

「さて」

　テルドーナはあっさりナイフを放り捨てると、手にこびりついた健二の血をハンカチでぬぐった。

「ようやく来ましたか……」

　唖あ然ぜんとしている健二や智恵とは対照的に、テルドーナは、少女の唐突な登場にも驚いた様子を見せていない。むしろその口もとには、不敵な笑みさえ浮かんでいた。

「この青年を見捨てて逃げ出されたらどうしようかと思いましたが、あなたが薄情な女でなくて何よりです」

「……気安く話しかけないでください。これでも怒ってるんです」

　ぼそりと答えたマラハイドは、まるで階段でも降りるかのような自然な動きで、電柱の上からひょいと飛び降りた。

「大丈夫ですか、ケンジさん？」

　こともなげに路上に降り立ち、マラハイドは目を丸くしている健二に寄り添った。

「それ、オレのセリフだろ……？」

　束の間痛みも忘れて、健二は電柱を見上げた。どんなスポーツ選手だろうと、あの高さからアスファルトの上に飛び降りて無事ですむはずがない。それをこの少女は、健二の目の前で実際にやってのけたのである。

「それにしても……ホント、カッコいいな、まーちゃん……まるで出番を待ってたような登場のタイミングだよ」

「どんなに離れてても、ケンジさんのいるところならわたしには判るっていったでしょう？」

　マラハイドはテルドーナを見据えながらも、健二の身体をささえて呟いた。

「……出血が多いですね」

「血ィどころか内臓まではみ出しかけてるよ……」

　熱くうずく傷口を手で押さえ、健二は力なく笑った。とても確認する勇気はなかったが、指先に感じる気色の悪い重みは、腹圧によって押し出されようとしている腸ちように違いない。

「すいません、ケンジさん。わたしがもっと早く気づいて駆けつけられればよかったんですけど――」

「まーちゃんのせいじゃねえだろ。人に恨うらまれるような稼業を続けてたむくいが、今になって跳ね返ってきただけだよ……」

　そううそぶく健二の声も、今はかぼそく震えている。我ながら笑ってしまいたくなる弱々しい声だった。

「詳しいことは、あとで説明します」

「……は？」

「とにかく、今はケンジさんの傷を先に治しますから」

　いつになく早口でささやいたマラハイドが、青ざめた健二の唇にそっとキスをする。












「……！」

　まず健二が感じたのは、ぬるりとした感触――健二が今も流し続けているのと同じ、赤い血のぬめりだった。

　その直後に押し寄せてきたのは、傷の痛みを根こそぎ吹き飛ばすほどの、激しい熱だった。腹の底、身体の奥からマグマのようなうねりがこみ上げてきて、冷えきっていた四肢にあらたな活力を満たしていくのが自分でも判る。

　健二は目をしばたかせ、間近にあるマラハイドの顔を見つめた。

「……まーちゃん……」

　長いキスの間に傷口からの出血は止まり、痛みも噓のように消え去っていた。それがまぎれもなく少女のくちづけのおかげだと健二は確信した。

「まーちゃんは、いったい――？」

「詳しい説明はあとでしますから」

　かすかに血のついた唇を指先でぬぐい、マラハイドは繰り返した。

「やっちゃって！」

　突とつ如じよ飛んできた金切り声に、健二とマラハイドは同時に視線を転じた。

　まなじりを吊り上げた智恵が、健二を――というよりマラハイドを――睨ねめ据すえ、甲高い声で叫んだ。

「――あなた、その小娘をやっちゃってよ！」

「智恵さん……」

「もういい！　健二くんも、その小娘も――もうみんな嫌い！　死ねばいいのよ！」

「それでこそわたくしの〝鞘ロのー主ド〟にふさわしい。わたくしは嫉しつ妬と深ぶかい女性が大好きなのです」

　嫉妬心剝むき出だしの怨えん嗟さの叫びに、テルドーナは目を細めて大おお仰ぎようにうなずくと、芝居がかった仕し種ぐさで指を鳴らした。

「――それでは奥さまにもお手伝いいただきましょうか」

「!?」

　急にどこかで鐘の音が鳴り始めた。

　と同時に、雲に覆われていた星の少ない夜空が、血と墨ぼく汁じゆうを混ぜ合わせたような、重苦しい茜色に染まっていく。健二はマラハイドの肩を抱き、それをただ凝視するしかできなかった。

「〝逢魔が刻トワイライト〟へようこそ、由良健二さん」

　ダブルのスーツのボタンをはずし、テルドーナは銀の髪を軽く払った。

「――あなたがその〝剣の妖精ウオーライク〟のロードに選ばれなければ、ここへ来ることもなかったでしょうに」

「……？」

　健二にはテルドーナのいっていることが理解できなかった。それ以前に、自分の周囲で今まさに起こりつつある変化すら理性で認めることができない。

　助けを求めるような気持ちで、健二はマラハイドを振り返った。

「かさねがさねすいません、ケンジさん」

「え？」

「わたしの都合に、ケンジさんを巻き込んでしまいました」

「ど、どういうことだよ？」

「あれは――本当はわたしの敵なんです」

「敵!?」

　思わず頓とん狂きような声を発した健二は、ふたたびテルドーナを見やった。

　その指先に銀色の輝きが宿っているのを見た刹那、健二は反射的にマラハイドを抱いて跳ちよう躍やくした。

「あぶ――っ？」

　健二たちは一瞬で民家の屋根の上へと移動していた。健二自身が戸と惑まどいを覚えるほどの、不自然なまでの跳躍力だった。

「こ、こいつは……？」

「ケンジさん、あの女から目を逸らさないで」

「？」

　マラハイドの声に健二がテルドーナを見やる。ちょうどテルドーナは、銀色に輝く指先で、屋根の上の健二たちを指差したところだった。

　――きゅぱっ！

　かすかに風を切る音を引きずり、銀色の光が走る。それは――色こそ違えど――先ほどマラハイドが見せた光の矢と同じものだった。

「！」

　咄嗟に身をかがめた健二の頭上を、銀の針のような凶器が駆け抜けていく。

　みずからが放った光の矢がかわされたと見るや、テルドーナは智恵を引き寄せ、有無をいわせずその唇を奪った。

「んむ――」

「え――？」

　いきなり女同士のキスを見せつけられた健二は、それに何の意味があるのか理解できずに眉をひそめた。

「気をつけてください、ケンジさん」

「何？」

「あれで、あの人もケンジさんと同じになります」

「お、同じって――？」

「決して相性が最高というわけではありませんが、あなたがたを倒すのにはこれで充分でしょう。――何はともあれ、わたくしのほうにもロードがいなければお話になりませんし」

　指先で唇をぬぐったテルドーナは、次の瞬間、みずからの影の中に消えた。

「消えた!?」

「あれが――ウォーライクというものです」

　マラハイドの呟きに合わせたかのように、本体が消えたあとも残っていたテルドーナの影の中から、一本の剣が迫せり出だしてきた。

　その柄つかを、智恵の細い手が摑む。

「智恵さん――!?」

「ウォーライクの〝魔性の血エルフインブラツド〟を口にした人間は、みんな一時的に超人になるんです。今のケンジさんみたいに。――あの人もそうです。だから気をつけてください」

「気をつけるって――」

　健二がマラハイドの言葉の意味を問いただすよりも、剣を手にした智恵が健二と同じ高さまでジャンプしてくるほうが早かった。

「!?」

　すさまじい形ぎよう相そうの智恵が振り降ろす剣を、健二がバックステップでかわす。が、智恵はすぐさま健二に追いすがり、さらに斬りかかってきた。常識はずれの脚力を手にした健二と互角か、あるいはそれ以上の身体能力だった。

　黄昏色の空の下を逃げ続ける健二に、マラハイドがいった。

「ケンジさん」

「え？」

「あの人を殺したくないですか？」

「はぁ？　誰が見たってこっちが殺されそうな状況だろうよ！　そりゃまあ、殺したくないっつーか――できりゃあそうしてえさ！」

「なら、あの剣だけを折ってください」

「剣!?」

「剣だけを壊せば、あの人は正気に戻ります」

「でも、どうやって――こっちは素手だぜ!?」

「わたしを使ってください」

「は？」

「ケンジさんになら――わたしの身体を預けられます」

　健二の腕をすり抜け、マラハイドはみずからの影の中に呑み込まれた。

「まーちゃん――」

　健二の驚きよう愕がくの声が途切れた。マラハイドが消えるのと入れ替わりに、時を置かず、巨大な死神の鎌かまが影の中から飛び出してきたのである。

　無意識のうちにその鎌の柄を摑んだ瞬間、健二は、これがマラハイド自身であることを理解した。

『ケンジさん、来ます！』

「くっ！」

　もちろん、こんな時代がかった凶器の使い方など健二は知らない。知らないままに、身体のほうが勝手に反応して智恵の斬ざん撃げきを受け止めていた。

「よせ……っ！」

　刃を合わせた智恵を力任せに押し返し、健二は大きく息をついた。

　陰鬱な茜色が支配する不気味な並行世界で、健二は智恵と対たい峙じしている。健二は巨大な鎌を持ち、一方の智恵の手には刀身がしなりそうなほどに薄い、そして鋭えい利りな長剣があった。

「どうしちまったんだ、智恵さん……？」

「…………」

　肩で荒々しい呼吸を繰り返しながら、智恵は爛らん々らんと輝く双そう眸ぼうで健二を見据えている。鬼き気き迫せまるという表現がふさわしい表情だった。

『エルフィンブラッドは、精神的な抑圧を消し去って、抑えつけられていた感情を解放しますけど……』

　健二の手の中で鎌が震え、マラハイドの声が聞こえてきた。

『あの人は、ただ〝血〟に酔っているだけとも思えません』

「はぁ？　よく判んねえよ、そんなこといわれたって――！」

『とにかく、あの剣を折ればもとに戻るんです』

「折ればって――簡単にいうなよ……っ！」

　双方の間に横たわっていた数メートルの距離も、超人化した今の健二と智恵にとってはわずか半歩で埋まるほどのものでしかない。一瞬で健二の眼前へとすべり込んできた智恵は、健二の胸へとまっすぐに剣を突き出した。

「ぐ……！」

　咄嗟に鎌の柄で切っ先を逸らし、心臓を串くし刺ざしにされることだけはまぬがれたが、智恵の剣は健二の頰を浅くえぐっていた。

『ケンジさん！』

「くそ……！」

　頭で考えるより先に、健二の足が智恵を蹴けり剝はがした。

「！　やべっ――」

　今の自分の力で思い切り人を蹴ったらどうなるか――数瞬遅れてそのことに思いいたった健二は、二階屋の屋根の上から転げ落ちていく智恵を追うように飛び降り、駆け寄った。

『ダメです、ケンジさん！　エルフィンブラッドを摂取した人間は、あのくらいでは怪我なんか――』

　マラハイドの制止の声を、健二は、自分の脇腹にふたたび鋭利な刃物が突き刺さる嫌な音とともに聞いた。

　路上で倒れ伏していたように見えた智恵が、近寄ってきた健二に向かって、何の前触れもなしに剣を突き出したのである。

「ぶ……ぐっ――」

　咄嗟に飛びのくようにして自分の腹から剣を引き抜き、健二はふたたび電柱に寄りかかった。

　さっき智恵のナイフでつけられた傷は、マラハイドのキスでひとまずは閉じたはずだった。

　だが、今度の傷はさらに深かった。腹ふく腔こうを貫通し、内臓をずたずたにして、背中のほうにまで抜けている。あらたな鮮血が間欠泉のように噴き出し、一部は食道を逆流して健二の口の中へとこみ上げてきた。

『傷はじきにふさがります。だから、もうしばらくはダメージを受けないようにしてください』

　血を吐きながら咳き込む健二に、マラハイドが早口で告げる。

『――ロードには、性格的に向いている人間と向いていない人間がいるんですよ、由良さん』

　切っ先にこびりついた血をひと振りし、智恵は悠然と立ち上がった。

　しかし、しゃべっているのは智恵ではない。彼女の手にある剣――テルドーナが、深く傷ついた健二を笑っていた。

『激情の性格の奥さまは、怒りや嫉妬に後押しされればどんなロードよりもお強い……でもあなたは、どうやら存外にやさしすぎるようですね。それは、ロードにとってはあまりいい性格とはいえません』

「う、るせえ――」

　背中を丸め、上目遣いに智恵を睨みつけて、健二は低い声で呻いた。

　健二の体内で、ふたたび熱いうねりが生じ始めていた。智恵に刺された傷を瞬時に治した時の、あの肉体的な熱とは少し違う、理性を焼き尽くされるような狂おしい炎が、健二の全身を駆けめぐりつつあるのだった。

　それは、凶暴なまでの破壊衝動、殺傷衝動だった。

　智恵を傷つけまいとする情が、その衝動によって砕かれようとしていた。

『ケンジさん!?　まだ駄目です――』

　マラハイドの制止の声を無視し、健二ははじかれたように走り出した。さっきとは逆に自分のほうから智恵との距離を詰め、斬りかかっていく。

『ようやく火がつきましたか……いささか遅きに失した感はありますが』

　攻撃範囲の広い大鎌をたくみにかわし、智恵は剣の切っ先を健二に向けて斬り込んできた。

「ふっ――」

　すり上がってくるような突きを、身体を大きく逸らせてやりすごした健二は、身体をひねって後ろ回し蹴りの要領で智恵をはじき飛ばした。

　もはや先ほどのように智恵を気遣う気持ちは湧いてこない。格闘技の素人しろうとであるはずの自分にこれだけのことができるという事実――エルフィンブラッドによって人間はここまで変わるのだという現実が、健二に、智恵もまた同様の超人となっているのだということをはっきりと教えてくれていた。

『飛び道具、来ます！』

「!?」

　がりがりとヒールの底を削りながら数メートルも吹き飛ばされた智恵が、どうやっても届かないはずの間合いで剣を一閃させた。

　その三み日か月づきの軌き跡せきから、無数の光の矢がほとばしる。

『ケンジさん、思い切って振り回してください！』

　マラハイドの言葉にしたがって、健二は大鎌を振り回した。

　すると、こちらもその刃の軌跡から赤い光の矢が走った。赤と銀、双方の矢が一本残らず正面から激突して相そう殺さいし合う中、智恵がそれを追い越すようなスピードで突っ込んできた。

「っ！」

　体重では健二よりもはるかに軽いはずの智恵の一撃に、健二の身体が派手に転がっていく。広い交差点の真ん中で身を起こした健二は、肩口に開いたあらたな傷を確かめる暇もなく、追いすがってきた智恵を迎え撃った。

『戦う意味も判っていないロードに経験不足のウォーライク――わたくしの相手にもなりませんね』

　大鎌の柄で受け止めた剣が、テルドーナの声で健二たちをあざ笑った。

「戦う意味とか理由とか、そんなモンなら――いくらでもあるだろうが……よ！」

　唇を嚙み締め、健二は智恵を押し返した。

　健二にはいまだに状況がよく摑めていない。ウォーライクが何なのかということも、どうしてマラハイドやテルドーナにこんなことができるのかということも、まるで判らなかった。

　だが、智恵を正気に戻すために――何よりマラハイドを守るためには、テルドーナと戦って勝たなければならないということだけは理解している。

　さしあたって、健二が戦う理由としてはそれで充分すぎた。

「青アザくらいは必要経費だ！　我慢してもらわねえとな！」

　荒々しく叫びながら、体勢を崩した智恵に、鎌の石いし突づきのほうで横殴りの一撃をお見舞いする。剣をかざして受け止めた智恵がふたたび派手に吹き飛び、明滅の止まった信号機の柱に激突した。

「くっ……！」

『あなた――奥さまを殺す気ですか!?』

「智恵さんを巻き込んだてめえが、身勝手なことほざくんじゃねェよ。……だったら最初からちょっかい出してくんじゃねえ！」

　体勢を崩した智恵に肉薄し、健二は鎌を振り上げた。

　髪を振り乱し、瞳をぎらつかせた智恵が、剣を頭上にかかげる。

『ケンジさん、加減しないと――』

「判ってらぁ！」

　そのひと声とともに、健二は智恵の肩口へと鎌を振り降ろした。

　がきん！

　智恵がかざした剣が、硬い音を立てて折れ飛んだ。

　折れた切っ先はアスファルトに突き刺さり、そして剣を打ち砕いた鎌の刃はそのまま智恵の肩口に食い込むかと見えたが、その寸前でぴたりと止まった。

「……！」

　怒りと闘争心に後押しされた一撃を、智恵を傷つける手前で強引に止めた健二は、すぐに三メートルほど飛びのき、様子を見た。

「あ……」

　剣が砕けて数秒後、智恵はその場に膝をつき、やがてそのまま静かに崩れ落ちた。

「智恵さん!?」

『大丈夫です。ただ気を失っただけですから』

　長い黒髪をアスファルトの上に広げ、智恵は倒れ伏した。

「く……！」

　その手からこぼれ落ちた剣の柄が音もなく影の中に沈み込み、そして、背中を大きく斬り裂かれたテルドーナとなって現れた。

「こんなはずは――ま、だ、〝楽園エリジウム〟の……手がかりも、見つけて、い、ない、のに――」

　息も絶え絶えに呟くテルドーナは、上目遣いに健二を睨みつけていたが、その顔にはすでに死相が浮かんでいるようだった。

　その視線に気圧され、健二は思わず後ずさりながら鎌を振り上げた。

『ケンジさん、もういいんです』

「え？」

『もう決着はつきましたから』

　マラハイドの言葉を裏づけるかのように、アスファルトに這っていたテルドーナの身体が、四肢の先端のほうから蒸発し始めた。

「!?」

『戦いに敗れたウォーライクは、こうして消滅するんです』

　淡々とマラハイドがいった。

『もしわたしたちが負けていれば、消滅していたのはわたしのほうでした』

　均整の取れたテルドーナの身体が、指先から微細な光の粒りゆう子しと化して消えていく。

　肩を濡らす血ち糊のりに顔をしかめ、健二は無言でひとりのウォーライクの最期を見つめ続けた。
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　テルドーナは淡い燐りん光こうに溶けて消滅した。

　あとにはただ、空恐ろしいまでの静せい寂じやくと、気を失った上条智恵が残されている。

「……本当に大丈夫なのか？」

　ぴくりとも動かない智恵に、健二は少し心配になってきた。先ほどまで健二の心を支配していた荒々しいうねりは、すでにおだやかに引き始めている。

『この人なら問題ないです。特に外傷はないみたいだし、あっても打ち身か擦すり傷きず程度だと思います。それだって、エルフィンブラッドの効果が切れる前にあらかた治るでしょうし』

「それにしたって……智恵さんが目を醒ましたあと、いったいどうやって説明したらいいんだ？」

『それも大丈夫です。もうこの人は、何も覚えていませんから』

「何も覚えていない……？」

『ウォーライクを失ったロードは、ウォーライクとかかわっていた間の記憶を奪われるんです。……記き憶おく喪そう失しつになるって意味じゃなくて、記憶が都合よく書き換えられるって感じですけど』

「それじゃ、智恵さんは――？」

『今夜ここで健二さんと戦ったことも、それ以前にここへ来たこと自体、綺麗に忘れてしまうと思います』

　それを聞いた健二は、あまりの都合のよさに思わず噴き出しそうになった。

「そりゃあまあ……ずいぶんと便利なモンだな」

『わたしたちウォーライクは、そうやって自分たちの存在を人間たちから隠し続けてきたんです』

「そう、そもそもそのウォーライクってのが何なのか、オレにはまだよく判んねえんだけど――」

　マラハイドを肩にかつぎ直し、健二は嘆息した。

「いずれにしても、別れる別れないで修しゆ羅ら場ばってた時の記憶もうまく消えてくれりゃ、オレにとっても智恵さんにとってもベストだな」

『そうなるといいですね』

「ああ」

　気だるい疲労感を覚えてぞんざいにうなずいた健二は、あらためて自分が手にしているマラハイドを見つめた。

「――ところで、まーちゃんはいつになったらもとの姿に戻るんだ？　まさかこの先ずっとこのままってことはねえんだろ？」

『それでしたら、このままぽんと放り出していただければ――』

「マラハイド」

　激闘を終えたばかりのふたりの会話に、その時、突如として魅み惑わく的てきにかすれた女の声が割り込んできた。

「――そのぼうやがおまえの選んだロードなの？」

「！」

　はっとして振り返った健二は、さっきまで誰もいなかったはずの路上に、金きん髪ぱつの美女が立ち尽くしているのを見た。

　見事なプロポーションをアニマルプリントのドレスに包み、その上から豪ごう奢しやな毛皮のコートをはおった女は、しかし、そのファッションにはひどく不釣り合いな、黒光りするサーベルを両手に持っている。

　毛皮の女の手に凶悪な武器があるのを認めた瞬間、健二は咄嗟に地を蹴って女に斬りかかった。

「こいつも敵か――！」

『！　ダメです、ケンジさん！』

「ロードの躾がなってないわよ、マラハイド」

　健二が真っ向上段から振り降ろす鎌にも眉ひとつ動かさず、女はただ毒づいただけだった。

　そのひと言だけで、健二の身体が派手に跳ね飛ばされた。












「――!?」

　いや――健二を跳ね飛ばしたのは女のハスキーボイスではなく、白い翼だった。女の背中に生じた白い光の翼が大きく左右に広がり、健二を打ち据えたのである。

「ぐっ！」

　ブロック塀べいが崩れるほどのいきおいで背中から叩きつけられた健二は、前のめりに倒れて息を詰まらせた。

「ばっ……か、な――？」

　マラハイドの力を借りて超人となったはずの健二が、今の一撃だけで甚じん大だいなダメージを受けていた。全身の骨が折れたかのような衝撃に身体が動かなくなり、三半規管が悲鳴をあげる。

　勝てる気がしなかった。

　テルドーナとはまるで次元が違う。

　美女の底知れない強さに、我知らず身体が震えた。

「ケンジさん！」

　健二の手からこぼれた大鎌が地に落ちた影の中に吸い込まれ、そこから少女の姿に戻ったマラハイドが飛び出してきた。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ……」

「……相性はいいようね」

　全身を強打して動けずにいる健二と、それを気遣うマラハイドを見つめ、白い翼を持つ美女が冷淡に呟いた。

「そのぼうやをあなたのロードとするのなら、二度とこんな無作法のないようによく説明しておきなさい、マラハイド。――あなたたちが誰と戦い、何を捜さなければならないのかをね」

「な、何を、いってんだ、てめえ……？」

　奥歯を嚙み締め、健二は女を睨みつけた。だが、おそらく誰の目から見ても、それはただの強がりとしか映らなかっただろう。絶対的な強者と敗北者――美女と健二との構図がまさにそれだった。

　現に健二は、まぎれもない敗北感にまみれて膝を屈していた。

　女は傲ごう然ぜんと健二を見下ろした。

「わたしたち〝吟遊詩人ミンストレル〟のために、世界のどこかにある〝書レボル・シオグ〟を捜す――判っているわね、マラハイド？　あなたはそのためにここへ来たのよ」

「……はい」

「ま、まーちゃん……？」

　女の言葉に悄しよう然ぜんとうなずくマラハイドを、健二は驚きの表情でかえりみた。

「そちらのぼうやもせいぜいがんばることね。あなたが役に立たないと判れば、マラハイドには別のロードを捜さなければならないのだから」

「何……？」

「マラハイドといっしょにいたければ、マラハイドのいう相手と戦って勝ち続けろといっているのよ。そうすれば、やがて〝書レボル・シオグ〟にたどり着くでしょう」

「〝書レボル・シオグ〟？　いったい何の話だよ!?　〝書レボル・シオグ〟って何なんだ!?」

「あなたが深く知る必要はないわ。どうせいずれは忘れ去ることよ。――あなたはただ、何も記されていない〝書〟を、マラハイドとともに捜せばいいだけ。邪魔をするほかのウォーライクたちを片づけながら、ね……」

　それだけ告げると、女は悠然と背を向けて歩き出した。

「ま、待て……っ」

　マラハイドにささえられて立ち上がった健二が、声を振ふり絞しぼって女を呼び止めようとしたが、女が翼を打ち振るうやいなや、その姿は急に立ち込めてきた時ならぬ霧にさえぎられ、たちまち見えなくなってしまった。

「……いったい何だってんだ……」

　健二は空を見上げて呻いた。

　さっきも聞いたあのうつろな鐘の音が、ふたたび鳴り始めている。時の移ろうことのない永遠の夕空が、健二にも見慣れた星の少ない夜空へと変へん貌ぼうしつつあった。

「ケンジさん――」

　マラハイドが健二の腰に手を回し、ぎゅっとしがみついてくる。

　空の色がもとに戻ると同時に降り出した雨に打たれながら、健二はマラハイドを抱き締めた。
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　このところずっとぐずついていた空が、きょうは久しぶりに綺麗に晴れ渡っていた。

　それもあってか、休日の銀座通りは人でいっぱいだった。

「……たぶん不況ってのはウソだな」

　歩行者天国の時間に合わせて広げられたパラソルの下で、由良健二は甘ったるいカフェラテを飲んでいた。

「そうなんですか？」

　応じたマラハイドは、周囲の人の視線も気にならないのか、丸いテーブルの上に山と積まれたハンバーガーをぱくついている。

「――だってそうだろ？　少なくとも、ああしてブランドショップをハシゴしてる連中は、世間一般のみなさんよりはカネ持ってるぜ」

「そういうものですか」

「ああ。値下げした値下げしたっていったって、やっぱブランド品は安かねえしな」

「さすがケンジさん、含がん蓄ちくがありますね」

　以前の女たちからプレゼントされた時計やアクセサリーを質屋で換金し、それで悠ゆう々ゆう自じ適てきな暮らしをしていた健二としては、そういわれると苦笑せざるをえない。

「……皮肉でも何でもなく、それ本気でいってるからな、まーちゃんは……」

　唇の端を引きつらせ、健二はサングラスをはずした。

「――ところで例の〝書レボル・シオグ〟とかいうブツは、結局のところ何なんだい？」

「判りません。わたしも実物は見たことはないですし」

「まーちゃんも見たことねえモンを手がかりナシで捜せってのは……よくよく考えると無茶苦茶だな」

「すいません」

「まーちゃんがあやまることじゃねぇだろ？　あのゴージャスマダムがゴーインすぎるんだよ」

「――ただひとつ判っているのは、〝書レボル・シオグ〟は最終的に、一番強いウォーライクのもとにやってくるはずのものだってことです」

「だからほかのウォーライクをバンバン倒せってか？」

　すでに健二は、ウォーライクとしてのマラハイドに、ロードとしてとことんつき合っていくつもりでいる。当然、あの晩のような戦いがこれからも続くということも覚悟の上だった。

「……にしたって、ずいぶんと漠ばく然ぜんとした話じゃんか。それってつまりさぁ、誰が最強かはっきりするまでブツのありかは判らないってことじゃないの？」

「もしかすると、もう誰かが持っているのかもしれません。……ただ、それでも最後には、戦いに勝ち抜いたウォーライクが手にするものと決まっているらしいんです。もちろん、ラ・ベルが噓をついていなければ、ですけど――」

「ったく……あの女も人を顎あごでこき使って自分は高みの見物とはいい気なもんだぜ。ラ・ベルだかラ・ペルラだか知んねえけど」

「ラ・ベル・ダム・サン・メルシィです。……ラ・ペルラって、それ、下着メーカーじゃないんですか？」

「お、通じねえと思ったら通じたよ――」

　マラハイドの意外な博識ぶりに笑った健二は、その表情をわずかにこわばらせた。歩行者天国の人混みの中に、青いワンピースを着た上条智恵の姿を見たのである。

「…………」

　その少し後ろを何ごとか話しかけながら歩いていくのは、おそらく彼女の夫だろう。遠目に見るかぎりでは、つんと澄ました表情の妻と、さかんにその機嫌を取ろうとしている夫という感じがする。

「……あれでもまあ、夫婦仲がよくなったってことになるのかね？」

　ブランドショップに夫を強引に引っ張り込む智恵を見て、健二は何か胸のつかえが取れたような気がして顔をほころばせた。

　今にして思えば、健二とつき合っていた頃の智恵は、どこか意地になっていたところがあった。いっしょにいると若い娘のようにはしゃぐし、いらないといってもあれこれプレゼントを買ってくれるし、酒を飲むにも酩めい酊ていするまで飲むことが多く、とにかく何をするにも少々度がすぎていた。もちろんホストにとっては上客だったが、振り返って考えてみれば、それはすべて、自分をかまってくれない夫への不満が、当てつけのような形で噴ふん出しゆつしていただけだったのかもしれない。

「――っと」

　ちょうどその時、夫に大きな紙袋を持たせて店から出てきた智恵と、一瞬、健二の視線が交わった。

　だが、智恵は健二に気づいても、わずかに目を丸くして驚きの表情を見せただけだった。あの晩健二と相対した時の、嫉妬に狂った般若のような形相はどこにもない。

　会え釈しやくの代わりにゆっくりとまばたきして無言で微笑んだ智恵は、そのまま夫の腕を引き、隣のブランドショップの中へと消えてしまった。

　腕組みして椅子にふんぞり返り、健二は唇を吊り上げた。

「あらケンジさん、ごきげんよう――ってカンジのよそ行きの微笑みだったな、さっきのは。別れたくないってオレのこと刺したくせに」

「だから、都合のいいように記憶が書き換えられているんですよ。……それとたぶん、〝狂想ルナテイツク〟にかけられていたんだと思います」

「何それ？」

「そういうものがあるんです。ウォーライクが持っている小技ですよ。わたしは使えませんけど」

「小技、ね……」

　智恵のほうには、もう健二に対する執着はないらしい。テルドーナが消滅したことを受けて、夫も含めて智恵の記憶が恣し意い的てきに操作された結果だろう。となれば、健二のほうからわざわざ智恵に声をかける必要もない。

「――あの人に未練があるんですか？」

　マラハイドのストレートな問いに、健二は溜息混じりにうなずいた。

「まあ、嫌いじゃなかったしな」

「どんなところが？」

「……少しオレの母親に似てた」

「そうですか」

「だから、全部好きにもなれなかった」

　紙コップの中に残った氷をストローでかき混ぜながら、健二はうつむいた。

「ホント、いい人だったんだけどな……あの人を見てると、オレと妹につらく当たった母親の嫌な部分ばかりを思い出すんだよ」

「もしかして……その妹さんは、わたしに似てるんですか？」

「ぜんぜん」

　妹の顔を思い出せないまま、健二は即答した。

「妹が死んだのは五つくらいの頃だったけど、たとえ一〇年たったとしても、まーちゃんみたいな美少女にはなれなかっただろうさ」

「ケンジさんはやさしいですね」

「あ？　別にオレはお世辞をいったわけじゃねえぜ？」

「判ってます」

　にこにこと笑いながら、マラハイドは最後のハンバーガーをたいらげた。健二がアイスカフェラテを一杯飲む間に、ハンバーガーを五つも六つも胃袋に納めてしまう健けん啖たんぶりだが、さすがに健二ももう慣れてきた。

「満腹になったかい？」

「すいませんが、まだです」

「だよなあ」

　健二は安物の腕時計をちらりと見やり、立ち上がった。

「――銀座でまーちゃんに腹いっぱい食わせようと思ったら、金目のものをいくら質入れしたって追いつかねえからな。ちょいとそのへんぶらついてから新宿に戻るか」

「どこに行くんです？」

「新宿にハンバーガーの食べ放題やってる店があるんだよ。時間制限があるから永遠に食い続けるってわけにはいかないけどな」

「それは……夢のようなお店ですね」

「オレは、まーちゃんのいい保護者になれるかどうかは判らねえけど、少なくとも、まーちゃんにひもじい思いだけはさせねえからな」

「ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げたマラハイドは、健二の腕に抱きつき、ふたり並んで歩き出した。




　自分が何のために生きているのか、これまでの健二には判らなかった。

　妹を救ってやれなかったという後悔の念に囚とらわれたまま、一〇年以上も、どこか投げやりな、刹那的な生き方を続けてきた。特にホストをやっていたこの数年間は、将来に何の夢も希望もない、振り返ってみれば何が面白いのかよく判らない日々の連続だったと思う。

　そんな毎日とくらべれば、マラハイドとともに行くこの先の日々は、健二にとってはるかに意味があるもののように思えた。

　たとえそれが死と隣り合わせの茨いばらの道だったとしても、少なくともそこには、明確な生きる意味がある。




　そして――健二はあまり妹の夢を見なくなった。






















　ひとりカラオケからの帰り道、家路を行く山やま崎ざき雅まさ明あきの足取りは重い。

　ときおりすれ違う人々の、週末の夜ならではの浮かれようとは対照的に、山崎は肩を落としてうつむいたまま、とぼとぼと歩いていく。その背中には、いかにしてもぬぐいがたい絶望の影がこびりついていた。

　事実、山崎は絶望の淵ふちに立たされていた。

　三み日か月づき学園高等部では、週明けから期末テストが始まる。勉強ができる生徒にとってさえ、テスト期間というのは憂ゆう鬱うつなものであろう。まして勉強のできる生徒ではない、それどころか明確に「勉強のできない生徒」にカテゴライズされる山崎にとって、月曜からの数日間はまさに地獄だった。

　いや、本当ならすでに地獄は始まっていたのだ。ここ一週間ばかり、ほかの生徒たちがくぐり抜けてきた試験勉強という名の地獄を、しかし山崎は、現実逃避することで華麗にスルーしてきてしまった。

　おかげで週明けからの地獄は本当の地獄、さらに過か酷こくさを増した真の地獄である。何しろまったく勉強してこなかったから、もはや討ち死に確定、ひいては一学期の成績もほぼ――悪い意味で――確定したといってもいい。

「くっそう……宮みや本もとのヤツ、唯ゆい一いつ残っていたオレの起死回生の策を潰つぶしやがって……」

　策が潰されたなどといっているが、何のことはない、ノートを貸せといって断られただけのことである。

　ふだん真ま面じ目めに授業を受けていない、真面目に受けているヤツからノートも借りられない、何よりもうテスト本番まで時間がない――と来れば、今の山崎に残された手は、ヤマを張って全教科を一いち夜や漬づけで切り抜けることくらいだろう。

「……っつーか、それで本当にこの難局を切り抜けられたら、オレもう一生勉強しねえけどな」

　山崎が溜ため息いき混まじりに自じ嘲ちようしていると、駅前の喧けん騒そうからずいぶん離れた人ひと気けのない通りでいきなり声をかけられた。

「……そこのあなた」

　視線を上げると、心もとない街灯の明かりの下に、黒ずくめの女が立っていた。

「ひいっ!?」

　うつむき加減で立ち尽くす女の顔は、だらりと垂れた長い髪のせいではっきりとは見えない。だが、このシチュエーションで唐とう突とつに呼び止められたことで、思わず小さな悲鳴をあげてしまった。

「どっ、どど、ど――どちらさまで……？」

「そんなことどうでもいいんです！」

　山崎の誰すい何かの声を押しのけ、女はよろめくように山崎に近づいてきた。海の底で揺らめく藻ものような髪の奥で、眼鏡めがねのレンズが街灯の光を跳はね返かえして輝いている。

「ちょっ……！」

　人気のない夜道で見ず知らずの怪しげな女にいきなり声をかけられ、山崎は思わずあとずさった。どう好意的に解釈しても、こんなファーストコンタクトをしてくる相手がまともな人間であるはずがない。そういう警戒心がはたらくという意味では、クラスでバカ呼ばわりされている山崎も常識人のはしくれではあった。

　じりじりとあとずさる山崎に、すべるような動きでぴったりと追いすがり、女はかぼそい声で続けた。

「あなた……神の救いを必要としていませんか？」

「は、はいぃ!?」

　山崎は眉まゆをひそめてぽかんとド阿あ呆ほうのように口を開けっぱなしにしたまま、黒いワンピースの女を凝ぎよう視しした。

「あなたの顔に死相が出ています……このぶんでは遠からず大きな難に遭あうでしょう。それを避けるために、わたしに祈らせてくださいませんか……？」

「は――？」

　クラスの女子たちからは日常的に罵ば倒とうされ、あるいは悲鳴をあげられたりしている山崎だが、さすがに行きずりの女からこんなセリフを突きつけられたことはない。

　そこでようやく、一時停止していた山崎の思考回路がふたたび動き始めた。

「おまっ……！　いきなり死相がどうのって、おまえは魯ろ粛しゆくの死を予言した管かん輅ろか!?　それとも左さ慈じか、于う吉きつかーっ!?」

　かすかな怯おびえを振り払うように、山崎は声を裏返させてわめいた。『三國志』愛好者にしか理解してもらえない叫びだが、今の山崎にそこまで気を回す余裕はない。

「――どっ、どっちにしても、ぶぶっ、ぶ、無礼じゃねーかっ！」

「そんな瑣さ末まつなことにこだわってる場合じゃないんですよっ！　この世界はつねに悪魔たちに狙ねらわれているんです！」

「うひっ!?」

　女はノースリーブの生腕を伸ばしてネクタイを引ひっ摑つかみ、山崎にすがりついた。

「わたしの目に狂いはないんです……！　あなたの肩に、悪魔の影が見えます！」

「――――」

　その時初めて山崎は、相手が自分とさして年の差のない――しかもとても可か愛わいい――少女だということに気づいた。
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　その日の朝、大おお路じ家の台所は湯気に満ちていた。

「お嬢じようさま」

　この大路家に住み込みではたらくようになって二〇年、留守がちな大路夫妻に代わってひとり娘の常葉ときわの面倒を見続けてきた花はな山やま静しず子こは、ダイニングテーブルの上にずらりと並んだ炭水化物のカタマリを見つめ、思わず口を出してしまった。

「その……お聞きしてよろしいでしょうか？」

「ん？　なぁに？」

「本当に、こんなに必要なのですか？」

「たぶんね」

　ごく当たり前のように答えながら、大路常葉は手を動かし続けている。今またあらたにおにぎりがひとつ完成し、群れへと加わるのを目まの当あたりにした静子は、常葉の友人という少年の家族構成に疑問を持たずにはいられなかった。

　けさの作業のために用意されたのは、焼やき鮭ざけに焼きたらこ、子持ち昆こん布ぶの佃つくだ煮に、それにちょっと渋いところで伽きや羅ら蕗ぶき。それらを具にして、常葉は先ほどからえんえんとおにぎりを握り続けている。すでに三〇個以上は握っただろう。

　テーブルの上に並べられたおにぎりに軽く炙あぶった海の苔りを巻いていくのは、アレンジ浴衣ゆかたに襷たすきがけをしたリリオーヌの仕事だった。

「ぬ……」

　海苔を巻いたおにぎりを、巨大な重箱に隙すき間まなく詰めながら、リリオーヌは軽くよだれをすすった。

「リリオーヌ、いっておくけどつまみ食いはダメだからね？」

　背中に目でもついているのか、流しに立っておにぎりを握っていた常葉が、物欲しげなまなざしで重箱を見つめているリリオーヌにちくりと釘くぎを刺さす。

「――食べるのはあちらにお邪じや魔ましてからだよ。ひとりでこっそり食べるより、クリスといっしょのほうが楽しいだろう？」

「ぬぅ」

　実際に海苔の馴な染じんだ鮭のおにぎりに手を伸ばしかけていたリリオーヌは、常葉の言葉に小さくうなずき、地道な作業に戻った。

　笑いをこらえてその様子を見ていた静子は、大きな炊すい飯はん器きが空からになったのを見て、ふたたび尋たずねた。

「宮本さまのお宅は、いったいどれほどの大家族なんです？」

「大家族というほどじゃないよ。居い候そうろうも含めて三人」

「えっ？」

「でも、これでも足りないかもしれないね」

　そういって肩をすくめた常葉は、今度は大きなボウルに大量の卵を割り入れ、しゃかしゃかとかき混ぜ始めた。コンロの上では卵焼き用の四角いフライパンが熱せられ、うっすらと煙けむりを立ち昇らせている。

「お嬢さま、それはわたしが――」

「いいよ、わたしがやるから」

「ですけど……」

　炊飯器任せでごはんを炊たいたりグリルで鮭を焼いたりするのと違って、卵焼きをうまく焼くにはコツがいる。正直、静子には、ふだんあまり台所に立つことのない常葉に綺き麗れいに卵焼きが焼けるとは思えなかった。

　しかし、静子の助力をかたくなにこばみ、常葉は自分で菜さい箸ばしを動かしている。卵の味つけは、卵ひとつに対して砂糖を小さじで大盛り一杯、塩ひとつまみ。どうなることかと後ろから様子を窺うかがっていた静子は、それが大路家の卵焼きとはまったく違う味つけだということに気づいた。

「お嬢さま、出だ汁しは入れないんですか？　それだとかなり甘くなりますけど……」

「ああ、少し甘めのほうがいいんだよ。聞いたら、いつもこのくらいの味つけだといっていたしね」

「どなたにお聞きになったんです？」

「だから宮本後輩にさ。けっこうおいしかったよ？」

「宮本さまに手料理をご馳ち走そうしていただいたことがあるんですか？」

「あ、いや、それは――」

「お嬢さま、よそ見はいけません」

　慌あわてて振り返ろうとした常葉をたしなめ、静子は人知れず微笑ほほえんだ。

　常葉が学校で何と呼ばれているか、静子の耳にも入っている。〝常葉王子〟というその呼び名は、少女が周囲から敬愛されていることをしめすものではあったけれど、その一方で、彼女が特別視されているということを意味しているようにも思えた。

　それがいいことなのかどうなのか、静子自身が判断したくはないが、おそらく常葉には、対等につき合っていける友人はそう多くはないのだろう。

　そんな常葉が珍しく学校の友人を家に招いたのが、確かゴールデンウィークをすぎた頃のことだった。それ以来、少女がよくその少年の名前を口にするのを静子は耳にしている。常葉が友人のことをたびたび話題に出すのも珍しいが、それが同世代の少年だというのはもっと珍しい。もしかすると初めてかもしれない。

　だから静子には、今の常葉の姿がとても微笑ましく見えた。

「……こんな感じかな」

　おぼつかない手つきながらも、常葉は大量の卵液を厚焼き玉子に変え、ささやかな自じ賛さんの呟つぶやきとともに皿に載のせた。

　六〇点。

　静子は心の中で常葉畢ひつ生せいの作にそう評価を下した。ひどく焦こげてはいないし、調味料の分量から考えてもそこそこ味は保証できるが、返す時に手間取ったおかげで綺麗に巻けていない。マイナス点のほとんどは、見た目の不ぶ恰かつ好こうさのせいだった。

「リリオーヌ、団扇うちわであおいで卵を冷ましておいて」

「ぬ……」

　こくりとうなずき、リリオーヌは両手に団扇を持って厚焼き玉子をあおぎ出した。その間に、常葉は今度はこれも大量のソーセージを焼き始めている。

「……まるで体育祭に持っていくような重箱ですわね」

　軽く嘆たん息そくし、静子は常葉の表情を窺いながら言葉を続けた。

「どうせなら、今度の体育祭には宮本さまのぶんまでお嬢さまが作ってさしあげたらいかがです？」

「残念だけど、彼には必要ないかな」

　常葉はソーセージに塩と胡こ椒しようを振って苦笑混じりに静子を振り返った。

「――宮本後輩はわたしよりよっぽど料理が得意なんだよ。今回だって、彼が夏バテで倒れたから差し入れを持っていくんだ。でなければ、自分の手料理を宮本後輩に食べさせようなんて思わないよ」

「あら？　そうおっしゃるわりには、お嬢さまもなかなか楽しそうにしてましたけど？　いくらわたしが手伝うといっても、ご自分ひとりでお作りになるのにこだわっていたようですし――」

「そ、それは――わたしにも、見栄というものはあるさ」

　かすかに頰ほおを赤らめ、常葉はコンロの火を落とした。

　もしかすると常葉は、少女が少年に対して見栄を張るということの本当の意味に、まだ気がついていないのかもしれない。

　初々しい含がん羞しゆうの相を見て、静子はそう思った。
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　宮本伊い織おりは夏バテというものになったことがない。

　幼少期からどちらかといえば身体からだが丈夫ではなかった伊織だが、夏なつ風か邪ぜはあっても不思議と夏バテになったことはなかった。たぶん、バテるほど夏を満まん喫きつしようというアクティブさに欠けていたせいだろう。

　そんな伊織が、今は夏バテで臥ふせっている。

　――というのは、実は方便であった。世間的にはまだ夏休みに入ったばかりで八月にもなっていない。猛暑で倒れるにはさすがにまだ早すぎる。

　それでも、伊織には床を離れがたい理由があった。

　パトリック・ハーンとの二度目の戦いから、まだ一週間もたっていないからである。




　きょろきょろと物珍しげにあたりを見回すクラスメイトを冷ややかに見つめ、伊織は小さく鼻を鳴らした。

「……どうした？」

「いや……そういやオレ、おまえんちに入るのこれで二度目だよなあって思って」

　伊織の正面に座った山崎雅明は、宮本家にやってきた時からどこか落ち着かない様子で、今も軽く貧乏揺すりをしている。

「確か前に来たのは小六の――あれも夏休みだっけか？　みんなで協力して宿題を終わらせようってことになって、ここに集まったんだよなあ」

「みんなで宿題を終わらせようということにしたのはおまえたちだ。おれじゃない」

　ぐったりとソファに身をうずめたまま、伊織は山崎の思い出に冷徹な現実という楔くさびを容よう赦しやなく打ち込んだ。

「おれはとっくの昔に宿題を終わらせていた。そこにおまえが宿題をまったくやっていない連中を引き連れてやってきて、みんなで勝手におれのドリルを写しただけだ」

「え？　そ、そうだったっけか？」

「しかもおまえは、最終的にドリルに書かれたおれの名前を自分の名前に書き換えて持ち帰ろうとした」

「ええっ？　ぜ、ぜんぜん覚えてねえ……」

　その時やってきたクラスメイトたちが、山崎を含めてあまりに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな――ある意味では無邪気な子供らしい――ふるまいにおよんでくれたおかげで、それ以来、伊織はこの家に知人を決して上げなくなった。高等部になってからさつきを呼ぶようになったのは、彼女なら決してソファの上でトランポリンをしたり、机の上からジャンプして書しよ架かに飛びついたりしないと判わかっていたからである。

　伊織は頭を振り振り重苦しい溜息をつくと、山崎が見舞いと称して持ってきたペットボトルの紅茶に手を伸ばした。

「……いちおういっておくが、終業式前から寝込んでいたおかげで、まだ夏休みの宿題にはいっさい手をつけていないぞ。答えを写させてくれといわれても無む駄だだ」

「違うって！　高校になってまでそんな真ま似ねしねえよ、いくら何でも！」

「そういう意味での信頼感は皆かい無むだからな、おまえは」

「いやホント、宿題くらい自分でやるって！」

「じゃあいったい何なんだ？　おまえがおれに用事があるという時は、かならず何か下心があるだろう」

「かっ、かならずじゃねーよ！」

「じゃあ九割九分」

「ほとんど一〇〇パーじゃねーか！」

「……声がでかい」

「あ――」

　伊織に指摘され、山崎は申し訳なさそうに頭をかいた。

「――で？」

「は？」

「それで、結局おまえは何の用でウチに来たんだ？」

「いやー、ま、その、何というか――」

　相変わらずぼりぼりと頭をかき、山崎はらしくもなく言葉を濁にごした。

「……？」

　きょうの山崎はいつもとどこか違っていた。山崎に落ち着きがないのはいつものことだが、それはじっとしていられない性格から来るものであって、ふだんの山崎は決してためらいがちな人間ではない。なのにきょうの山崎は、何か大事な用事があるのになかなかそれを伊織に切り出せずにいるように見える。まるで牧まき島しまさつきを見ているかのようなもどかしさがあった。

　もっとも伊織は、そのへんを忖そん度たくして、「何かおれに相談でもあるのか？」などと助け舟を出すような真似は絶対にしない。そこからどんな面倒ごとを押しつけられるか判ったものではないからである。

　だから、伊織はただ、山崎が意を決して切り出すか、あるいはあきらめて帰るかするまで、こちらからは何もいうまいと口を閉ざし、読みかけの本に手を伸ばした。

「……お、おまえにちょっと聞きたいことがあるんだけどさ」

「何だ？」

　文庫本を一〇ページほど読み進めたところで、山崎がついに口を開いた。

「その……どこか、こう……小こ洒落じやれた喫きつ茶さ店てんとか、おまえ知らない？」

「……おまえは何をいっている？」

「あ！　あー、つまりな！　おまえ紅茶マニアだろ？　だったらこのへんでそういう安っぽい感じのしないきちんとした喫茶店とか、ほ、ほら、知ってそうじゃん？」

　両手をわたわたと動かし、無意味なゼスチャーとともに語る山崎。伊織は栞しおりをはさんで文庫本を閉じ、小さく嘆息した。

「……おまえのいうきちんとした店というのがどんな感じなのか、今ひとつおれにはよく判らないが、要するに、おれのよく行く店を教えろといっているのか？」

「う、うん！」

「そんなことを聞いてどうする？」

「ど、どうするっておまえ――」

「ただ紅茶が飲みたいだけなら、おれがいつも茶葉を買う店を教えてやる。混んでいなければ、試飲で二、三杯は飲ませてくれるだろう。試飲だから金もかからないし安上がりだ。……もっとも、そのあと何も買わずに店を出るには、それなりの面つらの皮かわの厚さが必要だが」

「ちょ、待て、おまえ、それじゃおしゃべりできねーじゃん！」

「何だ？　おしゃべり？　坂さか田たたちとヒマを潰すならファミレスで充分だろう。分不相応な真似をすると恥をかくぞ？」

「誰だれが男同士でおしゃべりするっつったよ!?」

「違うのか？」

　顔を赤くして激げつ昂こうした山崎をまじまじと見返した伊織は、ふときざした小さな疑念に首をかしげ、念のために問いただしてみた。

「……まさかおまえ、女の子と行くような店の話をしているのか？」

「そっ、そうに決まってるだろ！　今頃気がつきやがって、鈍にぶいんだよ、おまえ！」

　語気も荒くソファに座り直した山崎の顔が赤いのは、いきどおりのせいというより照れのせいなのだろう。

　それにしても、山崎にいっしょにお茶を飲むようなガールフレンドがいたとは初耳である。ちょっと微笑ましい気分になって、伊織は笑いをこらえて山崎に尋ねた。

「……いつからだ？」

「はぁ？」

「いつからつき合っている？」

「つ、つき合ってるっていうか――いや、そこはまあこれからの輝かしい未来っつーか何つーか……だからまあ、ふたりの間をゼロ距離にするための策をあれこれ練ってる最中なわけで」

「ほう。……で、相手は誰だ？　二組の女子か？」

「バッカ、あんな人のことをバカ呼ばわりするガサツな連中なんかとつき合えるかよ！　これでもオレはシュミがいいんだよ！」

「じゃあ誰だ？　別の学校の子か」

「んー、そこまではオレもまだ知らないんだよ。ただ、何ていうの？　影があるっていうか、ミステリアスな雰ふん囲い気きが何ともいえず大人びた感じで、でもその一方で、華きや奢しやで守ってやりたくなるっていうかさあ」












　最初は口が重かったくせに、そこからはもう山崎の独どく壇だん場じようだった。要するに、自分のカノジョがいかに可愛く、美しく、すばらしいかということを、貧困なボキャブラリーを必死に使い回して、頼みもしないのに伊織に説明してくれるのである。

「――ひとつ重要なことを聞くが」

　山崎のワンマンショーにひと区切りついたところで伊織は尋ねた。

「そのユリアちゃんとやらがおまえの妄もう想そう上じようの存在じゃないと仮定して、だ」

「妄想なわけねーだろ！」

「そのカノジョはアクセサリー作りが趣味だったりしないか？」

「へ？　いや、それは知らないけど……」

「もしくはいきなり自分の上司に会ってもらいたいとか、展示会に来てほしいとか、そんなことをいわれなかったか？　連中は言葉たくみにローンを組ませようとするらしいから、くれぐれも気をつけろ」

「デート商法かよ!?」

「……冗じよう談だんだ」

　ふたたび激昂しかけた山崎をなだめ、伊織は笑った。

「いくらおまえが釣れやすそうに見えても、高校生を相手にそこまであこぎな真似をする業者はいないだろうからな。――で、本当のところはどうなんだ？　キリスト教系か、それとも仏教系か？」

「は？」

「実はその子が宗教か何かの勧誘だったというオチなんだろう？」

「そっ……！」

「図星か？」

「ち、違うに決まってんだろ！　たっ、確かに出会いはそういうアレの気配がなきにしもあらずだったけど……でん、で、でも、オレたちの愛はホンモノなんだよ！　いちいち難なん癖くせつけるってのは、おまえはアレか、意地でもオレにカノジョができたって事実を認めたくないわけか、あ!?」

「認めたくないわけじゃなく、単に信じがたいだけだ。カノジョが欲しい欲しいといいつつ見当はずれな努力しかしないおまえに、そんな美少女のカノジョがいきなりできるなんて、いわば買っていない宝くじが当たるようなものだからな」

「それじゃ確率ゼロじゃねえか！」

「そのくらい信じがたいといいたいだけだ」

「疑り深いヤツだな、おまえは！　周しゆう瑜ゆの計略にハメられて蔡さい瑁ぼうを斬きった時の曹そう操そう並みに疑り深いな！」

「くどいたとえはもういい」

　山崎お得意のたとえ話にうんざりしつつ、伊織は手を振った。山崎が『三國志』が好きなのは判るが、ことあるごとに曹操だ呂りよ布ふだ孔こう明めいだとたとえられるのは、いくら何でも牽けん強きよう付ふ会かいにすぎる。

「――要するに、おまえは自分にカノジョができたということを、誰に聞かれたわけでもないのに、夏バテで臥せっているおれのところにわざわざ報告にきたわけか」

「うむ！　ミもフタもないいい方だが、おおむねそんなカンジだ！」

「帰れ」

「そうつれないこというなって！　オレはこの道の先せん達だつであるおまえの意見を聞きたくて暑い中をやってきたんだぜ、我が諸しよ葛かつ亮りようよ！」

「誰が諸葛亮だ」

「な～、頼むよ、宮本！」

　山崎は両手を合わせ、冷淡に突き放す伊織を伏ふし拝おがんだ。

「若葉マークのオレには何をどうしていいかぜんっぜん判んねえんだ。こんなオレに、ユリアちゃんとうまくいく天てん下か三さん分ぶんの計けいを授けてくれ！」

「そんな便利なノウハウがあるか。……だいたい、そんなことをおれに聞くほうがどうかしている」

「貴様ァ！　ここまで来てなおもしあわせをひとり占めする気か!?　さてはオレがあっさりフラれればいいと思ってるだろ!?」

「そんなことは思っていない」

「本当だな!?」

「ああ。おまえがフラれようがフラれまいがどうでもいいだけだ」

「貴様ーッ！」

「……だから騒ぐな。頭に響く」

　伊織がたびたび重い頭痛にさいなまれるのは、山崎の声がうるさいからというより、まだ貧血気味だからだが、伊織の背負った過酷な事情を知らない山崎は、いまさらのように「あ」と間の抜けた声をあげて、首をすくめてソファに座り直した。

　やや冷静さを取り戻した山崎に、伊織はあらためて尋ねた。

「……そもそもいまさらどうしてそんなことを聞く？　これまでのデートはどうしてたんだ？」

「いや、じ、実はまだ、きちんとしたデートはしたことなくてさ――」

「……おまえ、本当にその子とつき合ってるのか？　おまえの話を聞くかぎり、ただ街で出会った宗教の勧誘員とカモの関係としか思えないんだが」

「違うっていってんだろ！　オレの頭の中ではなあ、もうユリアちゃんとの結婚までのタイムスケジュールも組み上がってんだぞ！」

　目の前のデートのスケジュールも組めないくせに結婚とは片腹痛い。が、それを指摘してもまた山崎が血圧を上げるだけなので、伊織はそれ以上何もいわず、ただ自分のケータイから山崎にぷちぷちとメールを打った。

「……最近はそういうヒマもなくなったが、おれが外で紅茶を飲む時はいつもその店に行くことにしている」

「おお！　ナイス献けん策さく！」

「いっておくが、そのへんのコーヒースタンドとはまるで価格設定が違うからな？　安く上げたければ自力で別の店を捜さがしたほうがいい」

「いやいやいや、ここでいいよ！　ほかの男子とかに聞いたって、なかなかこういう店の情報って聞けねえもんな！　やっぱおまえに聞いてよかったよ！」

　陽気に笑ってソファから立ち上がった山崎は、青い顔をしている伊織の肩を気安げにぽんぽん叩たたいた。

「そんじゃオレ帰るわ！　邪魔したな！」

「……ああ、本当に邪魔だった」

　こんな用事ならいっそメールですませてもらいたかったが、もはや今の伊織には反論する気力もなく、ただ意い気き揚よう々ようと引き上げていく山崎を見送ることしかできなかった。




「……もういいかい？」

　山崎が宮本家を出てから数分後、書しよ斎さいのドアをそろりと開けて、浴衣姿の大路常葉が顔を覗のぞかせた。

「イオリ、大丈夫？」

　そう尋ねたクリスタベルの両手には、焼き鮭とたらこのおにぎりがある。リスのように頰をふくらませてもぐもぐやりながらそんなことをいわれても、伊織を心配しているようには思えない。

　ぐたっとソファにもたれていた伊織は、食い気第一のクリスを一いち瞥べつし、それから常葉に視線を移して弱々しく笑った。

「すいません、こいつの食事の面倒まで見てもらって」

「気にしなくていいよ。きみにはいろいろと世話になっているからね」

　常葉はテーブルの上に置いた紫色の包みを開き、クリスとリリオーヌにいった。

「冷蔵庫から麦茶のボトルとコップを持ってきて。割らないようにね」

「はーい」

「ぬ……」

　食べかけのおにぎりをかかげ、少女たちがとてとてと台所に走っていく。それを見た伊織は、こめかみを押さえて呟いた。

「あのガキ……おれが何かやれといってもゴネることが多いのに、どうして先輩のいうことは素直に聞くんです？」

「それはあれさ、きみに甘えているんだよ」

　包みの中は大きな重箱だった。もっとも、すでに中身は半分以上なくなっている。二階にいる間にクリスとリリオーヌが食べてしまったのだろう。

　おにぎりをひとつ取って伊織に差し出し、常葉はいった。

「前にルテティアもいっていたじゃない、きみはクリスに甘すぎるって。何だかんだできみがあれこれやってしまうから、あの子も余計に甘えてしまうのさ」

「おれが悪いようないい方ですね」

「どんなにきみがあの子を甘やかそうと、最後まで責任が取れるのならいいんじゃないかな？　別にきみのやり方が悪いとは思わないよ。……わたしだって、リリオーヌにはけっこう甘いしね」

「…………」

　何と反応していいか判らず、伊織は無言でおにぎりをかじった。

「――ところで、さっきのはきみのクラスの子だよね？　何の用事だって？」

「くだらない用事でしたよ。先輩の耳に入れるのもはばかられるようなバカバカしい内容です。――それよりクーラーのない部屋に押し込んですいませんでした。暑くなかったですか？」

「わたしの部屋にだってクーラーなんかないよ」

　常葉が宮本家を訪れたのは、今から一時間ほど前のことだった。伊織が台所に立って食事の用意ができないため、わざわざ巨大な重箱に詰めた弁当を持ってきてくれたのである。

　その常葉が二階からこそこそと降りてきたのは、山崎がいなくなるまで伊織の部屋に隠れていたからだった。常葉が朝一番から差し入れを持ってきたなどということがばれたら、山崎に何をいわれるか判ったものではない。

「むぎちゃたっきゅうびんでーす！」

　冷蔵庫で冷やしておいた麦茶のボトルとコップを持って、クリスとリリオーヌが戻ってきた。

「――はい、イオリ！」

　クリスは伊織にボトルを渡すと、空のコップを持って差し出した。その隣となりでは、リリオーヌも当然のように「ぬぅ……」とコップを構えている。

「……どういう趣向だ、これは？」

「おちゃ！」

「……ふつうはおれにお茶をどうぞと差し出すシーンだと思うが」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、伊織は少女たちのコップに麦茶をついでやった。

　重箱を包んでいた風ふ呂ろ敷しきをたたみ、常葉はリリオーヌにいった。

「――さて、それじゃそろそろおいとましようか、リリオーヌ」

「え～？　リリオもトキワももう帰っちゃうの～？」

「あまり長居しても宮本後輩の迷惑になるからね。――夕方また来るよ」

「ホント!?　ぅわ～い！」

「……先輩」

　無邪気に喜ぶクリスを押しのけ、伊織は両りよう膝ひざに力をこめてのろのろと立ち上がった。

「そんなに気を遣つかってくれなくてもいいんですよ」

「だからといって、一日三食デリバリーにするわけにはいかないだろ？」

「そりゃまあそうですが」

　宮本家での食事をすべて出前でどうにかしようと思ったら、栄養のかたよりがどうのという以前に、金がかかって仕方がない。

　常葉たちを玄関まで見送り、伊織はぺこりと頭を下げた。

「何から何まですいません、先輩」

「だから気にしなくていいよ。きみにはいろいろと世話になったっていったじゃない」

「いや、でも――」

「なら、きみが全快した時は、リリオーヌといっしょにあらためてきみの手料理をご馳走になりにくるよ。それでいいだろう？」

「……はあ」

「わたしがいうのも何だけど、きみは本当にガンコで融ゆう通づうが利きかないね」

　常葉は小さく笑って玄関を出た。紫陽花あじさい柄がらの浴衣に、たぶんそれと合わせた日ひ傘がさをさし、下げ駄たをからころ鳴らして歩いていく。手軽にビーチサンダルやミュールでごまかさないところが、常葉らしいといえば常葉らしかった。

「先輩！」

　門を出るところで振り返った常葉に、伊織はふと思い出して慌てて声をかけた。

「――わざわざありがとうございました。おにぎり、うまかったですよ！」

「…………」

　常葉は少しはにかんだように口もとをほころばせ、和服にふさわしい物腰で軽く会え釈しやくすると、リリオーヌを連れて去っていった。いつも凜り々りしく颯さつ爽そうと校内を闊かつ歩ぽする常葉王子のそれとは違う、それはとても女らしい所しよ作さだった。

「――ところでおまえ」

　リリオーヌが見えなくなってもぶんぶん手を振り続けていたクリスの頭に手をかけ、伊織は低い声で尋ねた。

「さっきちらりと見えたんだが、残りのおにぎりのほとんどがふたつに割れているのはおれの気のせいか？」

「え？　気のせいじゃないよ！　クリス、ぜんぶ割ったもん」

　なぜか誇らしげに答えるクリス。伊織は眉み間けんに指を押し当て、淡々と尋ねた。

「……理由を聞こうか」

「だってー、すっごくにがいおにぎりが混じってるってゆうんだもん」

「そういえばおれが食べたのは伽羅蕗のおにぎりだったな」

「だから残りはぜんぶイオリにあげるー！」

「……よく判った」

　要するにクリスは、中身を割って具を確かめ、好みではない苦い伽羅蕗のおにぎりだけを残してほかのを全部食べたのだろう。

「よーし！　リリオがまた来るまでお昼寝だー！」

　満足げにおなかをすぱーんと叩いたクリスは、二階に駆け上がって愛用の枕まくらを取ってくると、この家で唯一クーラーのある書斎に駆け込んだ。

「……欲望に忠実だな」

　伊織は玄関に鍵かぎをかけ、首筋を撫なでつつ嘆息した。

　クリスはリリオーヌと遊ぶ機会が増えて単純に喜んでいるが、いい方を換えれば、それだけ伊織が常葉に世話になっているということでもある。

　それが、伊織としてはやや複雑な気分だった。常葉の世話になるのが心苦しいということ以上に、常葉とのつながりが深くなることのほうにためらいを感じる。そういうしがらみが、いつ重い足あし枷かせとなって自分を縛しばりつけることになるか――伊織は最近、よくそんなことを考えるようになった。

　人と人とのしがらみには苛いら立だたせられることが多いが、大路常葉という少女そのものに、特に思うところはない。

　思うところはないはずだと、伊織は自分にそういい聞かせて書斎に戻った。

　すでにクリスは大きなソファで大の字になってぐうぐう眠っている。

　伊織はクーラーの設定温度を少し高くして、クリスの隣に腰を降ろして目を閉じた。
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　まるで別世界だった。

　置かれていたヘアカタログをめくりながら、牧島さつきは隣のルテティアにそっと耳打ちした。

「……いっていい？」

「何よ？」

「その……すごく高いみたいなんだけど」

「そぉ？」

「だってここ、学生カットがないし……カットだけで五〇〇〇円とか六〇〇〇円とか、ほら、何なの、この一万円のパーマって――」

　あまりオシャレというものに縁のなかったさつきにしてみれば、髪を切るのにそんな大金を使うという感覚がよく判らない。カット代は自分が持つというルテティアに引っ張られてここまで来てしまったけれど、少なくとも、高校生になったばかりの自分に必要な投資とは思えなかった。

「そういうことをいってるからアナタは垢あか抜ぬけないのよ」

　ファッション誌を読みながら、ルテティアは冷酷にいい放った。ルテティアのような美少女にそういわれては、さつきには返す言葉がない。

「アナタはもっと女を磨みがく必要があるわ。素材は悪くないんだから」

「で、でも――」

「隣にいるわたしが恥をかきたくないの。いい加減に覚悟を決めなさいよぅ」

　横目にさつきを睨にらんだルテティアは、少女の肩口に流れた黒髪を指に絡めた。

「――とりあえずポニーテールはダメ。これじゃトキワに勝てないし」

「べ、別に勝つとか負けるとか――」

「とにかくダメ。トキワとかぶってるから」

「…………」

　確かにさつきは何かこだわりがあってポニーテールにしているわけではない。双ふた子ごの妹との区別の意味もあって、小学生の頃に何となく始めて何となく続けてきた髪かみ型がたである。ある意味では、これまでの引っ込み思案なさつきの象徴といえるかもしれない。

　小さな溜息とともに、さつきはふたたび壁の料金表を見た。

「あ……あのカットならあんまり抵抗ないかも。一五〇〇円だって」

「……あなた、バングカットって意味判っていってる？」

「え？」

「小難しそうな本を読んだり勉強したりするのはいいけどさぁ、ファッション雑誌もたまには読まなきゃ女として終わってるわよ？　始まってすらいないのに終わっちゃってどうするの？」

「う……」

「髪型はわたしが決めてあげるから、あなたは黙って座ってればいいの。――少しくらいならカラーリングしていいんでしょ？」

「あ、あんまり派手にやりすぎると、学校で怒られるから――」

「大丈夫大丈夫、任せといて～」

　ぽんぽん気安く人の肩を叩けるのは、それこそ他ひ人とごとだからじゃないのか――といいたかったけれど、今のさつきにそれを口に出していう度胸はない。

　人知れず溜息をつき、さつきはサービスで出されたアイスティーに口をつけた。

　通りに面した壁がすべてガラス張りの店内は、真夏の自然な陽ひ射ざしと人工的に冷やされた空気に満ちている。ヒーリング系の音楽をバックに髪を切ってもらっているのは、さつきとルテティアを除けばいずれもＯＬ風の女性たちで、それがこのヘアサロンのメインの客層を如によ実じつに物語っているようだった。

　いかに自分が場違いな場所にいるかということを再確認させられたさつきは、いたたまれずに窓の外に視線を転じた。

「――あれ？」

　眼下の通りに見知った顔があるのに気づき、さつきは眉をひそめた。

「どうしたの、サツキ？」

「あ、うん。クラスメイトの子が」

「サツキのクラスメイト？　ってことはイオリのクラスメイト？」

「うん」

「どれ？　どこ？」

「あそこ、髪の毛がちょっとツンツンしてる感じの――」

「背の低い男の子？」

「そう。……本人はけっこう気にしてるみたいだけど」

「女の子連れじゃない？」

「え？」

　ルテティアの言葉に、さつきは窓ガラスに張りつくようにして目を凝こらした。

　さつきが人の流れの中に見つけたのは、同じクラスの斜ななめ後ろの席に座る山崎雅明だった。

　今は夏休みだから、ランチ前のこの時間に彼が街中をぶらついていても何も不思議はない。ただ、それが女の子連れとなれば話は別である。それくらい山崎雅明は、女の子に縁のないキャラクターとして認知されていた。

「――山崎くんにガールフレンド？　ウソ？　ホントに？」

「だって、あれはやっぱりそういう雰囲気じゃないの？」

「う……ん」

　次第に遠ざかっていく山崎のかたわらには、黒いノースリーブのワンピースを着た少女の後ろ姿があった。ここからではその顔はよく判らなかったが、髪型やファッションから考えて、少なくとも同じクラスの女子ではない。

「誰だろ……？　ウチの学校かな？　それにしても山崎くんが女の子連れって――」

「そういうのがありえなさそうな子なの、そのヤマザキっていう人？」

「う、うん。ハッキリいっちゃうと悪いんだけど……モテるタイプじゃないかな」

「ふぅん」

　うなずいたルテティアが笑ったような気がした。モテないというところに笑ったのではなく、何かよからぬたくらみを思いついたかのような――いってみれば、この美少女にお似合いの笑みだった。

「ねえ、ルテティアさん――」

「アナタ、これでいいんじゃない？」

　さつきが問いただそうとするのを無視して、ルテティアはカタログに載っていたカットモデルを指差した。

「え!?　ちょっ――ほ、ホイップパーマ!?　って何？」

「しいていうなら……ほら、ゆるふわ？　愛され系？」

「わ、わたし、そんなの別に」

「トキワに対抗するにはトキワにない武器を手に入れるしかないでしょ？　サツキの場合、これがそうなの！」

　もう決まったといわんばかりにカタログを閉じ、ルテティアは唇くちびるを吊つり上あげた。
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　まるで別世界だった。

「たっ、確かにこいつぁ、スタバやマックとは客単価がケタ違いなことになっていそうな店だな……！」

　額ひたいにじとりと浮いた汗を拳こぶしでぬぐった山崎雅明は、ガラス越しの店内を見つめてひとりごちた。

　アイリッシュパブの雰囲気を再現した――というのを山崎はのちに伊織から聞かされて知るのだが――ムードのある喫茶店の前には、おもなメニューを記き載さいした小さなブラックボードが飾られていたが、それを一瞥しただけで、ここが本来の自分とはまるで接点のない場所なのだということを、否いや応おうなしに山崎は理解させられた。

「あ、ありえねえ……！　どうして自販機で一五〇円で買えるモンに一〇〇〇円近くも払う必要があるんだ？　あんなもんティーバッグで充分じゃん！　恐るべし、宮本伊織……！　あの野郎、いっつもこんなとこでお茶飲んでたんだ――」

「どうしたんですか、ヤマザキくん？」

　メニューを凝視してぶつぶつ呟いていた山崎の肩が、背後からそっと叩かれた。

「――何か悩みがあるのならわたしが聞きますよ？」

「えっ？　あ、いや、べ、別に何でもないよ、うん！」

　慌てて振り返り、山崎はぶるぶると首を振った。

「……本当ですか？　時に立ち止まり、人生について深く考えるのはいいことですよ？　神はそのために人間に叡えい智ちを授けられたのですから」

　大きな眼鏡越しのきらきらしいまなざしが、じぃっと山崎の顔を見つめていた。ユリアはすらりとして背が高いために、こうして並ぶと山崎を見下ろす感じになる。息も触れ合うような至近距離からまじまじと見下ろされ、山崎はカ～ッと頰を熱くした。

「ほっ、本当！　本当です！　とっ、とにかくここじゃ暑いからさ、なっ、中に入ろうよ、中に！」

「お気遣いありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げたユリアは、山崎に勧められるままドアベルを鳴らして店に入った。

「いらっしゃいませ」

　愛想のいいギャルソンヌに迎えられ、山崎たちは窓際のテーブル席に着いた。

「それにしても意外です」

「えっ？」

「ヤマザキくんがこんなお店を知ってたなんて……ふだんはどんなお嬢さんといらしてるんですか？」

　開いたメニューの向こうで目を細め、ユリアは笑った。

「べっ、別にそんな……は、初めてだよ、誰かを連れてきたのなんて！　……オレも来たのは初めてだけど……」

　カウンター数席にテーブル席が大小合わせて六つ――一五人も入れば満席になってしまうような小さな店には、紅茶のいい香りがただよっている。山崎たちのほかに客の姿はなく、どうやらメニューを持ってきたギャルソンヌがひとりで切り盛りしているようだった。

　胸の十字架をいじりながら、ユリアはメニューを開いた。

「そうですね――わたしはセリンボン農園の去年のセカンドフラッシュとワッフルのセットをいただきます」

「えっ？　ど、どれ？」

　山崎は慌ててメニューを開き、ずらりと並んだ紅茶のリストに視線を走らせたが、どうにも目がすべる。ダージリンだのアッサムだのという銘めい柄がらくらいは聞いたことはあるが、それを生産した農園ともなると、どれもこれも聞き慣れない名前ばかりでまったく理解できない。

「せ、セリ、セ――？」

「セリンボン農園です。……ヤマザキくんはどうします？」

「そ、それじゃオレは、ええと――」

「ダージリン初心者にはマーガレットホープ農園がおススメですよ？　ミルクティーならアイスレビー農園のウバもいい感じですね。スイーツとの相性もいいですし」

「あ、ああ……うん」

　ユリアを相手に見栄を張りたくて、わざわざ伊織から聞いてこの店にやってきたが、ユリアのほうが詳しいのではむしろ恥をかくはめになる。ここはひとまず無意味な背伸びはせず、山崎はユリアの勧めにしたがって紅茶とワッフルを注文した。

　メニューを閉じる瞬間、数学の時間にはあまりはたらかない頭脳が、ふたりぶんのお茶とスイーツの合計金額を一瞬ではじき出したが、山崎はあえて今はそのことを考えないようにした。でないと、ただでさえ飲みつけない本格的な紅茶がまったく楽しめなくなるかもしれない。

　オーダーがすんでほっとひと息ついた山崎は、テーブルの上に身を乗り出し、いまさらのようにユリアに尋ねた。

「――勝手に決めちゃったけど、ここでよかった？」

「もちろんです。ヤマザキくんが選んでくださったんですよね、わたしのために？」

　胸の前で両手を組み合わせ、ユリアは目を輝かせた。

「う、うん、まあ……」

「それではせめてできる範囲で恩返しさせてください！」

「あ、いや――」

　制止しようとする山崎を無視し、ユリアは十字架をかざして小さな声で祈り始めた。

「これさえなけりゃなあ――」

　ユリアに聞こえないくらいの声でひとりごち、山崎は頰ほお杖づえをついた。

　日本の平均的な家庭に生まれ育った山崎からすると、ことあるごとに神に祈りをささげるユリアは、それだけで充分に変わった女の子だった。

　かてて加えて、「やがて神と悪魔の最後の戦いの日がやってくるのです」だの、「悪魔は人知れず我々のすぐそばまで来ているのです」だの、何かというとそういう宗教色の濃い話を持ち出されると、山崎としてはどうリアクションしていいか本当に困る。興味もないのにテキトーに話を合わせようとするのは、ユリアのピュアさを馬ば鹿かにしているようで気が引けるし、かといってまるっきり無視するわけにもいかない。

　端的にいえば、ユリアはとても変わり者で、そして面倒な少女だった。

　が、同時に彼女は超一級の美少女でもあった。

　言動その他が常人とややズレていようと、その程度のマイナス点などあっさり消し飛ばすほどに、ユリアはとびきりの美少女なのである。

　そして山崎は――出会いのあの日にあんな大声でわめいたくせに――「美少女だが厄やつ介かいそうなので近づかない」という常識人としての選せん択たく肢しを捨て、「厄介そうだが美少女なのでお近づきになる」という選択肢をみずから選んだのだった。

「――おいしい……！」

　紅茶とともに運ばれてきたワッフルにフォークを入れるユリアを見て、山崎はテーブルの下で細かく拳を震ふるわせた。みずからにいい聞かせるかのように、小さな声で勝かち鬨どきをあげる。

「よっしゃぁ……！　これはデートだ！　誰が何といおうとデートだ、デート以外の何モノでもない！　万ばん歳ざいオレ！」

　山崎がユリアとこうしてまっとうにデートらしいことをするのは、実はきょうが初めてだった。会うチャンスは何回もあったのだが、そのたびに、妙な集会所に連れていかれるんじゃないか、ヘンなパンフレットを押しつけられるんじゃないかと、そんな不安が先に立って踏ん切りがつかなかったのである。

　がしかし、山崎のものさしでいえば、こうして初デートに持ち込んだ時点で、自分とユリアとは立派なカップルだった。こんな浅いつき合いでユリアを自分のカノジョだと主張するのは強引すぎるが、その点、山崎は無駄にポジティブな少年だった。

　たとえ山崎が、いまだにユリアの本名や正確な年齢、誕生日や血液型といったパーソナルデータを何ひとつ教えてもらえていなくても、ふたりはもうまぎれもなく彼氏彼女の関係なのである。

「――ところでヤマザキくん」

　けっこうなサイズのワッフルを、すでに半分以上食べていたユリアは、生クリームとブルーベリージャムのついた唇を紙ナプキンでそっとぬぐった。

　ユリアの唇は、下唇のほうがややぷっくりとしていて、グロスも塗っていないのにぷりぷりつやつやとしている。おまけにそのすぐそばに小さなほくろがあって、それが何とも色っぽい。その唇からこぼれ出る小鳥のような声も、山崎のお気に入りだった。

「……ヤマザキくん？」

「えっ？　あ、な、何？」

　ぽーっと少女の唇に注視していた山崎は、ユリアの言葉で妄想から現実に立ち返り、別に何もついていないのに慌てて口もとを拳でぬぐった。

「この前――といっても一週間以上も前のことですけど、山崎くんがご学友といっしょにアーケードを歩いているのを見かけました。……あれはいったい誰です？」

「学友？　友人ってこと？　え、どういうヤツ？　お、女じゃないよね？」

「山崎くんより少し背が高くて、セルフレームの眼鏡をかけた男の子です」

　山崎より背が高かったり眼鏡をかけていたりする男子はクラスに何人もいるが、そのふたつの条件を同時に満たし、なおかつ山崎といっしょにそのへんを歩くような男子となると、そう多くはない。

「っていうとやっぱ宮本かな……？　一週間以上前だと……ああ、あいつとギンガモールの本屋に行ったことあったっけ。あの時のことかな？」

「宮本……さん？」

「うん、宮本伊織。……何か本ばっかり読んでてちょっと変わってるけど、ま、悪いヤツじゃないよ」

　そう答えてから、山崎ははっと息を呑のんで顔を青くした。

　オレたちつき合ってる！　と認識しているのはあくまで山崎のほうであって、かならずしもユリアのほうでもそう考えているとはかぎらない。ひょっとしたら今この瞬間も、ユリアはこれをデートとは認識しておらず、山崎のことも単なる顔見知りとしか考えていないかもしれないのである。

「ま、まさかユリアちゃん――オレに宮本を紹介してくれとかいうんじゃ――」

「いえ、いきなりそれはありませんから」

「いきなりそれはない!?　じゃ、じゃあ、いきなりじゃなきゃアリなの!?　ゆくゆくはやっぱり宮本を紹介してくれっていうこと!?」

「そういう意味でもありません。……もう、少しは落ち着いてくださいよ」

「あ、ああ……うん」

　あやうく心の中で宮本伊織の抹まつ殺さつ計画を立案しかけた山崎は、苦笑するユリアにたしなめられ、中途半端に椅い子すから浮かせた腰を静かに降ろした。

「ヤマザキくんは、以前わたしがいったことを覚えていますか？」

「え？　ユリアちゃんがいったこと？」

「初めて会った日にわたしがいったことですよ」

「えー……神サマがどうのって話？」

「それもそうですけど、もっと大事なことです。……あなたの顔に死相が出ているという話ですよ」

「ああ……そんなこともあったっけ」

「あの話なんですけど」

「え？　あれ、冗談だったんじゃないの？」

「どうしてわたしがそんな冗談を初対面のかたにいわなきゃいけないんです？　それじゃただのおかしな人じゃないですか」

「いや……アレでも充分おかしな人に見えたけど……」

「とにかくその死相のことなんですけど、ますます濃くなっていますよ」

「ええ!?　ちょ、ちょっと、やめてよ！　冗談でしょ!?」

「ですから冗談じゃないといっているじゃないですか」

　レンズの大きな眼鏡を押し上げたユリアは、山崎の手をガッ！　と握り締め、ことさら低い声でいった。

「……わたしの見たところ、ヤマザキくんに死相が出ているのは、そのご学友とまんざら無関係ではないようです」

「はぁ？　み、宮本と!?」

「ええ。その宮本さん、おそらく何か――いえ、たぶん悪魔に取とり憑つかれています。最近、彼に何か変わった様子はありませんか？」

「か、変わった様子って――」

　戸と惑まどいながらも、山崎はこの春先からの伊織の言動を振り返ってみた。

「中学の頃と特に変わったことはないというか、相変わらず愛想がなくて無礼なヤツだし――あ、でもなあ」

　思えば最近、クラスの女子たちの間で伊織の名前がよく出るようになった気がする。二年の常葉先輩との仲が噂うわさになった前後から、どことなく大人っぽくなったとか、あれはただの根暗じゃないとか、ヤマザキみたいなガキっぽい男子よりずっと頼りになりそうとか、伊織を再評価する向きの意見が少なからず聞こえてくるようになった。

　山崎には伊織がどう変わったのか今ひとつよく判らなかったが、どうも異性の目にはそう見えるらしい。たぶん、山崎がクラスの女子のバストサイズがアップしたことに目ざとく気づくのと同じ理屈だろう。

　しかしそれゆえに、山崎には面白くない。

「……どうして宮本ばかりが株を上げたんだ？」

「やっぱり何かあったんですね？」

「変化ってほどじゃないけど、春先からこう、あいつにだけモテ期が来てるような――ああ、ちょうどアレだな、居い候そうろうが来た頃からかな」

「居候？」

「うん。宮本んちはちょっと家庭の事情があって、両親ともいないんだ。で、保護者代わりの叔お父じさんてのが世界を股にかけた放ほう蕩とうモンで、アメリカでこしらえた自分の娘を送りつけてきて、宮本に面倒見させてるんだよ」

　ユリアの目が輝きを増した。

「……それですね」

「えっ？」

「その娘が怪しいと思います。おそらくそれは人心を惑わすためにパンデモニウムから送り込まれた邪悪の尖せん兵ぺい、悪魔に違いありません」

「いや、いくら何でもそれは――」

「その悪魔がご学友に取り憑き、今またヤマザキくんにまで魔の手を伸ばそうとしているんです！　このままだとそのご学友はもちろん、ヤマザキくんの命も危険ですよ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ、ユリアちゃん――」

　ユリアの発言が頓とん狂きようなのはいい。

　エクソシスト風というのか、黒ずくめにデカい十字架をぶら下げているのもいい。

　どんな宗教を信しん奉ぽうしていたとしてもいい。その話を山崎にするのもいい。

　そういった要素をすべてひっくるめた上で、山崎はユリアを気に入っている。世の中そういうエキセントリックなキャラクター性の人間はいくらでもいるし、それを思えばユリアの言動も許容できなくはない。何より、ユリアはとびきりの美少女だった。

　だがしかし、伊織の従い姉と妹この少女が悪魔だとか、そのせいで伊織も山崎も先が長くないとか、さすがにそこまで行くとシャレにならない。冗談だとしてもいっていいことと悪いことがある。

　山崎は眉をひそめ、ユリアの手を摑み返した。

「あのさ、ユリアちゃん、言葉を返すようだけど、宮本ってのはね――」

「ヤマザキくん、ここはひとつあなたがひと肌はだ脱ぬいでさしあげたらどうです？」

「――え？」

　ユリアのまなざしが、真正面から山崎を射抜いた。

「ヤマザキくんは友達思いなんですよね」

「……うん」

　数秒後、山崎はこみ上げかけていたはずの怒りをすぽんとどこかへ忘れ去り、飼い慣らされた犬のように頷うなずいていた。
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「あ！　リリオとトキワだ！」

　玄関を開けてくれたクリスが、常葉たちを見るなりぱぁっと顔をほころばせた。

「――イオリー！　リリオが来たよ！　あとトキワも！」

　この少女にとっては、常葉はリリオーヌのおまけなのだろう。それでも完全に忘れ去られずにすんでいるのは、常葉が大量のおにぎりを持ってきてくれる人として認識されているからに違いない。

　ばたばたと元気よくキッチンのほうへ駆けていくクリスと入れ違いに、大きなあくびを連発しながらルテティアが玄関先にやってきた。

「は～い、ボンジュールおふたりさん。遠慮しないで上がってよ」

「いかにもたった今起きてきたところといった感じだね」

「あの子があんな大声でわめかなかったら、あと三時間は寝ていたかったんだけど」

　薄手のキャミソールにフレアパンツといういでたちのルテティアは、悪びれることなくふたりを招き入れ、キッチンに向かった。

「少しは早起きして宮本後輩の代わりに家事をやろうとは思わないの？」

「だってぇ、わたしがやらなくてもトキワが通いで来てくれるんでしょ？」

　肩越しに常葉を振り返り、ルテティアは悪戯いたずらっぽく笑った。

「――わたしにやらせるよりトキワに任せといたほうが安心だって、イオリもそういってるしさぁ」

「……おまえより先輩のほうが信頼できるのは事実だが、だからといっておまえに遊んでいていいといった覚えはない」

　キッチンに足を踏み入れた常葉たちを、不機嫌そうなガラガラ声が出迎えた。

「宮本後輩……？」

　キッチンを覗き込むと、日当たりのいいシンクの前で、学校指定のジャージを着た伊織が何やらごそごそやっている。のろのろと振り返ったその顔は青ざめていて、下半分が白いマスクでおおわれていた。

「……どうも」

「う、うん」

「うつったらすいません……」

　投げやりに呟き、伊織は大きなタンブラーにお湯をそそいだ。そのとたん、あたりにハチミツとレモンの香りがふんわりと広がる。

　常葉は眉をひそめて伊織を凝視した。

「まさかきみ……夏風邪かい？」

「……どうやらそのようです」

　熱いハチミツレモンをすする伊織の声は、ものの見事にしわがれていた。

「どうしてまた――」

「さあ、どうしてでしょうね」

　そういいながら、伊織はクリスとルテティアを冷ややかな目で交互に見ている。その視線の動きとどこかばつの悪そうなルテティアの表情で何かに気づいたのか、常葉は包みをテーブルの上に置いて大おお袈げ裟さに嘆息した。

「……おおかた宮本後輩が寝ている間に、きみたちふたりが暑いからといってクーラーの温度を下げすぎたんだろう？」

「要するに根性ナシなのよ、イオリの喉のどは」

　これまた悪びれることなく答えて肩をすくめたルテティアは、常葉の荷物に目を留めてにんまり笑った。

「――それよりさぁ、せっかくトキワが差し入れ持ってきてくれたんだから、まずはブランチにしない？」

「できればそうしてください」

　うんざりした表情で伊織がルテティアの言葉に同調する。

「こいつらふたりとも……ウザい――」

「え～？　クリス、別にうざくないもん。ただおなか空すいてるだけだもん！」

「ルゥもうざくないも～ん。ただおなか空いてるだけだも～ん！」

　クリスは本当に心外という表情で、一方のルテティアは明らかに面白がって、頰をふくらませて伊織に対して抗議の声をあげている。おそらくふたりとも、病床の伊織に食事を作れと食い下がったのだろう。

「まったく……」

　手て馴なれた様子で浴衣に襷がけをし、さらにエプロンを身に着けた常葉は、シンクの上の棚を開けて手て鍋なべを取り出した。

「宮本後輩、キッチンを借りるよ。きょうは砂抜きした蜆しじみを持ってきたんだ。お味み噌そ汁しるでも作ろうと思ってね」

「それは助かります。……おれは、ちょっと食欲もないんで――」

「そうだね。きみは休んでいたほうがいい」

「……はい。お世話になります」

　伊織は常葉に軽く頭を下げると、彼らしからぬぼーっとした顔つきのまま、ふらふらとキッチンから出ていった。

「さて――」

「トキワー、おにぎりたべていい～？」

「ああ、いいよ」

「は～い」

　返事をするより先におにぎりを割り始めるクリス。重箱の中を覗き込んでいたルテティアは、眉をひそめて常葉に尋ねた。

「ねえトキワ、何か甘いものないの？」

「ないね」

「はぁ？　わたしあんまり炭水化物いらないんだけど」

「きみは別に病気じゃないんだし、甘いものが食べたいなら外に食べにいけばいいんじゃないかな？」

「それが面倒だから期待してたのに――」

　がっくりと肩を落としたルテティアは、冷蔵庫の中からマンゴージュースのパックを取り出してくると、スイーツと呼ぶにはほど遠い甘さの卵焼きをつつき始めた。

「ま、たまには和風もいいものだよ」

　常葉は煮に干ぼしで簡単に取っただし汁を沸わかし、下ごしらえしておいた蜆を投入した。それをすぐ脇で見ていたリリオーヌが、いつも以上に小さな声でいった。

「……常葉、特訓の成果が出てる……上手」

「――そういうことはいわなくていいの」

　軽く赤面しながら常葉はリリオーヌをたしなめた。ここで味噌汁を作るために自宅で何度も試作を繰り返してきたことは、伊織に知られてはならない秘密だった。

「トキワのおにぎりおいしーい！」

　中身を確認ずみのおにぎりを両手にかかげ、クリスが喜びの雄お叫たけびをあげる。肩越しにそれを振り返り、常葉は笑った。

「それはどうも。……でも、宮本後輩の作るおにぎりの次に、とかいいたいんじゃないの、本当は？」

「うん！　イオリのおにぎりのほうがおいしい！」

「正直だね、クリスは」

　でき上がったばかりの味噌汁をお椀わんによそってクリスの前に置き、常葉は苦笑しながら宮本家のバスルームに向かった。

「さて――？」

　さぞ大量の汚れ物であふれ返っているだろうという常葉の予想に反し、脱衣所のカゴは空だった。その代わり、バスタブのふたの上に、洗せん濯たく機きから取り出したばかりと思おぼしい洗濯物がでろりと大きな山を作っている。

　バスルームに綺麗に干されたカラフルな下着を見上げ、常葉は大声でルテティアを呼ばわった。

「ルテティア！　ちょっと来てくれる？」

「――はぁい？」

　おにぎりをもぐもぐやりながら、ルテティアが脱衣所までやってきた。

「きみ、これはどういうこと？」

「どういうことって？」












「きみが洗濯したの、これ？」

「ああ、自分の下着だけね。だってラ・ペルラよぅ？　無む造ぞう作さに洗濯機なんかで洗えないじゃない。手洗いよ、手洗い」

「じゃあこの山は？」

「そっちは洗濯機に放り込んでテキトーにね。――でも、干すのって意外に面倒じゃない？　二階のベランダまで運ぶのも疲れるし」

　それでも、洗濯機を回すところまでやったのなら、この怠たい惰だな美少女にしては及きゆう第だい点てんなのかもしれない。常葉は無言でルテティアの肩を叩き、空いているカゴに洗濯物を移して二階へ運んだ。

「常葉……わたしも手伝う……」

「助かるよ」

　いつの間にかやってきていたリリオーヌとともに、常葉は二階のベランダに出た。

　真夏の陽射しの下に出ると、すぐにじわりと汗が浮かんできた。この天気なら、洗濯物もすぐに乾くだろう。

「……はい、常葉」

「ありがと」

　リリオーヌが広げて差し出す洗濯物を順じゆん繰ぐりに干していた常葉は、その時、自分に向けられる視線を感じて下を見下ろした。

「――――」

　宮本家の門前に、常葉を見上げる少年がいた。ひどく驚いたような表情で、目を大きく見開いて常葉を凝視している。

　常葉がその少年の名前を思い出すより先に、少年は大慌てで門もん扉ぴを押し開け、宮本家へと駆け込んだ。

「今のは――」

　それが伊織のクラスメイトだということを思い出した常葉は、洗濯物を急いで片づけ、階下へと向かった。
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「さあ説明しろ、今すぐしろ！　万人が納得できる説明がなきゃあ、オレはここから一歩も動かねーぞ!!」

「……うるさい」

　マスクの奥で咳せき込こみ、伊織は空気の読めないクラスメイトをじろりと睨んだ。

「黙れ！　今のオレの気持ちがおまえに判るか、宮本!?」

「……判らん」

「そうだよ！　おまえにオレの気持ちが判るわけがねえ！　しいてたとえるなら、王おう允いんから貂ちよう蟬せんを嫁にやるといわれて大喜びしていた呂布が、いつの間にか貂蟬が董とう卓たくのものになっていたのを知って、天国から地獄へ一気に叩き落とされた時の気分！　あの絶望的な気分を今のオレは味わってんだよ！」

「……いつもながら判りにくいたとえだな。無理にたとえなくてもいいぞ、別に」

　伊織はかったるそうに身を起こし、マスクを少しずらしてちゅうちゅうとストローでアイスティーをすすった。

「くらァ！　呑のん気きに紅茶なんざ飲んでないで説明しろォ！　どうしておまえんちのベランダで常葉王子がおまえのパンツを干してるんだ!?」

「おまえ……そんなことを聞きにわざわざ来たのか？」

「ごまかすな！　やっぱおまえ、牧島がいってた通り、先輩と――」

「おまえな――」

「やあ」

　いい加減うんざりした伊織が語気を荒げかけた時、ドアを開けて常葉が入ってきた。手には麦茶のグラスを載せたトレイを持っている。

「あ……」

　山崎は常葉を見つめて呆ぼう然ぜんとしている。

「きみは宮本後輩のクラスメイトだったね？　お茶でもどう？」

「はい。――でも、あ、あの……どうして常葉先輩がここに……？」

「ああ、祖母のいいつけでね。ウチの祖母と彼の亡くなったおじいさまは、古い知り合いだったんだよ」

　おずおずと尋ねる山崎に、まるでその答えを最初から用意していたかのように、常葉はよどみなくすらすらと答えた。

「――そういう縁で、以前、祖母が臥せっていた時に宮本後輩に見舞いに来てもらったことがあったんだけど、彼が身体を壊したと聞いたら、お返しに今度はこちらからお見舞いに、ということでね」

「はあ……」

　まさか山崎も、常葉本人の口からそう聞かされて、「ウソだ！」と異を唱えるわけにもいかないだろう。うまく助け舟を出してくれた常葉に感謝しつつ、伊織はあらためて切り出した。

「――それで、用事はそれだけか？　それともまたデート指南か？」

「そっ、そんなんじゃねーよ！」

　山崎は慌てて否定した。

「おっ、オレはただ、おまえんトコの家族構成というか――」

「家族構成？」

「ほ、ほら、あのちっさい子とかチャイナ服の子とか――」

「あれはアオザイだといったろう。……おまえ、いっていることに脈絡がないぞ？　どうしていまさらそんなことを聞く？」

「どうしてって……いや、ちょっと気になって――」

「クリスやルテティアがおまえと何の関係がある？」

「いやいや、そうじゃなくってだな……オレは何をいいたかったんだっけか――」

　額に手を当ててかぶりを振った山崎は、麦茶を一気に飲み干して立ち上がると、そのままぶつぶついいながら宮本家から出ていった。

「……きみの友人はちょっと変わっているね」

「暑さにやられたんですよ、きっと」

　山崎がおかしいのはいつものことだが、きょうは輪をかけておかしかった。が、今の伊織に山崎のことまでおもんぱかってやれる精神的な余裕はない。ひりつく喉をアイスティーで冷まし、伊織は深い溜息をついた。

「大丈夫かい、宮本後輩？」

　ふと気づくと、常葉がソファの肘ひじ掛かけのところに腰を降ろし、伊織の顔を覗き込んでいた。

「風邪はたいしたことはありません。……ただ、どうにも頭痛と脱力感が取れないんです。貧血のせいだとは思うんですけどね」

「増血剤は飲んでる？」

「ええ。先生にもらったのを飲んでますよ」

　パトリックとの戦いのあと、薬くす子こがここへ見舞いにきてくれた。その時、こうした備えも必要だからと、大量の増血剤を置いていってくれたのである。

「――まあ、この前よりはずいぶんましになったんで、あしたにでも病院に行ってきますよ」

「つき添いは――いらないね？」

「ええ。それよりクリスのほうをどうにかしてもらいたいですよ。おれが病院に行くと聞いたら、そこがどんな場所かも知らないくせに、絶対に自分もついていくっていい出すに決まってる」

　大袈裟に嘆息して伊織は目を閉じた。

　常葉が無言で空のグラスを下げて書斎から出ていくのが、かすかな気配で判った。




　キッチンに戻ると、リリオーヌとクリスが使い終わった食器を洗っていた。シンクの前に椅子をふたつ並べ、あたりをびしゃびしゃにしながらふたり並んで奮闘中の姿に、常葉は苦笑せずにはいられなかった。

「食器を割ったりしていないだろうね？」

「大丈夫……」

　常葉を振り返り、リリオーヌがこくんとうなずいた。リリオーヌは、大路家でもこの手の手伝いをしたことがない。ということは、常葉がはたらいているのを見て、率先してやろうという気になったのだろう。クリスがいっしょになってやっているのは、たぶん、遊びの延長と捉とらえているからに違いない。

　幼い少女たちがああしてはたらいている一方、常葉と同年代にしか見えないルテティアは、ダイニングテーブルに突つっ伏ぷすようなだらしのない恰好で、ぷちぷちと携けい帯たい電でん話わをいじっていた。

　それを見て、常葉は聞こえよがしにいった。

「リリオーヌとクリスには、あとでアイスを買ってあげるよ」

「ぬぅ……」

「ホント!?　やったー！」

「ねえトキワ、わたしのぶんは？」

「きみはまず、自分がそれに値するはたらきをしているかどうか、そのへんからよく考えるといいと思うよ」

　厚こう顔がん無む恥ちなルテティアのセリフを淡々と斬り捨て、常葉は寸ずん胴どうを用意した。家に帰る前に、そうめんを大量に茹ゆでていこうと思ったのである。

　そこにひたひたと裸足はだしで近づいてきたルテティアが、わざわざ耳もとに息を吹きかけながらささやいた。

「トキ～ワセ～ンパ～イ♪」

「……なぁに？」

「ついさっきさあ、イオリのクラスメイトが帰ってったよねえ？」

「それが？」

「ちょっと耳寄りな情報があるんだけど、聞きたい？」

「耳寄りって、どういう種類の情報？」

「ここで聞き逃すと、かな～り深刻な事態になるかもね」

「――――」

　常葉はルテティアを振り返った。間近で見る美少女は、いったい何が楽しいのか、星のように輝く瞳ひとみを細めて笑っていたが、ルテティアがたいていのことは笑いに変えてしまう不ふ謹きん慎しんな少女だということは、常葉もすでに知っている。

　そしてまた、人をよくからかうことはあるにせよ、噓うそ八百を並べるようなことはしない少女だということも知っている。

「……それは、宮本後輩にとって深刻な事態という意味？」

「イオリはもちろん、もしかしたらわたしやアナタにとってもかもねぇ」

「聞こうか」

　常葉が小さく頷くと、ルテティアはリリオーヌとクリスに向かって、

「はーい、ハーゲンダッツ食べたい人～！」

「食べる！」

　泡をまき散らし、すかさず挙手するクリス。それに続いて、リリオーヌもきちんとタオルで手を拭ふいてから、「ぬ……」と手を挙げた。

　満場一致を確認し、ルテティアは満面の笑顔で常葉の肩を叩いた。

「――だって♪　どうせだからアイス食べながらお話しよっか？」

「……判ったよ。今から買ってくる」

「ああ、出かけるならこの子連れてきなさいよ」

　ルテティアが無造作にリリオーヌの頭に手をかけた。

「――万が一ってこともあるから」

「――――」

　ルテティアがこのタイミングでわざわざそんなことをいう以上、彼女がいう深刻な事態とやらも、ある程度は察しがつく。常葉は眉間に小さなしわを寄せてうなずくと、襷とエプロンをはずし、リリオーヌをともなって宮本家を出た。

「――リリオーヌ。さっきここへ来た宮本後輩のクラスメイト、見たかい？」

「ちらっとだけ……」

「どうだった？」

「別に何も……」

「そう……。わたしにも何も見えなかったんだけど」

　恨うらめしいほどの陽光を日傘でさえぎり、常葉は溜息混じりに歩き出した。
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　悶もん々もんとした気分がどうにも晴れない。

　宮本家をあとにした山崎は、まるで空腹で不機嫌なライオンかトラのように、特に意味もなく街の中をうろうろと歩き回っていた。

　釈然としないこの気持ちの根本の部分にあるのは、伊織に対する不信感――というよりは嫉しつ妬とだった。

　今となってはどうしてまた宮本家に向かったのか、自分でもよく判らないのだけど、とにかく山崎は宮本家を訪ね、そこで大路常葉を見てしまった。学校ではついぞ見ない浴衣＋エプロン姿で、よりによって伊織のトランクスを干していたのである。

　常葉はおたがいの祖母と祖父のつながりで伊織の見舞いに来たといっていたが、とてもそういううわべだけの関係とは思えない。

「その程度のアレで、先輩みたいな美少女が家族でもないよその男の下着を洗うか？　いいや、洗わないね！　下着を洗濯するっていうのはタダの仲じゃない証拠だ！」

　恨みがましい呟きが、怒気とともに山崎の口からこぼれ出る。

「くそっ……宮本の野郎、いったいどんな神しん算さん鬼き謀ぼうをもって常葉先輩といい仲になったんだ？　すでに自宅に青い目の居候がいる身分でゼイタクすぎだっつーの！　いや、あのちっこいイトコちゃんはあんまりうらやましくないけど、あのチャイナの子とか、それに牧島とか、最近じゃクラスの女子まで宮本がどうのこうのって！　おかしいだろ、宮本ばっかり！　何だよ、あのプチハーレムは!?」

　眉間にしわを寄せ、山崎は足元の小石を蹴け飛とばした。

「あの野郎、怪しげな呪じゆ術じゆつも使ってんじゃねーのか？　でなきゃ悪魔と契約したとか、そんなミラクルでもなきゃ宮本ばっかりモテる理由が思いつかねーよ！」

「ヤマザキくんもようやく真実にたどり着いたんですね」

「うわ!?」

　くさくさとした気分をもてあましていた山崎は、いきなり頭上から降ってきたその声に首をすくめた。

「――どうです？　わたしのいった通りでしょう？」

「ゆ、ユリアちゃん――」

　振り仰げば、黒衣の少女が塀へいの上にしゃがみ込んで山崎を見下ろしていた。

　ちょうどその時、真夏の太陽が雲間に隠れ、急にあたりが暗くなってきた。そのかげりの中で、ユリアの眼鏡のレンズがわずかな光を受けて異様な輝きを帯びている。

「……居候という少女たちのこと、何か詳しいことは判りましたか？」

「え……？」

「調べてきてくださいって頼んだじゃありませんか。その少女たちが怪しいって。……やっぱりヤマザキくんのご学友は、その少女たちに憑かれているんですよ」

　ユリアは胸から下げた大きな十字架を握り締め、カミソリのように目を細めた。

「憑き物を落とすにはこれが一番です。……ヤマザキくんは運がいいんですよ？」

「お、落とすって――？」

　山崎は強いめまいを感じた。

「これでガツンと一撃すれば、そのご学友も正気に戻ります。……そのためにひと肌脱いでくださいますよね、ヤマザキくん？　ご学友を救うために」

「宮本を……救う……？」

「そうです。これは人助けなんです。とてもいいことなんですよ？　……そして、とても簡単にできることなんです。わたしがついていますから」

　ふわりと山崎のかたわらに飛び降りてきたユリアは、少年の肩に手をかけ、ほとんど耳たぶをなめるようにささやきかけた。

「……そうすることで、あなたとわたしが本当の意味でのパートナーになれるんです。……それとも、ヤマザキくんはわたしが嫌いですか？」

「っていうか……そ、その、お、オレたち、そっ、そういう、間柄……だっけ？」

　山崎の全身から力が抜けていく。もはや自力で立っていることも難しい。

　そんな山崎を、ユリアがそっと抱き止めた。

「ヤマザキくんは気づいていなかったんですか？　わたしたちは出会った瞬間からそういう関係でしたよ？　ふたりの出会いは運命だったんです」

「そ、だっけ……？」

　ユリアのやわらかな胸に顔をうずめたまま、山崎はゆっくりと目を閉じていった。美少女の胸に抱かれているというのに、おのれの幸運を自覚することもできず、次第に意識が闇やみに呑まれていく。

「わたしとあなたは運命共同体です」

　完全に意識を失う寸前、山崎はガラの悪い嘲ちよう笑しようを聞いた気がした。

「だからよ――てめえにゃせいぜいがんばってはたらいてもらうぜ？」
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　読む本といえばファッション誌くらいのルテティアには、余よ暇かを読書ですごす伊織やさつきのごとき輩やからの気持ちは永遠に理解できないが、伊織がよく作るという、バニラアイスのイチゴソースがけのおいしさには異論はない。

　パイントサイズのハーゲンダッツにスプーンを突っ込み、イチゴソースを絡めたアイスをちびちびなめながら、ルテティアは大おお仰ぎようにうなずいた。伊織が見たらベッドの上でものを食うなと怒り出すところだが、さいわいなことに、口うるさい世帯主は階下の書斎で読書中だ。

「うん、そう。――こっちはテキトーに守りかためておけばいいんでしょ？　いざとなったらイオリを叩き起こすし、大丈夫じゃない？」

「ずるーい！　ルゥ、ひとりでアイス食べてる！」

　ケータイで通話中のルテティアのところに、パジャマ姿のクリスがやってきた。

「ちょっとぉ、わたし電話中よ？　静かにしてちょうだい」

「でもズルい！　クリスも食べたい！　ルゥひとりだけこれみょうがしに食べるなんてふきんしんだよ！」

「これみょうがしって何よ？　だいたい、わたしが食べてるところにアナタが勝手に来ただけでしょ？　別に見せつけようだなんて思ってなかったのに」

「だって、ルゥはオトナだけどクリスはコドモじゃん！　こうゆう時、オトナはコドモにゆずるものだってイオリもゆってたよ！」

「っていうか、それ以前にさぁ、アナタはもう昼間のうちに自分のぶん全部食べちゃったじゃない？　その上わたしのぶんまで食べようなんて虫がよすぎない？」

「それはそれ！　これはこれ！」

　ビシッ！　とルゥを指差し、理不尽な主張を展開するクリス。ルテティアはうんざり顔で溜息をつくと、左手にかかえていたハーゲンダッツをクリスに渡した。

「電話が終わったら返してもらうからね？」

「わ～い♪」

「まったく……。あ、何でもない何でもない、こっちの話。クリスがゴネてたの」

　ルテティアは器用に爪つま先さきで窓を押し開けると、窓まど枠わくにお尻しりを乗せて通話を続けた。

「――で、何だっけ？　え？　イオリには知らせちゃダメ？　どうしてよ？　あの図太い男に心労も何もないでしょ？」

　少し強めの風が吹いているからか、今夜はいつもの蒸し暑さを感じないでいられる。湯上がりに結い上げていた髪をほどいて夜風になびかせ、ルテティアはにっと唇を吊り上げた。

「そんなにいうならそっちできちんと処理すればいいじゃない。期待してるわよ、センパイ？」
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　その夜、山崎は生まれて初めて親に無断で勝手に家を抜け出した。

　学校ではいろいろと問題のある発言ばかり繰り返している山崎だが、実生活では意外に真面目――というより小心で、要するに、親に見つかって怒られるようなことには手が出せない性分だった。

　その山崎が、両親が寝静まった頃を見計らって、二階の窓からスニーカーを持ってこっそり家を出た。

　真夏の夜の蒸すような熱気を、ときおり吹きつけてくる風がかき混ぜる。駅前の盛り場を離れた住宅街には人気もなく、切れかけの街灯が頼りなく照らす夜道に、背中を丸めた山崎の影も弱々しくちらついて見えた。

「おのれのみにくさを隠すために、悪魔は美しくよそおうといいます」

　ひとり山崎だけが歩いていたはずのアスファルトの上に、いつの間にか影がひとつ増えていた。

「――あなたのご学友に憑いているのはそういう悪魔です。愛らしい少女の姿をした悪魔です。その悪魔を殺せば、彼はきっともとに戻るでしょう」

　どこか危なっかしい足取りでふらふらと歩く山崎に寄り添い、その耳もとでささやきながら、ユリアは胸の十字架を握り締めていた。

「情けは無用、容赦も無用。宮本伊織を救いたければ、相手が可か憐れんな美少女であってもためらってはいけません。いいですね、ヤマザキくん？」

　今ひとつ焦点の合わない視線を前方の闇に向けたまま、山崎は無言でうなずいた。

「そうすれば宮本伊織もあなたを見直し、感謝するはずです。クラスの女子たちのヤマザキくんを見る目も変わります。……いいですか？　決して迷っては――」

　物騒なことを少年の耳に吹き込んでいたユリアは、しかしその時、不意に口を閉ざして山崎の肩を押さえた。

「こんな時間にどこへ行くのかな？」

　街灯の光が届かない暗がりの中から、制服姿の少女が足音もなく現れる。ポニーテールにまとめられた長い黒髪を夜風に揺らし、少女は山崎とユリアを見み据すえて不敵な笑みを浮かべていた。

「……確かに、この距離でじっくり見てもわたしには判らないよ」

　片目をつぶり、大路常葉は大仰にうなずいた。

「リリオーヌ、きみには見える？」

「見える。……本当に、かすかだけど」

　常葉のかたわらにいたリリオーヌが、まっすぐにユリアを見据えて呟いた。

「ウォーライクにもその存在を悟さとらせないウォーライク、か……ルテティアに教えられなければずっと気づかずにいたかもしれないね」

「……せ、ん……ぱい……？」

　茫ぼう洋ようとした表情で立ち尽くしていた山崎が、今になって常葉に気づいたかのように、怪け訝げんそうな声を絞り出した。

「もう一度聞こうか、山崎くん。――こんな時間に、きみはいったいどこへ行くつもりなんだい？」

「お、オレは――オレ、は……あ、れ？」

　山崎は眉間に深いしわを寄せ、細かく震える自分の手を見つめた。

「オレ、何で……？　え？」

「……チッ」

　ぶつぶつと呟く山崎を横目に一瞥したユリアは、口もとをゆがめて舌打ちし、無造作に山崎の後うしろ襟えりを摑んだ。

「――ぅぐ!?」

　苦しげな呻うめき声ごえをもらす山崎を軽々と引きずって、ユリアは一瞬ですぐそばの民家の屋根の上へと飛び上がった。

「聞いてねーぞ！　ほかにも〝鞘ロのー主ド〟がいるだなんて、ハナシが違うじゃねーか！」

　ぽってりとした唇から毒々しい恨み節を垂れ流し、ユリアは山崎をかかえてその場から逃走をはかった。

「こちらから仕掛けるのは本意じゃないんだけど――きみの狙いが宮本後輩にある以上、このまま見すごすわけにはいかないな。――リリオーヌ！」

「ぬう」

　銀の髪の少女が小さくうなずくと同時に、その足元から色彩のない世界が高速で広がり始めた。
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　遠いどこかから聞こえていた陰いん鬱うつな鐘が、ようやく鳴りやんだ。

　東京らしい、星の少ない夜空は永遠の黄昏たそがれに変わり、熱を帯びた夜風もいつしか冷ややかなそれに変わっている。

　すべての事象が凍こおりついた無人の交差点に、ふたりの少女とその相方たちが対たい峙じしていた。

「てめえ……どうして判った？　どうしてオレに気づいた？」

　一本だけ伸ばした中指で眼鏡を押し上げ、ユリアは憎々しげに吐はき捨すてた。

「さっきとはまるで口調が違うようだけど、そっちが地なのかい？」

「聞かれたことにだけ答えやがれ。――どこでオレに気づいた？」

「最初に気づいたのはわたしじゃないよ」

　口もとに手を添え、常葉は小さく笑った。

「――ウォーライクの燐りん光こうは〝隠身ボイド〟でほぼ完かん璧ぺきに抑えられるそうだけど、それでも一〇〇パーセントじゃない。たとえロードの目はごまかせても、注意深く見ているウォーライクの目まではごまかせない。まして、ボイドがどんなものかをよく知っているウォーライクの目ならなおさらだよ」

　最初にユリアがウォーライクだと気づいたのは、常葉でもリリオーヌでもなく、ルテティアだった。それも、さつきといっしょに美容室にいた時に、本当に偶然目撃しただけだという。

　もっとも、ルテティアがユリアの正体に気づけたのは、彼女がパリにいた頃、同じボイドを使うウォーライクと暮らしていたからということもあるのだろう。でなければ、ルテティアがユリアの正体をいぶかしむこともなかったに違いない。

「ふざけんじゃねえ！」

　ごわんと耳みみ障ざわりな音がして、車道と歩道を区切るガードレールが大きくゆがんだ。白いスリッポンを履はいた華奢な足で、ユリアがガードレールを思い切り蹴飛ばしたのである。

「バカか！　自分じゃ気づかなかったってんならそのままスルーしときゃいいだろうがよ！　わざわざ首突っ込んで早死にしてえのか、小娘!?」

　長い髪に両手を突っ込んでかきむしり、ユリアはヒステリックにわめいた。

「あー、イラつくイラつく、ムカっ腹立ってしょうがねえぜ！　ロードがケガしてロクに動けねえなら、ウォーライクがふたりいようがいいカモだと思ってたのによう！　実際にゃロードふたりにウォーライク三人かよ！」

「……つまり、宮本後輩が動けないところへ、こっそり忍び寄って不意討ちを仕掛けるつもりだったわけか」

「はァ!?　ンなの当たり前だろーが！　勝ちやすきに勝つのが戦の定じよう石せきってもんだろ！　そんなことも知らねえのか？　バカか!?」

「いや、きみに同情の余地がないということを確認しただけだよ」

　常葉の心が急速に冷めていく。自分たちから戦いを仕掛けようとしていることに対するためらいや引け目は、もう完全に消えていた。

「ったく、これじゃハナシが違うっつーの！　ナニ仲良く共存してんだ、てめえら!?」

「別にわたしたちは宮本後輩と同居しているわけじゃないよ」

「うるせえ、口答えすんな！　エサの分際で！」

「……エサ？」

　ひとしきりガードレールに苛立ちをぶつけていたユリアは、大きく息を吸って常葉に向き直り、やおら山崎を抱き寄せた。

「――小僧！　こうなりゃてめえにも修しゆ羅ら場ばくぐってもらうぜ！　どうせてめえ、コレがファーストキスなんだろ？　初めての相手がこのユリアーネさまだったってことをありがたく思え！」

　いうが早いか、ユリア――ウォーライクのユリアーネは、山崎の顔をかかえ込んで情熱的に唇を奪った。キスというより、それはもう相手を食おうとしているかのような、そんな獰どう猛もうな接触だった。

「……やれやれ」

　常葉は額に手を当てて溜息をつき、そっとリリオーヌを抱き上げた。

「行くよ、リリオーヌ。宮本家の平へい穏おんを守るためだ」

「……ぬ」

　キスとほとんど同時に常葉の手をすり抜けたリリオーヌが、冷たいアスファルトに落ちた影の中へと沈み込む。

　リリオーヌが〝変形シエイプシフト〟している間も、常葉はユリアーネから目を逸そらさなかった。

　相手の生気を根こそぎ吸い取るようなキスのあと、山崎はばったりとその場に倒れ伏した。そのかたわらで口もとをぬぐったユリアーネは、レンズの奥の瞳をぎらつかせ、陰いん惨さんな笑みとともに影の中に溶け込んだ。

『……まあ、冷静に考えてみりゃ、順番が少々変わるだけのことだしな』

　影の中から鋭い切っ先が現れた。そこからまっすぐに伸びていく刀身は幅一〇センチほど、均整の取れた両刃の剣のようだった。

『まずはてめえらを片づけてから、そのミヤモトとかいう小僧を始末してやる』

「あいにくだけど、そううまくはいかないと思うよ」

『黙ってろっていってんだよ。人のいってることも理解できねーのか？　バカか？』

　やや黒味がかった刃が細かく振動し、ユリアーネの悪意ある言葉を常葉に伝える。

　やがて全ぜん貌ぼうを現したその剣は、柄つかの意い匠しようが十字架を思わせる、両手持ちの長大な剣だった。ユリアーネの言動のヒステリックさからすれば、意外なほどにオーソドックスなフォルムをしている。

　その時、山崎がむくりと身を起こし、ユリアーネの柄に手を伸ばした。

「先輩……オレは……納得がいかないんすよ――」

　どこかうつろに響く声で山崎がしゃべり出した。

「どうして、あいつばっかり――宮本ばっかり、モテるんすか……？」

「世の中を見渡せば、もっとモテている男はいくらでもいるさ」

　どう見ても今の山崎は正気ではない。〝魔性の血エルフインブラツド〟の影響を受けているだけでなく、おそらくユリアーネの〝魅惑ラブトーカー〟にかかっているせいもあるのだろう。

　だが、それを承知で、常葉は律りち儀ぎに山崎の問いに応じた。たとえユリアーネにあやつられていようと、その口からこぼれてくる言葉には、抑圧されていた山崎の本心の一端があぶり出されていると思ったからである。

　白銀のグレイブと化したリリオーヌを握り締め、常葉は身構えた。

「女性の心を惹ひきたければおのれを磨くことだよ。――もっとも、宮本後輩が周囲の女子たちに本当にモテているのだとすれば、それはそういう下心がいっさいないせいかもしれないけどね。女にモテたいという下心が透けすぎている男子は、少なくともわたしはあまり好きではないし」

「やっぱり――やっぱり先輩は、宮本のことが好きなんすかあ!?」

　背中を丸めてぶつぶつ呟いていた山崎が、スニーカーの靴くつ底ぞこから煙を立ち昇らせるほどのいきおいで、一気に常葉の眼前へと踏み込んできた。

『ふひっ！　不本意だが相性がいいみてえだな、小僧！』

「先輩はオレより宮本のほうが好きなんすね!?　そうなんだ、そうなんでしょう!?」

「……どうしてそういうハナシになるんだい？」

　強い力を強い力で迎え撃つのは常葉の流りゆう儀ぎではない。軽やかに後ろに下がりながら、常葉は突きかかってきた山崎の剣先をはじき落とし、すかさず横へと回り込んだ。

「はっ！」

　山崎の膝の裏に常葉の蹴りが入る。がくんとバランスを崩くずしながら、しかし山崎は、刃渡り一メートル近くありそうな剣を左手一本で振り回した。

「そうじゃないっていうなら！　先輩、オレとつき合ってくださいよ！」

「……は？」

「宮本とつき合ってないならいいじゃないっすか！　どうせあいつの周りにはほかにも女がいるんだし！」

「……確かにこれは抑圧された彼の本心なんだろうな」

　苦笑でゆるみかけた表情を引き締め、常葉は水平に走った剣を高く飛んでかわした。

『小娘！　てめえが戦ってんのはこの小僧じゃなくてオレだってことを忘れんなよ！』

「!?」

　ユリアーネの嘲笑とともに、その刃から無数の光の矢がほとばしり出た。

『常葉……！』

「判ってる――！」

　背後にあった街灯の柱を蹴ってさらに高く飛び、殺到してくる〝魔矢エルフインダート〟を宙で身をひねってすべてかわした。

「先輩……素す敵てきっす！　宮本の野郎にはもったいないっすよ!!」

　常葉の着地地点を狙って、山崎が袈け裟さ懸がけの一撃を繰り出してきた。

「別にわたしは宮本後輩とつき合っているわけじゃないけど――誰が誰にふさわしいとか、誰にはもったいないとか……」

　咄とつ嗟さにグレイブの刃をアスファルトに突き立て、その柄でユリアの刃を受け止めた常葉は、スカートをひるがえしてその場で半回転し、山崎の脇腹に後ろ回し蹴りを叩き込んだ。

「ぐふ――！」

「――そういうことはね、人にいわれたくはないよ！　自分が誰にふさわしいかはわたし自身がわきまえていればいいことだ！」

「そういうキビしいところも……す、素敵っす――」

　無人の交番に背中から突っ込んでいった山崎は、細かいガラスの破片を振り払って立ち上がった。全身にできた細かい擦さつ過か傷しようも、見る見るうちに消えていく。確かにユリアーネと山崎の相性は悪くないようだった。

　額から流れ落ちてきた血をぬぐい、山崎は剣を大きく振りかぶった。

「でも、考えてもみてくださいよ！　何も努力してないのにあいつばっかりモテるってのはやっぱおかしいでしょ!?」

　空気を切り裂いて振り降ろされた一撃がおびただしい数の光の矢を生み出し、常葉を襲おそった。












「あいつは悪魔と契約してんすよ！　悪魔の力でモテてるんすよ！　あいつは実は現代のドクター・ファウストなんだ！　そうに違いない！」

　山崎の身勝手な叫びに、常葉は細い眉をひくりとゆがめた。

「クリスを悪魔あつかいか。……くだらないことを吹き込んでくれる」

『……ぬぅ』

　常葉がリリオーヌを一いつ閃せんさせると、その刃からこちらも無数の光の矢が放たれた。

　双方の矢が激突し、まばゆい光とともに相そう殺さいされていく中、常葉は山崎との距離を詰めにかかった。

　エルフィンダートのような飛び道具は別として、実際に武器と武器とを交錯させる斬り合いになれば、ウォーライク自身の能力より、それをあつかうロードの資質が色濃く反映される。薙刀なぎなたの名手である常葉と、万年帰宅部で格闘技や武道の心得のない山崎とでは、技巧面での差は歴然だった。

「――っ!?」

　肩口へと落ちてきた常葉の一撃を、常人をはるかに凌りよう駕がする反応速度で受け止めた山崎だったが、常葉は即座に切っ先を引き、石いし突づきのほうで山崎の脛すねを打った。

「だぁっ……！　さっ、さ、すが、常葉王子っす――！」

　脛をかかえてぴょんぴょん飛び跳ねながら距離を取ろうとする山崎に、ユリアーネの怒声が飛んだ。

『おい、小僧！　ごちゃごちゃおしゃべりしてねーでさっさと片ァつけろ！　相性がいいだけでマジで使えねーな、てめえは！』

「……そういうきみこそ少し黙ったらどうだい？」

　精神面ではあまりエルフィンブラッドの影響を受けない常葉も、ユリアーネに対する怒りは抑えがたかった。

「女のくせに――なんて頭のカタい大人みたいなことをいうつもりはないけど、口調うんぬんを語る以前に、とにかくきみの声は耳障りだ。これ以上聞くに耐えない」

『はァ!?　エサの分際でほざいてんじゃねーぞ、クズ！　クズども！　てめえら人間なんざ、しょせんはオレたちのエサにしかすぎねーんだよ！　バカか！』

「……何だって？　エサ？」

『そうだろーが！　すべての人間は、いずれウォーライクに食われるんだよ！　ちったァその身分をわきまえとけ、バカが！』

「何をいっている――？」

　ユリアーネの意い味み深しん長ちようなセリフに、常葉は一瞬気を逸らしかけたが、戦いに特化した彼女の意識はその疑問をすぐさま頭の中から駆く逐ちくした。今はそれを深く考える時ではない。戦いに決着をつける時だった。

　間合いを詰め、下段から逆袈裟にすくい上げるような一撃を繰り出す。山崎は後方に飛んでそれをかわすと、そのままガードレールを踏み台にして常葉の頭上を飛び越えようとした。

「先輩みたいな美人がカノジョになってくれたら、オレだって鼻が高いっすよ！　クラスの連中にも自慢できるし、何より宮本に勝ったって思えるじゃないっすか！」

「……わたしはきみの虚栄心を満足させるためのトロフィーか何かかい？」

　山崎の位置を目ではなく気配で捉え、常葉は後方斜め上へと石突を突き上げた。

「ぶっ！」

　石突は山崎のみぞおちへとめり込み、その身体を反対側の歩道まで吹っ飛ばした。

「恋れん愛あい沙ざ汰たにうといわたしがいうのも何だけど、女性をそういうものとして見ているうちは、やはりきみはモテないな」

『小僧！　早く立ちやがれ！　殺されっぞ!?』

「そんなことはしない」

　歩道に設置された変圧器に激突して呻いている山崎に肉薄した常葉は、少年が剣を構え直すより早く、ふたたびスカートをひるがえした。

「あでっ！」

　右手を蹴り飛ばされ、ユリアーネがくるくると回転しながら宙に舞った。

『ちょっ……！』

「後輩をこの手で斬るような真似はしないよ」

　常葉はユリアーネを追ってジャンプした。

「……でも、きみはちょっと許せないな」

　真っ向上段からの一撃でユリアーネをアスファルト上に叩き落とした常葉は、さらにそこへ体重を乗せた一撃をお見舞いした。

『――！』

　悲鳴の代わりに甲かん高だかい音を立て、ユリアーネの刀身がまっぷたつに割れた。

「……妄もう言げんに惑わされるほど素人しろうとじゃないつもりだよ」

　緊張の糸をゆるめ、常葉はリリオーヌを手放した。

　鳴り始めた鎮ちん魂こんの鐘に送られるように、叩き割られたユリアーネが、燐光の粒子となってゆっくりと消えていく。それを見守る常葉のかたわらに出現したリリオーヌは、浴衣の裾を揺らしてきびすを返すと、変圧器にもたれるようにして気を失っている山崎に歩み寄った。

「……どうする？」

「ああ、山崎くん？」

　腰に手を当てて軽く身体をほぐし、常葉は山崎を振り返った。

「できれば家まで送ってあげたいけど、あいにくと自宅の住所を知らないからね」

「……ほっとくの？」

「真冬じゃないんだ、死にはしないさ」

〝逢魔が刻トワイライト〟から現実世界に立ち戻った常葉は、リリオーヌの頭を撫でて歩き出した。

「――ふだんの山崎くんがどういう子なのかよく判らないけど、ちょっと思い込みが激しそうで、あれじゃ宮本後輩も苦労するだろうね」

　肩越しに山崎を一瞥し、常葉は嘆息した。

　ユリアーネが消滅したことで、山崎は今夜の記憶をすべて失うだろう。たとえユリアーネからウォーライクについての詳しい話を聞かされていたとしても、目め醒ざめた彼がそれを記憶していることはありえない。

　ついでに、自分が宮本家に出入りしていることも忘れてくれたらいいのに――と思ったが、さすがにそれは都合がよすぎる望みかもしれない。

　ともあれ、クリスに目をつけたウォーライクが山崎を使って伊織を狙っていたという事実は、伊織にとっては決して気分のいい話ではないだろう。少なくとも伊織が本調子に戻るまでこのことは伏せておいたほうがいいと、常葉はルテティアに今夜の戦果を伝えると同時に、もう一本念入りに釘を刺すメールを打った。

　　　　　[image: ]

　きのうに引き続いて押しかけてきた山崎雅明を出迎えた宮本伊織は、不ふ愉ゆ快かいさを隠そうともせず、眉間に深いしわを刻んでクラスメイトを睨みつけた。

「……また妄想カノジョのハナシか？」

「は!?　妄想って何だよ！」

　あちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はって現れた山崎は、心外だといいたげにテーブルを叩いた。

「――妄想じゃなくて、オレはリアルなカノジョが欲しいんだよ！　確かにオレの妄想力は三国一だが、さすがに妄想を具現化できるほどの異能力はない！　マンガじゃあるまいし！」

「はあ……？」

　一日でマスクの取れた伊織は、ガムシロップを垂らしたアイスアールグレイをすすり、鼻の頭をこすった。まだ鼻が詰まっているおかげでせっかくのベルガモットの香りがほとんど感じられない。

「おまえ、この前ここに来た時は、確かカノジョがどうのといっていなかったか？」

「それこそハァ!?　だよ！　自慢じゃないがオレにカノジョが存在したことは有史以来一度としてない！」

「……力強い否定だな。それは確かに自慢ではなく自じ虐ぎやくだ」

「とにかく！　もし本当にオレにカノジョができたら、おまえに話すなんてまだるっこしいことはせずに、即座におまえに見せびらかすに決まってるだろ！　でなきゃそれこそおまえはオレの妄想だとかいって絶対に信じないからな！」

「おまえもようやく自分の発言の信しん憑ぴよう性せいの低さに気づいたか……」

「おまえが疑り深すぎるんだっつーの！」

「……だから声がでかい」

　こめかみを押さえ、伊織は聞こえよがしに溜息をついた。

　前に来た時、確かに山崎はカノジョができたといっていた。デートのために洒落た喫茶店を教えてくれと頼まれて、しぶしぶ教えてやった覚えがある。

　しかし、きょうの山崎はそれを全否定している。山崎が噓をついているのか、それとも勘違いか、はたまた伊織の記憶が間違っているのか――。

　ほんの数秒考えて、伊織はすぐさま時間の無駄だと悟った。こういう時に間違っているのはほぼ一〇〇パーセント山崎のほうである。自分の記憶が間違っているとは伊織は微み塵じんも考えない。

　が、それをわざわざ指摘して、山崎と不毛な水掛け論を繰り返すつもりもない。

「……で、おまえは自分がいかにモテないかということを力説するために来たのか？」

「違うって！　――ほら、先輩だよ、常葉王子！　きょうもおまえの見舞いに来てんだろ？　隠してもバレてんだからな？　玄関に女物の下駄があったし」

「……だとしたら何なんだ？」

「いやー、実はオレ、けさ起きてみたら路上に倒れててさあ」

　絆創膏が貼られた頰をかき、山崎はへらへらと笑った。

「あっちこっち擦すり傷きずとかできてるし、青アザとかできてるし、おまけに何だか頭がボーっとしてダルいんだよ」

「……今度はどこのコンパにまぎれ込んで酒を飲んだんだ？」

「違うって！　ゆうべはフツーに家でメシ食って寝たんだよ！　でも明け方涼しくて目が醒めたら、なぜかアスファルトの上にへたり込んでてさあ。……で、頭がボーっとしてダルいのは夏バテによくある症状だろ？　たぶんオレも夏バテだと思うんだ」

　そんな夏バテがあるはずがない。山崎が噓をいっていないのだとすれば、それはどう考えても夢遊病である。

「バカ野郎！　夢遊病の人間が律儀にパジャマを着替えてスニーカーの紐ひもまできちんと結んで家を抜け出すか!!」

「だったらやっぱりコンパで酒を飲みすぎて記憶を失ったんだろう。どのみち夏バテじゃあない」

「いや、もうこの際夏バテかどうかはどうでもいいんだ！」

「じゃあこれまでのはいったい何の前フリだったんだ……」

　激しいめまいを感じ、伊織はソファの背もたれに頭を預けて天てん井じようを振り仰いだ。

「ただ、なあ、宮本よ……！　我が刎ふん頸けいの友として、最後にひとつ、オレのささやかな願いを聞いてくれないか？」

「おまえ……刎頸の友の意味、知ってるのか？」

「無論だ！　詳しい説明が必要か？」

「いや、遠慮する。……それより、その願いというのは何なんだ？　おまえの理不尽なお願いがこれっきりになるというのなら、一応聞いてやってもいいが」

「実は、その……お、オレも、ここでいっしょに王子に看病してもらっていいよな？」

「――――」

　もじもじしながら切り出した山崎を冷ややかに見つめ、その一方で伊織は、ふつふつと熱い怒りがこみ上げてくるのを感じた。

　確かにきょうも常葉はここに来てくれている。ただ、伊織にとってはそれはクリスとルテティアの食事の面倒を見るためであって、自分の見舞いのためではない。まして病人とも呼べない山崎の看病まで常葉にさせるなど、申し訳なさすぎて頼むことさえはばかられる。

　伊織は声を荒げたくなる衝動を必死に抑え、ドアのほうを指差した。

「……おれはもう寝る。おまえ……帰れ」

「ああ!?　恥を忍んで頼んでんのに何だよそのリアクションは!?　やっぱおまえ、ひとりだけ王子に看病されていい思いするつもりだな？　このしあわせ泥どろ棒ぼうがッ！」

「いいから帰れ……！　でないとおまえの親に電話入れるぞ？」

「ああっ!?　お、おまえ、子供のケンカに親を巻き込むのかよ!?」

　伊織は、山崎が存外に小心者で、あまり親に逆らえないということを知っている。ことに今は、期末テストの惨さん憺たんたる結果と通信簿の内容のせいで、余計に頭が上がらない状態だろう。案の定、山崎は激しく狼ろう狽ばいしてソファから腰を浮かせた。

「――み、宮本！　おまえ、覚えてろよ！　二学期始まったら絶対このことはハッキリさせてやっからな！　牧島にもいいつけてやる！」

「……いいから帰れ」

　ひらひらと手を振り、伊織は半泣きになって書斎を出ていく山崎を見送った。




　二階の伊織の部屋で洗濯物をたたんでいた常葉は、玄関がいきおいよく閉じられる音を聞きながら、階下で繰り広げられたであろうやり取りを想像して微笑んだ。

「トキワ、どうしたの？」

　つたない手つきで常葉を手伝っていたクリスが、少女の微笑に気づいて首をかしげる。

「いや、何でもないよ。――さいわい、宮本後輩の夏風邪もひどくならなかったし、あしたにはふだんの生活に戻れそうだなと思ってね」

「…………」

　それを聞いたクリスは、しばしリリオーヌと顔を見合わせたあと、ようやく気づいたかのように目を丸くした。

「え!?　それじゃリリオ、あしたからもう来なくなっちゃうの!?」

「……ぬぅ」

「え～？」

「それならクリス、今度こそ宮本後輩といっしょにうちに遊びにくるといいよ。約束していたのにずっと延び延びになっていたしね。でなければ、こちらが宮本後輩の手料理をご馳走になりにこようか」

「そっか！　そうゆえばそうだ！」

「え？　そんな約束あったの？」

　伊織のベッドに寝そべって呑気にマンガを読んでいたルテティアが、少女たちの会話を聞きつけて身を起こした。

「――じゃあさっそく今度の週末に行こうよ！　トキワのウチってアレでしょ？　す、すき、スキヤキ……？」

「数す寄き屋や造づくりっていいたいのかい？」

「それ！　とにかくジャポネスクなおうちなんでしょ？　一度そういうところに泊まってみたかったのよ、わたし！　あ、あと浴衣も貸して！　ちゃんとしたヤツ！」

「それならまずは世帯主を説得するところから始めるんだね」

　伊織のトランクスをたたんで机の上に積み上げ、常葉は立ち上がった。

「――さて、それじゃ下に行ってお茶にしようか」

「もうイオリのとこに行っていいの？　あのやかましい人、もう帰った？」

「ヤマザキくんなら泣きながら帰ってったわよ。……イオリに何をいわれたんだか」

「わーい♪　それじゃイオリにご本読んであ～げよ！」

　嬉き々きとして部屋を飛び出していくクリスが小脇にかかえていたのは、市立図書館のラベルが貼られた料理のレシピ本だった。たぶん、表紙の料理に心惹かれて借りてきたのだろう。一方、いっしょに出ていったリリオーヌが持っていたのは、伊織の部屋にあった国語辞典だった。どちらも病人に読み聞かせるような本とは思えない。

　それを見送った常葉は、ふと笑みを消し去り、ルテティアに尋ねた。

「……そういえば、ゆうべ倒したウォーライクがいっていたんだけど」

「何て？」

「すべての人間はウォーライクのエサだって。……どういう意味かな？」

「わたしに判るわけないじゃない」

　読みかけのマンガを放り出し、ルテティアは大きく伸びをした。

「――〝妖精の書レボル・シオグ〟とか〝楽園エリジウム〟だとか、そもそもそんなものに興味ないのよ、わたしは。ゆうべのことだって、わたしはただ、今の生活を維持したいと思ったからあなたに耳打ちしただけだもん。あらたな謎なぞが増えたって悩むんだったら、イオリと分かち合って仲よく悩めばいいんじゃなぁい？」

「きみは本当にそれでいいのかい？　すっきりしないままで？」

「死ぬよりはマシでしょ？　好奇心は猫を殺すのよ」

　戸口のところで常葉を振り返り、ルテティアは肩をすくめた。

「――ねえ、お茶にするんでしょ？」












「……ああ」

　釈然としないものが胸のどこかにまだ残っていたが、あまり多くを語りたがらないルテティアにこれ以上問うても無駄だろう。

　常葉は伊織の部屋の中をしばらくぼんやりと眺ながめたあと、静かにドアを閉めた。




　とりあえず、伊織に今回の件を打ち明けるまでは、薬子にも内密のままにしておこうと、常葉はそう思った。

　根拠はない。

　ただの女の勘かんだった。







　あとがき




　ひしひしと冬の寒さが厳しくなりつつあるきょうこの頃、みなさんいかがおすごしでしょうか？　嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　今回お届けするのは『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク　小しよう詩し篇へん』の第一巻です。小詩篇とついているのでお判りのかたもいらっしゃるかもしれませんが、要するに、ファミ通文庫の公式サイト「FBonline」に連載していた短編を文庫にまとめたものですな。

　短編というと、どうしても外伝的なものと捉とらえられがちというか、メインストーリーとは独立したサイドストーリーとして見られがちなのですが、『彼女は～』ではあまりそういうものをやりたくなかったので、これまで書いてきた四巻までの各エピソードの間を埋うめつつ、同時に、本編を読んでいるだけでは知らないままスルーされてしまうような、重要な情報をさりげなく混ぜていこうと考えています。というか、そう考えて書いてみました。

　でまあ、蛇だ足そくではあるのですが、今回収録した三本が、これまでのストーリーのどのへんに入るのかとか、そういった時間軸的なものも含めて以下、解説。




　まず一本目の『Lebor Caointeach　泣き叫ぶ女の書』は、確か昨年末から年明けにかけて、二回に分けて掲載された短編です。この時は第二巻発売直前ということで、サイトのほうでも『彼女は～』の特集をやっていただきました。それに間に合うように、去年の今頃ガシガシ書いていたんじゃないかと、そんな記憶がうっすらと――。

　エピソード的には、ちょうど第一巻と第二巻の間に入る感じでしょうか。まだ伊い織おりが〝鞘ロのー主ド〟になりたてで、常葉ときわ先輩やリリオーヌと出会う前。

　今回、文庫に収録するためにあらためて校正したんですけど、クリスのしゃべり方が今と若じやつ干かん違っていて、我ながら苦笑させられました。今ではホントに小学校低学年くらいの言動しかしてないクリスですが、この頃はまだ会話文の中で漢字を多用していたため、ちょっと頭がよさそうに見えます。

　何かこう、巻を追うごとに漢字を忘れてアタマが悪くなっていくという――好意的な解釈をすれば、「ひらがなの多用によってクリスのたどたどしい言こと葉ば遣づかいを表現している！」といえなくもないんですが。……何しろ「びしょうじょせんし！」だからな。

　具体的なストーリーについては実際に読んでいただくとして、この短編では伊織くんの家族構成というか、そのあたりについて触れられていたりするので、そのへんを押さえておくと、あとあと「ああ！」となるかもしれません。あとあとというのがいつになるかは不明ですけど。

　ちなみに、最後まで明かすチャンスがありませんでしたが、あのウォーライクの本当の名前はマデリーナです。それと、舞台が北鎌倉になっているのは、単にぼくが澁しぶ澤さわ龍たつ彦ひこが好きだからです。




　二番目に収録されている『Lebor Geancannah　愛を語るものの書』は、今年の春先からゴールデンウィークの頃にかけて掲載された、由ゆ良ら健けん二じ＆マラハイドを主役に持ってきた作品です。

　時間軸としては第一巻より前、伊織が高等部に上がるちょっと前くらいを想定しています。ボリュームを見ると、今回収録の三編の中ではこれがメインぽい感じなので（そして本編とは違う短編集という意味で）、今回の表紙はいつもよりやや年齢層を上げ、このふたりの並びとなっております。

　すでに二巻が発売されたあとに書かれたものなので、当然けんちゃんまーちゃんも登場したあとだったんですけど、自分でも予想外にこのコンビに愛着が湧わいてしまったので、どうせならもうちょいキャラ的に厚みを出そうということになり、ふたりの出会いや健二の過去、さらにはラ・ベルの目的とか、いろいろとブッ込んでみました（思えば健二もマラハイドも、もとは二巻にしか出てこないゲストのやられ役のはずだったんですよね）。

　これも書いてからかなり時間がたっているのですが、不思議とクリスの時のようなキャラクターのブレはないです。というより、二巻で登場したふたりがここでカチっとかたまったという感じですかね。

　どうでもいい話かもしれませんが、これまで登場したウォーライクたちの中で、単純な量という意味で一番たくさん食べるのは、クリスかマラハイドです。身体からだが小さい上に食べ方が豪ごう快かいなので（マナーがなっていないともいう）、クリスのほうがインパクト的には強いですけどね。




　三本目の『Lebor Cermait　甘き言葉の書』は、文庫用の書き下ろしです。一読していただければ判るように、時間軸としては第四巻の直後、伊織たちが夏休みに入ったばかりの頃に当たります（さらにいうなら、第五巻はこのエピソードの直後くらいから始まります）。

　サイトのほうでは、マラハイド編のあとにルテティアの来日前のエピソードを連載していたので、本来ならそれを収録するのがすじなのでしょうが、すべて再録でイラスト以外に付加価値がないというのもサービス悪いですし、そもそもルテティア編は尺が長すぎるので、これは次の短編集に回すことにして、今回はこの短編を書き下ろしで収録することになりました。

　書き下ろしをどうしようかという打ち合わせをしていた当時は、薬くす子こ＆エルクドゥーンか、でなければ常葉＆リリオーヌで、と主張する担当のミスターＮに対し、なぜかぼくはどうしても山やま崎ざきでいきたいと考えていたのですが、なぜそう考えたのかいまだに自分でもよく判りません。もしかすると孔こう明めいの罠わなにかかっていたのかもしれませんが、結果的には、山崎をフィーチャーしつつ、実はトッキー＆リリオが活躍するという流れになりました。

　山崎はねえ……うん、ぼくはいろんな作品でヤマザキというキャラを書いているんですよ、実は。もちろん現代日本が舞台の一部の作品だけですが、いつもヤマザキマサアキという名前で、ポジションは主人公の仲のいい友人、そして何らかの形でかならず主人公を妬ねたむ！

　この作品におけるヤマザキは、伊織の親友というわけではありませんが、伊織に友達がほとんどいないせいもあり（哀しいな……）、相対的には一番仲のいいクラスメイトということになっています。某歴史シミュレーションゲームが大好きで、出番は多くないのですが、個人的に非常に気に入っているキャラです。

　そんなヤマザキを一度でいいからモテさせてやりたいという、おそらくはそんな一念に突き動かされて書こうと思ったのではないかという……。




　とまあ、簡単にではありますが、各エピソードの解説をしてまいりましたが、そろそろ紙幅も尽きてまいりましたので、いつものようにみなさまがたへのお礼の言葉で締めさせていただきます。

　まずはイラスト担当、フルーツパンチ嬢じよう。ぼく的に今回一番のイラストは、リリオーヌのよだれでした。リリオはクリスよりしっかりしているように見えて、実はああいうところがゆるいですね。というわけで、今回もありがとうございました！

　そしてお次はけんちゃんまーちゃんの命の恩人、編集担当ミスターＮ。毎度お世話になっております。今回は半分以上が連載分からの再録なので楽かと思ったら、そうでもなかったですね。次回はもう少し前倒しでがんばります！

　でもって、読者のみなみなさま、ご愛読ありがとうございます。これからどんどん寒さが厳しくなりますが、お身体に気をつけて、ちょい気が早いですけど、どうかよい年末年始をおすごしください。

　それじゃ！
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